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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







「うあー……疲つかれた」

　花はな村むら祭まつりはげんなりした表情で、玄げん関かんの扉を開けた。

　いつもの「ただいまっ！」という軽快な挨あい拶さつの代わりに口から吐はき出されるのは、重々しい溜ため息いきのみ。

　猫ねこ背ぜ気味に肩かたを落としながら、廊ろう下かをのろのろと歩く。祭は、とある人物との遭そう遇ぐうにより、疲ひ労ろうの極きわみに達していた。

「うーん……あの子、一体何だったのかな」

　呟つぶやきながら無人のリビングを抜ぬけ、台所の冷蔵庫を開け放つ。

「ぐ……んぐ」

　大量にストックしてある、イチゴ豆乳を一気飲みした。

「っはー、ま、考えてもしょうがないか」

　生来の能天気な気き質しつに加えて、飲食物を摂せつ取しゆすると大たい抵ていの悩なやみが吹ふき飛ぶという、高スペック（？）な脳を保持している祭は、パックが空になる頃ころには、けろりとした表情をしていた。

「今度会ったら、もうちょっと詳くわしく聞いてみればいいや」

　先さき程ほどまでの重々しい足取りはどこへやら、鼻歌交じりに階段を上りはじめた。

　が、半ばまで進んだ所で、ずる、と足を滑すべらせる。

「うわっ……とと！」

　後ろ向きに落下しそうになり、慌あわてて手すりを摑つかんだ。

「ふいー、危ないとこだった……」

　冷や汗あせを拭ぬぐいながら階段を上り切り、自室のドアの前まで辿たどり着く。

「………」

　ノブに手をかけた所で、祭の動きが止まる。

　ここしばらく、すんなりと部屋に入れたためしがないのだが、それには理由があった。




　一ヶ月前まで、祭の傍そばにはサンジュという真っ赤な猿さるのぬいぐるみがいた。人語を解かいし、自由自在に動き回る、科学の理ことわりから外れた生物。

　サンジュは『枷かせ人びと』と呼ばれる人外の存在だったが、枷人と対立している『マキナリア』なる種族との諍いさかいに巻き込まれ、その意識は完全に失われた。

　九年の歳月を共にし、祭の半身ともいえるべき存在だったサンジュは消え去り、現在部屋に残っているのは抜け殻がらのぬいぐるみのみ。

　だから部屋の中には誰だれもいるわけがない。

　分かっている。それは痛いほど分かっているのだが、心の片かた隅すみに存在する、もしかして、という思いを完全に消す事はできそうにない。

　以前は部屋に入る度たびに罵ば声せいが飛んできて、うんざりしたものだったが、まさかそれを期待するようになるとは思ってもみなかった。

「はは……」

　祭はどこか寂さびしげな笑えみを浮うかべながら、ドアを開け放った。




「…………はい？」




　男が、寝ねていた。

　不自然なまでに鮮せん烈れつな赤あか髪がみ、細身ながらも強きよう靭じんさがありありと窺うかがえる、鋼はがねのような体たい軀く、粗そ野やだが非常に整った顔立ち。

　その人物は机とベッドの間で大の字になって、豪ごう快かいな寝ね息いきを立てていた。あまりに唐とう突とつな展開に、頭が真っ白になる。

　だが祭の思考を停止させている要因の大部分は、明らかに不ふ法ほう侵しん入にゆうな状じよう況きようそのものよりも、青年の風ふう貌ぼうだった。

　実際に目まの当たりにするのは初めてだ。しかし、祭はこの青年に、確かに見覚えがあった。

「ま……まさか……」

　サンジュの枷人としての名前は『火ひ猿ざる』というらしい。そして枷人は通常、人間とほぼ変わらない姿形をしている。

「サンジュ？」

　一ヶ月前の事件のさ中、祭の脳のう裏りに、ある人物のビジョンが浮かんできた事があった。

　それは正に、今目の前で寝息を立てている青年そのもの。

「どういう事……なの？」

　もっとよく観察しようと、そろりと近寄って顔を覗のぞきこんだ瞬しゆん間かん、

「『渦うず鴉がらす』の野や郎ろうっ！」

　青年がいきなりがばっと身を起こした。

「ぎゃああっ！」

　ごちり、と冗じよう談だんみたいな音がして、額と額がぶつかる。

「あ？」

　床ゆかでのたうつ祭とは対照的に、僅わずかの痛つう痒ようも感じていないらしい青年は、怪け訝げんな表情で部屋の中を見み渡わたす。

「……一体どうなってやがんだ？」

「う……うう」

　祭は額をおさえながら身を起こし、ひとりごちる青年の横顔を凝ぎよう視しする。

「まさか……ほんとに飛ばされたってのか？」

　確信する。間ま違ちがいようがない。口調や声こわ色いろもさることながら、なにより直感がそう告げている。

　この青年は、サンジュだ。

「帰って……きたんだ」

　感かん慨がいがじわり、と湧わきあがってくる。

　この一ヶ月、サンジュが傍にいない生活はどこか空くう虚きよだった。表面上は割り切ったように振ふる舞まいながらも、心の奥では寂さびしさに押し潰つぶされそうだった。

　あの状態からどうやって戻もどってこられたのか。そのあたりの事情は分からないが、この青年に宿っている魂たましいは紛まぎれもなくサンジュのものだ。

　すぐさま歩み寄ろうとした祭だったがしかし、

「おい、そこの女」

　向き直った青年の口から飛び出した言葉に、足が止まる。

「……え？」

「え、じゃねえよ、テメエだ、バーカ」

「サ、サンジュ？」

「あ？　さんじゅ？」

　青年はまるでそれが初めて聞くフレーズであるかのように、訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「はは……なにふざけてんのサンジュ。ほら、あたしだよあたし、花村祭っ！」

「ハナムラマツリ……」

　青年は不自然なイントネーションで復唱し、祭の顔をまじまじと見つめて、言った。

「誰だれだそりゃ？」
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「じゃーまたね、悠ゆう季きちゃん！」

　私立昂こう陽よう高校の二階廊ろう下か。一いつ緒しよに登校していた本ほん城じよう悠季に別れを告げて、祭は二年一組のドアを開けた。目に入った友人達に挨あい拶さつしようとした矢先、

「おっは──うわわっ！」

　ドアのレールに足を引っ掛かけて前につんのめる。

「おっと」

　しかし、後ろからすっと伸のびて来た腕うでが祭の肩かたを摑つかみ、転てん倒とうを防いだ。

「あ、ありがと、大おお鳥とり君」

「いやいや、むしろこっちがありがとうだけど」

　声の主、大鳥大だい吾ごは無む駄だに整った容姿を更さらにきりり、と引き締しめて真顔を作る。

「うん、よく分かんないけどもう大だい丈じよう夫ぶだから、放してほしいんだけど……ていうか、なんで肩に置いた手がもぞもぞ首の方に向かってるんでしょうか」

「あ、やっぱしダメ？」

　大吾は頭を搔かきながら手を引いた。浮うかべる笑え顔がおは爽さわやかさ全開で、とてもセクハラ未み遂すいの容疑者には見えない。

「大鳥君さ……いや、やっぱりいいや」

　一ヶ月前の事件において、祭は大吾が人間ではないという事、更にはその齢よわいが五百を超こえているらしい事を知ったのだが、未いまだに実感が湧かない。その言動や思考が、どう考えてもそこらのエロ中学生ぐらいにしか感じられないからだ。

「おいしょっと」

　まともに相手するのを放ほう棄きした祭は、友人達に軽快な挨拶を振りまきつつ、辿たどり着いた自分の席に腰こしかけた。机の側面の突とつ起きに鞄かばんを引っ掛ける。そこには首輪型のキーホルダーが付いているが、いつもぶらさがっていた猿さるのぬいぐるみの姿は影かげも形もない。

「……」

　寂せき寥りようを込めた視線をそこに向ける。いつまでも引きずっていてもしょうがないのだが、完全にふっきるのには今しばらくの時間を要しそうだった。

　その時、教室の前のドアが勢いよく開いた。

「こんちゃーっす」

　軽い調子の声を上げながら、何者かが教室に入って来た。誰だれもがその声の主に目を向ける。

　それは、異い彩さいな風ふう体ていの少女だった。シャギーの入った鮮あざやかな空色の髪かみ。すらりと伸びた肢し体たい、露ろ出しゆつの多い上半身に加えて、異様に短く切り詰つめたホットパンツ。

　顔の造作自体は非常に大人びているものの、年の頃ころはおそらく祭と同程度か、多く見積もっても二十歳はたち前といった所だろう。

「うーんと……あ、はっけーんっ！」

　事態が飲み込めずに啞あ然ぜんとする二年一組の面々をよそに、きょろきょろと視線を走らせたその少女は、祭と目が合った時点で首の動きを止めた。

「え……あたし？」

「あはっ」

　少女は子供のような笑みを浮かべながら、うろたえる祭に向かって駆かけ寄って来る。眼前まで迫せまってきた彼女は、値ね踏ぶみするように祭の顔を凝ぎよう視しした。

「……うん、間ま違ちがい無いっ」

　何かを勝手に納なつ得とくした少女は、再び稚ち気きを多分に含ふくんだ笑みを浮かべた。

　彼女の容姿そのものはどこか儚はかなげで大人びたものであるだけに、表情とのアンバランスさに戸と惑まどいを隠かくせない。

「あの……どこのどちらさ──え？」

　祭の質問を塞ふさぐ形で、両手を広げた彼女がいきなりがばっと抱だきつく。

「ちょっ……」

　祭は混乱の極きわみに達する。いきなり教室に乱入してきた人物に、有う無むを言わさず抱ほう擁ようされているこの状じよう況きようを、どう受け取ればいいのだろうか。おまけに件くだんの少女に全く見覚えがない、ときている。

　当人にすら理解出来ないものが、クラスメイト達に分かるはずも無く。教室内にどよめきが拡ひろがっていく。

　しかし、次に少女が放った一言は、それとは比にならない程ほどの波は紋もんをもたらした。




「よかった……ママ！」




　教室は一いつ瞬しゆん、水を打ったように静まり返り……

「「「ママぁ!?」」」

　そこにいたほとんどの人間が、一様に声をハモらせた。

「ちょ、ちょっと待ってっ！」

　その中の一人である祭は慌あわてて少女を引き離はなす。

「何、ママ？」

　少女は小首を傾かしげながら、さも当然のようにその単語を口から放つ。

「マ、ママって……ど、どういう事？」

「どういう事もなにも、あなたの名前、花村祭でしょ？」

「あ、うん、そうだけど……」

「んじゃ、やっぱりママだっ」

　少女は嬉うれしそうに、祭の頰ほおをぺちぺちと叩たたく。

「いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや」

　祭は、ゲシュタルト崩ほう壊かいを起こす勢いでワンフレーズを連呼しながら、激しく首を振ふる。分からない。目の前の少女の言っている事が全く理解出来ない。

「落ち着こう、とりあえず落ち着こう。ジョーキョーをセーリしよう」

　と言っても、慌てているのは祭だけで当の少女は平然としていたが。

「ま、まずさ……君の名前は？」

「花村さとり。ママの娘むすめでーす！」

　点呼された小学生のように、勢い良く手をあげる。

「花村……さとり？」

　当然、そんな名前に一いつ切さいの心当たりは無い。

「そーだよっ」

　少女は八や重え歯ばを覗のぞかせて満面の笑えみで返答する。その表情に、祭を謀はかろうとする、虚きよ偽ぎや悪意の色は一切感じられなかった。

　が、話の内容があまりにもぶっとびすぎている。同年代、ともすれば年上の人物にいきなり母親よばわりされるなんて、荒こう唐とう無む稽けいにも程がある。

「うん、おかしいよね？　年ねん齢れい的な何かがおかしいよね？」

　何をどうすればいいのか分からないが、とりあえず妥だ当とうと思われる所に突つっ込みを入れてみる。

「全然おかしくないよー。だって私、まだ生まれて無いもん」

　その瞬しゆん間かん、固かた唾ずを吞のんで見守っていたクラスメイト達の表情が、一いつ斉せいにぽかん、としたものに変わった。頭上にクエスチョンマークでも浮うかんで見えるようだ。

　祭も例外ではなかった。日本語として明らかにおかしい。ひょっとして電波系とか称しようされる類たぐいの子なんだろうか。そいういう目で捉とらえれば、極きよく端たんに露出の多い奇き抜ばつな格好もコスプレにしか見えなくなってくる。

「アハハ、そんな鳩はと豆まめな顔しないでよ、ママ……ってもまー、今の言い方じゃ訳わかんないよねー」

　祭は無言のまま、こくこく、と首を縦に振った。

「でもねー、実は私も正確には状じよう況きよう把は握あく出来てないんだよなー。ま、こんな時は難しく考えてもしょーがないし、リラックス、リラ～ックス」

　さとりと名乗った少女は頭を搔かきながらもう片方の手で、いきなり祭の胸を摑つかんで揉もみしだいた。

「なっ……なななっ！」

　祭は反射的にさとりの手を払はらい、勢い良く後ずさる。

「うわわっ！」

　足を滑すべらせて、体のバランスが思い切り崩くずれた。

「ぐああっ！」

　後頭部を机にしたたかに打ちつけた祭は、頭を押さえてその場にうずくまる。

「あはは、さっすがママ。やっぱり昔からドジだったんだね、かわいー」

　さとりは楽しそうに、祭の頭を撫なで回す。

「よしよし、ごめんね、ママ」

　彼女が自分の娘だ、などという与よ太た話を信じたわけではないが、これでは親子逆転どころか、まるで飼い主とペットだ。

「うう……」
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　涙なみだ目めになりながらさとりを見上げるが、見れば見る程ほど自分とは似ても似つかない。起き伏ふくのくっきりとしているボディラインに、艶つやのある色気じみた顔立ち。その幼よう稚ちな言動には不ふ釣つり合いな大人びた外見は、祭とは別種の生き物にしか見えない。

「さとりちゃん……でいいのかな？　あの、そろそろやめてほしいんだけど……」

　ようやく痛みが治まってきた祭は、さとりに訴うつたえかける。

「そう？　じゃあね、こうしよっか」

　さとりは祭の手首を摑み取ると、自らの頭の上まで誘ゆう導どうし、その掌てのひらをぽふ、と頭の上に置かせ、強制的に前後に動かした。

「あの……さとりちゃん？」

「へへ……ママさ、よくこうやって私の頭、撫でてくれたよね」

　幸せそうに表情を綻ほころばせるさとりだったが、勿論そんな記き憶おくは一切無い。更さらに混乱する祭だったが、ふとした疑問が浮かび上がる。

「ん？　くれたって、そんな過去みたいな言い方……」

「ううん、間ま違ちがってないよ」

　それまで一点の曇くもりもなかったさとりの表情が、僅わずかに翳かげりを帯びる。

「だって……だってさ……」

　言い淀よどんだ後、

「ママはもう、死んじゃったから」

「……え？」

　消え入りそうな声で放たれたその一言は、祭の耳にしか届かなかった。

「今、なんて？」

　何かの聞き間違いかと問いかけるが、

「あ、いやいや、余計な事言っちゃったね。今のなし、今のなーし」

　さとりは一いつ瞬しゆん、しまったという顔をしてから、すぐさま憂うれいを引っ込めてからりとした表情に戻もどった。

「という事で皆みなさんっ、私はママの娘むすめの花村さとりです、以後よろしくっ」

　しゅたっ、と手を上げてクラスメイト達に勢いよく宣言する。

「いやいや、よろしくされても困るからっ」

　祭は慌あわててその間に割って入った。

「えー、だってママの友達と仲良くなりたいしー」

「いやだからね……そのママって前提がおかしいよね」

　さとりの相手は非常に疲つかれる。彼女の思考と言動がやたらに幼稚な上に、両者の認にん識しきに根本的な齟そ齬ごがあるので、会話が全く嚙かみ合わない。

「まあいいや。ママ、どっかいこーよ」

　そこでさとりがまた唐とう突とつな提案をする。

「ど、どっかって？」

「せっかく会えたんだからさ、遊びにいこーよ」

「いや、今から授業なんだけど……」

「授業？　あー、授業かあ」

　そんな事は全く思いもしなかった、という感じの調子で、ぽん、と手を打つ。

「さとりちゃんだって自分の学校があるでしょ？」

　大人びているとはいえ、さとりの容姿は二十歳はたち前のそれだった。その幼すぎる言動から、社会人ではない事は明らか──最近はモンスター新入社員とか言う人種がいるみたいだが──だから、高校生、もしくは大学生だと思われる。

「学校……あれ？　私って……？」

　唐突にさとりの台詞せりふが止まった。

「……さとりちゃん？」

「くっ……」

　頭をおさえて、苦く悶もんの表情を見せる。

「だ、だいじょぶ？」

「はは……なんかちょーっと頭痛いかも。でもへーきへーき」

　取り繕つくろったような笑え顔がおで明るく言い放つ。

「そっかあ……そうだよね。ママ、今は学生なんだよね」

　さとりは一人で何かを勝手に納なつ得とくして頷うなずいていた。

「うん、邪じや魔ましちゃ悪いから、とりあえず帰ろっかな」

　唐突に言い放ち、軽快な足取りで窓まど際ぎわまで歩み寄ると、窓を開け放ち、その桟さんに足を掛かける。

「あ、ちょっ……」

「それじゃ、後でまた迎むかえに来るから！」

　躊躇ためらい無くその身を躍おどらせた。

「なっ……」

　祭の脳のう裏りに一ヶ月前の映像が蘇よみがえる。感情が大きく揺ゆさぶられ、枷人の力の抑よく制せいが利きかなくなった悠季が、教室で大立ち回りを演じた後に、同じ行動をとっていた。

　慌てて窓に駆かけ寄り校庭を見下ろすが、さとりの姿は影かげも形もなかった。

「ど、どこに……」

　祭と同様の行動をとったクラスメイト達も、狐きつねにつままれたような表情を浮うかべている。あまりに唐突に現れ、忽こつ然ぜんと消失した少女。全く現実感がない出来事に、何かに化かされていたんじゃないか、との思いが湧わきあがってくる。

「ういーっす……あれ、どうしたお前ら？」

　ドアを開けて、気だるげな感じで教室に入ってきた担任教師が、窓際に集まっている生徒達を見て表情を変えた。

　その問いに即そく答とうできる人間はいなかったが、少しの沈ちん黙もくの後、教師の近くにいた女子生徒がおずおずと口を開いた。

「花村さんの娘が……飛び降りました」




「……はあ」

　一時間目、日本史の授業中、既すでに一日分のエネルギーを使い切った感のある祭の口から、盛大な溜ため息いきが洩もれる。

　ホームルームの後、祭は芸能リポーターと化したクラスメイト達から、鬼おにのような質問責めにあった。

　こういう話題に目が無い女子勢は勿もち論ろんの事、普ふ段だんは異性とほとんど話す事がないような堅かた物ぶつ系の男子まで、囲まれる祭を、輪の外からちらちらと横目で窺うかがっていた。

　人だかりの中、大吾がどさくさにまぎれて「実は父親は俺だ」などとのたまって、女子陣じんから総スカンをくらっていたが、それは自じ業ごう自じ得とくだ。

　それにも増してひどかったのが、南みなみ屋や晴はる夏かだ。

「ま、祭ちゃんっ、ど、どういう事、相手は、相手は誰だれなのっ？　ドジっ子で淫いん乱らんとかギャップ萌もえすぎるっ！」

　百四十五センチに満たない体たい軀くに不ふ釣つり合いな、豊満な胸を揺らしながら興奮気味にまくしたてる。

　彼女は祭が痴ち態たいを晒さらしたり、痛い目にあったりする事に興奮を覚えるという、かなり特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主──というかただの変態だった。

「いや……晴ちんさ、ちょっと落ち着こうよ。あんなおっきい子があたしの娘むすめなわけがふっ！」

「別に言い辛づらくもない台詞で舌した嚙かむのキタ────────ッ！」

　快かい哉さいをあげて、満足したようにフェードアウトしていった。話の内容自体はどうでもいいらしい。相変わらず絶好調に残念だ。

　特殊な二人を覗のぞくクラスメイト達からはまとも──というのもおかしいが──な質問が山のように飛んでくるが、何を聞かれようとも身に覚えが無いものは答えようがない。そもそも男子とつき合った事すらないのに、娘なんて段階の飛ひ躍やくもいいところだ。

　結局疑問が何一つ氷解しないまま、授業開始のチャイムが鳴ってしまった。

　祭は頰ほお杖づえをついて思考に没ぼつ入にゆうする。

　大前提として、晴夏に言ったように、年ねん齢れい的にあのさとりという子が、祭の娘などという事は物理的に有り得ない。

　が、気になったのは彼女の様子だ。

　おかしな言い方だが、不自然なほどに彼女の立ち振ふる舞まいは自然で、祭になにがしかの悪意があって、騙だまそうと演技しているようには見えなかった。

　少なくとも、彼女は自分が祭の娘だと信じ切っている。

　そして、祭の心に引っ掛かっているのは彼女が放った「ママはもう、死んじゃったから」という一言。

　いきなり母親呼ばわりされた上に、まさかの「お前はもう、死んでいる」宣言。どこの世紀末漫まん画がだ。

「うーむ……」

　普段からあまり物事を深く考える習慣の無い祭の脳は、休息を欲ほつしていた。梅雨つゆ時とは思えない程ほどのぽかぽかとした陽気も手伝って、その意識はまどろんでいく。




「マーマ」

　舌足らずな声で呼ばれた祭は、その方向に顔を向ける。あどけない顔立ちの赤ん坊ぼうが、ハイハイしながらこちらに向かって来ていた。

　祭は微笑ほほえんでその子を抱だき上げる。垂れ気味で潤うるんだ瞳ひとみが特とく徴ちよう的な女の子だ。将来は相当な美人になるだろう。

「おかーさん」

　振ふり向くと、もう一人の赤ん坊が、口に手をあてて物欲しげな視線を向けている。こちらはやや切れ長の瞳をしている。

　祭はその子も抱き上げて、両手で二人をあやす。

「祭」

　その場にはもう一人の人間がいた。長身で瘦やせ型のその男性は、赤ん坊二人の父親だ。なぜだか顔の部分に靄もやみたいなものがかかって、表情の詳しよう細さいが確かく認にん出来ないが、祭に向かって優やさしい笑えみを浮うかべている事だけは、感覚的に理解できた。

　祭は微笑み返して、その男性の胸に寄りかかる。それは絵に描かいたように典型的な、家族の幸せな光景。

　だが、ふと疑問がよぎる。

　自分は教室で、日本史の授業を受けている途と中ちゆうではなかったか。そもそもこの空間は一体なんなんだろうか。なぜだか見み渡わたす限かぎりの風景がピンク一色だし、地に足がついているのにも拘かかわらず、ふわふわと宙に浮かんでいるような、もわっとした感覚が拭ぬぐえない。

　そんな疑問を巡めぐらせていると、傍そばにいた男性が、何事かを囁ささやいた。

「────────かな？」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、祭の頰ほおが桜色に染まった。

　祭は俯うつむいて手をもじもじさせる。いきなりそんな事を言われても、心の準備が必要だった。でも決して嫌いや、という訳ではなくむしろ──




「……ら……なむらっ」

　自分を呼ぶ声がして、祭の意識は覚かく醒せいした。

「……おう？」

　唐とう突とつにオットセイみたいな声が漏もれてしまった。年とし頃ごろの女子としてありえない痴態に辺りからは失しつ笑しようが漏れている。教師も毒気を抜ぬかれてしまったのか、祭を諫いさめる事はせず、どこか憐あわれむような口調だった。

「花村……お前、幸せそうだな……」

　しかし、当の本人の頭は醒さめきっておらず、夢と現うつつの区別がついていなかった。

　何か……何か、重大な選せん択たくを迫せまられていたような気がする。

「むにゃ……あ、そうだ」

　男性に問われていた内容を思い出した。ちょっと恥はずかしいけど、相手の誠意に応じてちゃんと答えなくては。祭は目の前の人物の瞳をみつめて、はっきりと言葉を発した。

「うん、三人目がほしい」




「はあ……」

　放課後、祭は自分の靴くつ箱の前で盛大な溜ため息いきを吐ついていた。いくらねぼけていたとはいえ、あれはない……あれはない。

　しかも、あの日本史の教師は、既き婚こん者なのにも拘わらず、女教師や生徒に手を出してるんじゃないかという、ピンク色の噂うわさが絶えない好色家だ。タイミングと状じよう況きようと相手、何もかもが最悪だった。

「うううう」

　頭を抱かかえる。思い出し笑い、ならぬ思い出し羞しゆう恥ちに陥おちいる事はよくある祭だったが、今回のは特にひどかった。

　そもそもの原因はあの、さとりという少女だ。彼女があまりにもママ、ママ、と連呼するもんだから、あんな夢を見る羽目になってしまったのだ。しかもその内容が、いかにも恋れん愛あい経験のない奴やつが妄もう想そうしたテンプレートの幸せ、みたいな感じだったから余計に恥ずかしい。

　さとりの無む邪じや気きな表情が思い出される。確かに彼女の態度は子供、といっても差し支つかえないぐらいに幼かったが、そこに「自分の」という言葉を冠かんするとなると、話は全く別問題だ。

　あの後も、彼女の正体について思案を巡らせたが、結局めぼしい仮説の一つすら思い浮かばなかった。

「はあ……まあいいや、行こ」

　祭は何度目になるか分からない溜息を吐きながら、昇しよう降こう口を出る。

　今日は母親の光ひかりからちょっとした買い出しを頼たのまれていたので、大たい抵ていいつも一いつ緒しよに下校する大吾や悠季と別行動だった。

　グラウンドからは、早々に練習を始めた運動部の活気溢あふれる声が響ひびいてきている。自分とは縁えんのない世界をぼんやりと眺ながめていた祭は、ふと、何かの気配を感じて顔をあげた。

「……へ？」

「マーマァッ！」

　上空から、人型をした何かが降って来た。

「うわわっ！」

　何者かは祭の眼前に、轟ごう音おんと共に着地する。

　巻き上がる砂すな埃ぼこりの中、その場に尻しりを突ついてしまった祭を見下ろして、その少女、さとりは人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた。

「へへ、迎むかえにきたよ、ママ」

「な……なっ」

　祭は半ば絶句しながら上空を仰あおぎ見る。一階から三階まで、窓の開いているような形けい跡せきは見られない。状況から察するに、屋上から飛び降りて来たとしか思えなかった。

　しかし、彼女は骨折どころか足を捻ひねった様子すら見られない。

「さとりちゃん……君ってひょっとして……」

　祭の脳のう裏りに再び一ヶ月前の記き憶おくが蘇よみがえる。人間とは根本的に身体構造の異なる、異世界の住人達。

「なに？　てゆーか、ママ中身丸見えだよ」

「あ……うわっ！」

　両手を後ろについてのＭ字開かい脚きやく状態。慌あわててスカートを押さえ、もう片方の手で埃ほこりを払はらいながら立ち上がる。

「ママさ、若い頃ころからパンツの趣しゆ味み変わってないんだね」

　さとりがにやつきながら、下半身に視線を向けてくる。

「わ、若い頃からって……」

　相変わらず、祭の事を母親と断定しているような口調だが、その呼こ称しようはどうにも落ち着かなかった。

「あのさ……とりあえずママってのやめない？」

「だってー、ママはママだもん」

　さとりは甘えるような感じで口を尖とがらせる。

「そもそもね、どうしてあたしがママなのかな？」

　さとりの服装は、相変わらず露ろ出しゆつが激しく、いつまでも二人でつっ立っていては目立ってしょうがない。祭は校門へと向かって歩き出しながら、嬉うれしそうについてきたさとりに疑問を発した。

　が、さとりはそれには直接答えずに、質問を被かぶせて来た。

「ねえ、ママさ、私がタイムスリップしてきたって言ったら、信じる？」

「……へ？」

　唐とう突とつに出て来た単語に、思考が一いつ瞬しゆんフリーズする。

「あはは、そんなスットンキョーな顔しないでよ。ママの部屋に山みたいに積んである漫まん画がの中にもそういうのあったじゃん。タイムマシン的な奴とかさ」

　確かに祭の部屋には膨ぼう大だいな量の漫画が存在し、その中には時間移動をモチーフにしたものも少なからず存在するが……

「ていうか、なんでさとりちゃんが、あたしがたくさん漫画持ってるって知ってるの？」

「だって、未来のママもそうだもん」

「みらい？」

「そそ、私は未来の世界から来たって訳」

　平然と告げる。

「冗じよう談だん……だよね？」

　一ヶ月前の事件を経て、人知を超こえた事こと柄がらには多少の耐たい性せいがついた祭だったが、それとこれとは話が別だ。

『魔ま遊ゆう庭てい』だか、『マキナガーデン』だかといった異世界が存在するならタイムスリップもありでしょう、というのはさすがに暴論がすぎる。

「信じらんない？　じゃあ証しよう拠ことしてママの体の特とく徴ちようでも言おうか？　えーっと、まずね、脇わき腹ばらの所にほくろが三角に配置されてるし、左右のおっぱいの形が微び妙みように違ちがうし、お尻に……なんだっけ、モーコハンとかいうのが……」

「ちょちょちょ……なんでそれをっ！」

　確かに祭の殿でん部ぶには、薄うすくではあるが蒙もう古こ斑はんが消えずに残っている。その他ほかの指し摘てきも間ま違ちがいなく事実だった。

　祭は慌てて首を回して周囲を確かく認にんする。既すでに学校の敷しき地ち内からは出ていたが、こんな話を知り合いに聞かれたらたまったもんじゃない。

「だって一緒にお風ふ呂ろ入った時に直接見たもん」

「一緒にって……」

「ママさ、自分から、私は左右のおっぱいの形が違います、なんて人に言いふらす？」

「いや……それただの変態だよね」

「でしょ？　こんな事、絶対ママの娘むすめの私しか知らないよ」

　どうだ、といわんばかりの態度だが、そんな状じよう況きよう証しよう拠このみで、タイムスリップなどというぶっ飛んだ話を信じられる訳がない。

　だが、ここまでして祭の娘だという噓うそをつくメリットも思いつかない。娘云うん々ぬんはともかくとして、この少女が祭と何らかの関係性があるという可能性は濃のう厚こうになってきた。

「でもさ……あたしとさとりちゃん、全然似てないよね」

　再び歩き出しながら、朝の教室でも感じた疑問をぶつけてみる。

「……え？」

　さとりから返って来たのは意外なリアクションだった。言われて初めて気がついたかのように、きょとん、とした表情を見せ、自らの髪かみや体を触さわり始めた。

「あー、うん、確かにね。どーだろ、父親に似たんじゃないかな」

　祭は父親、というフレーズにぴく、と反応した。あくまでそう仮定すれば、という話だが、さとりにとっての父親という事は、祭からしてみれば夫にあたる。

　夢の中では勝手にその像を作り上げていたが、恋れん愛あい経験の少なさのせいか、想像力の貧困さ故ゆえか、顔は完全にぼやけていた。

「あのさ……さとりちゃん、君のお父さんってどんな人？」

　好こう奇き心しんを抑えきれずに、疑問を発する。

「あー、その……はは、分かんない」

　返ってきたのは意外な回答。さとりはなぜかばつの悪そうな顔で言葉を濁にごした。

「分かんない？」

　知っていて隠かくしてるという感じではなかった。

　だとすればさとりは、父親と一いつ緒しよに暮らしていなかったという事だろうか。死別？　離り婚こん？

「いや、おかしいおかしい」

　妄もう想そうを膨ふくらませてしまった祭は慌あわてて首を振ふる。いつの間にかさとりの話が真実だ、という前提を受け入れそうになっている。

「あー、違う違う。多分ママの考えてるような事じゃなくて……そう、実は私、記き憶おくが微妙に無くなってるんだよね」

「はい？」

「あ、ママ、今疑ったー、こいつ胡う散さん臭くさっ、て目えしたー」

「は、はは……」

　事実、その通りだったので言葉を濁すしかない。元から眉まゆ唾つばものの話だったが、さっきの発言は更さらにその信しん憑ぴよう性せいを薄くさせた。

「ほんとなんだからしょーがないじゃん」

「でも記き憶おく喪そう失しつって……」

　ひとえに記憶喪失といっても、単純にひと括くくりにできるものではないだろう。さとりは自分自身に関する事柄は概おおむね把は握あくしている──その真しん偽ぎはこの上なく疑問だが──ようだし、テレビや漫画で散見される、いわゆるここはどこ？　私は誰だれ？　の状態ではないらしい。

「うーんとね、気が付いたらいきなり高校の前の道路に投げ出されててさ、最初は何が何だか分からなかったんだけど、急にビビッ、とここは過去の世界だって閃ひらめいたんだよね。そんでその後ママがすぐ近くにいる、っていう匂においが……って、私の話、胡散臭っ！」

　自分で気付いてくれたようで何よりだった。

「でもね、絶対に間違いないのは、あなたが私のママだって事っ！」

　言いきって、曇くもりの無い無む垢くな笑え顔がおを向けてくる。しかし、はいそうですかと、軽々と納なつ得とくできるわけがなかった。

「……まあさとりちゃんみたいな子が娘だったら、楽しそうだけどね」

　勿もち論ろん、その台詞せりふは、もしという仮定の話だったが、

「ほんとっ！」

　さとりはきらきらと目を輝かがやかせて、満面の笑みを浮うかべた。

「ママッ！」

　力ちから一いつ杯ぱい祭に抱だきついて来る。

「ちょ、さとりちゃんっ」

　祭は頰ほおずり状態のさとりを引き剝はがそうとするが、存外に彼女の力が強く、為なすがままにされる。

「よかった……私、ママに嫌きらわれたらどうしようかなって……」

「さとりちゃん？」

　彼女の様子が少しおかしかった。見れば、その目め尻じりには微かすかに涙なみだが滲にじんでいる。

「ど、どしたの？」

「ううん……嬉うれしすぎただけだから気にしないでっ」

　さとりは涙を拭ぬぐって、屈くつ託たくのない笑顔を浮かべた。

「まあそれならいいけど……ってうわっ！」

　さとりとの会話に夢中になって、注意が疎おろそかになっていた祭は、勢い余って、前方から歩いてきた人物にぶつかってしまった。

「あ、ごめんなさ……う」

　謝罪の言葉を発しようとした祭は、その大男の冗じよう談だんみたいな容姿に息を吞のんだ。

　その学ランは、素行が悪い事で有名な高校のものだったが、そこに金きん髪ぱつとリーゼントというベタすぎる要素が加わると、「俺、不良です」という看板を背負っているようにしか見えない。

「おい、ふざけんなよてめえ」

　その台詞まで昭和の香かおり全開のテンプレだった。

「ごめんね、こっちがちゃんと前見てなかったから」

「ごめんじゃ済まねえんだよ」

　少年が謝罪を歯し牙がにかけず、祭に向かって手を伸のばした瞬しゆん間かん、

　さとりが音も無く、祭と男との間に割って入った。

「──ママに触さわるな」

　ぞっとする程ほどに冷れい徹てつな声こわ色いろ。

「さとりちゃん……」

「なんだ、てめえ」

「うるさい」

　さとりの放つ敵意は尋じん常じようでは無く、そのまま男の肩かたに自らの手を置いた。

「な……ぐっ」

　みし、という何かが軋きしむような音がした。

「ママに手を出す奴やつは──許さない」

　徐じよ々じよに男の腰こしが落ちていく。

　祭は圧あつ倒とうされる。細身の少女が、己おのれの握あく力りよくのみで大男を圧倒している様は異様だった。格かく闘とう技ぎを嗜たしなんでいる、などというレベルでは説明のつかないような不自然さ。

「あ……が」

　少年は地面に完全に膝ひざをつき、さとりに跪ひざまずくような体勢になった。

「さっさと消えてよ」

　さとりはあっさりと少年を解放した。彼はさとりを睨にらみつけるが、

「まだなんかあるの？」

　さとりの視線を受け、立ち上がろうとした動作を途と中ちゆうで硬こう直ちよくさせた。少年は歯は嚙がみするのみで、それ以上は行動に起こせない。

「さとりちゃん……やっぱり君は──」

　さとりは祭の方に振ふり返ると、快活に言い放つ。

「邪じや魔ま者ものも消えた事だし、さー遊びにいこうっ！」

　少年に見せた、殺気だった雰ふん囲い気きは微み塵じんも残っていない。

　年とし端はもいかない少女のような稚ち気きと、数多あまたの修しゆ羅ら場ばをかいくぐってきたかのような凄すごみ。タイムスリップ云うん々ぬんの以前に、彼女の存在自体に疑問が多すぎた。

「なにしてんのママ、ほらほら早くっ」

「え……ちょっとまっ──」

　さとりは黙もつ考こうする祭の後ろに回り込んで、無む理り矢や理り背中を押す。

「……もう離はなさないんだから」

「え？　なに？」

「んーん、なんでもないよっ」

「うわ、ちょ、危ない、転ぶ、転ぶってえ！」

　更さらにそのスピードを加速させていった。

「ママは私が……守るから」

　さとりが祭の背中に顔を押し付けて放った一言は、当人には届く事無く、風に飲み込まれていった。




　開発が進む麦むぎ代しろ市の駅前は、平日とはいえ夕方の時間帯ともなれば、帰き途とにつく社会人や学校帰りの学生で、かなりの賑にぎわいを見せる。

　人口流入の目玉として建設された巨きよ大だいショッピングモールの中には、ティーンズの女子向けテナントも多数入っており、祭はさとりに腕うでを引っ張られ、半ば無理矢理連れ込まれた。

　洋服やアクセサリーにほとんど興味の無い祭は、さとりを見守るだけにするつもりだったが、彼女はそれを許さなかった。

「ママ、ちょっとこれ着てみてよ、これ！」

「いや……そういうフリフリのはちょっと……」

「そう？　じゃあねえ……これはっ！」

「いや……そういうキャピキャピのはちょっと……」

「うーん、難しいな……じゃあちょっと待っててね」

　さとりは一いつ旦たん祭の視界から消えたが数分後、満面の笑えみを携たずさえて戻もどってくる。

「ママッ、これならいいよねっ！」

「いや……そういうスケスケなのはちょっと……って何これっ！」

　さとりが手にしている衣服の素材は、極きよく端たんに薄うすく、裏側が容易に透すけて見えていた。

「何って、あそこから持ってきたんだけど」

　さとりが指差した先には、ドぎついピンクの暖簾のれんがかかっていた。もしかしなくても、大人のおもちゃ、という奴だろう。

「こ、こんなの持ち出しちゃ駄だ目めだよ！」

「あー、ママ、こんなので赤くなるなんて、こっどもー」

「こ、子供って……ん？　どしたの？」

　不意にさとりの表情が、まるで会心の悪戯いたずらを思いついた小学生のようなものに変わった。

「ふふ……マーマァ。私、好きな人をいじめる子の気持ち、ちょっと分かっちゃったかも」

「……え？」

　邪じや悪あくな笑みを貼はり付けたさとりが、腕をワキワキさせながらにじり寄ってくる。

「あの……さとり……さん？」

「ママさ、せっかく綺き麗れいなのに、全然お洒落しやれしないから、いっつももったいないと思ってたんだよね……丁度いいや」

「え……これお洒落とかそういう問題じゃ……え、やだっ……ってちょ、力強すぎっ……ひいいっ！」

　さとりは首根っこを摑つかみ取ると、抵てい抗こうする祭を無理矢理試着室まで引きずっていった。




「うう……汚けがされた……汚されたよお……」

　十数分後、軽く涙なみだ目めになった祭はようやく試着室から解放された。対照的に、後から出て来たさとりは、えらくご満まん悦えつといった表情を浮うかべていた。心なしか肌はだもツヤツヤしているように見受けられる。

「いやあ、こういうの何ていうんだっけ……あ、がんぷくだ、がんぷく。さ、ママ、次はあのコスプレコーナーいってみよっか」

　そこに視線を向けた祭の顔面は引きつった。

　まず目についたのは、白と水色を基調としたセーラー服のような衣い装しよう。これはまだいい。「団長」と書かれた腕わん章しようや真っ黄色のヘアアクセサリーがややひっかかるが、ぎりぎり許容範はん囲い内。

　問題は次からだ。

　なぜか無数のピンで留められた、つぎはぎだらけのシスター風衣装。なにをどうやったらこんな状態になるのか皆かい目もく見当もつかない。しかし、こんな奇き抜ばつな衣装の割に、なぜか存在感が希き薄はくな印象を受けるのはどうしてだろうか。

　続いてはセーラー服っぽい衣装に、三つ編みのカツラと、一見まともに見えるものだったが、傍かたわらにある、古典文学風の本の表紙に書いてある但ただし書きが普ふ通つうではなかった。「食べられる素材で出来ています」……食べろと？

　しまいにはこんなのもあった。金きん髪ぱつのカツラに、蝶ちようを模したヘアピン。そこに「肉」とだけプリントされたステッカーがセットになっている。シュールすぎてなにがなんだかわからないが、こんな衣装を身につけている人物とは友達になりたくない。

「さあママ……どれにするう？」

　さとりが後方からドス黒いオーラを向けてくる。

「ど、どれもやだよっ！」

　祭は、脱だつ兎との如ごとく駆かけだした。広い店内のほぼ反対側まで達して、ようやく一息つくが、

「ひいっ！」

　笑顔全開のさとりが先回りしていた。

「ふふ、ママ……おいたは駄目だよ」

　結局、全部着させられた。




「いやー、遊んだ遊んだ」

「ま……満足したかな、さとりちゃん」

　ようやく外の空気に触ふれる事の出来た祭は、げっそりした感じでさとりに問い掛かける。祭の基き礎そ体力の無さは折り紙付きで、ショッピングモールの広大な敷しき地ち内を、このテンションで端はしから端へと連れ回されては疲つかれるな、という方が無理だった。

「うん、楽しかった！」

　そう言って微笑ほほえむさとりの表情は、正に子供そのもの。

「さとりちゃん、これからどうするの？　寝ねるとことかはあるの？」

　さとりの言葉をそのまま信じるならば、彼女は無一文状態で路上に投げ出されていた事になる。

「あー、そういうの全然考えてなかったなー……じゃあさ、ママの部屋に泊とめてくれる？」

「あ、うん、いいけど」

　即そく答とうした祭に、さとりは一いつ瞬しゆん目を見開いたが、すぐさま何かに納なつ得とくしたように、首を縦に振ふった。

「冗じよう談だんだったんだけど、会ったばっかりの私に対してもこの無防備さ……間ま違ちがいなくママだ」

　さとりは妙みような理由で確信を深めているようだった。

「あれ、冗談だったの？　一応お母さんの許可は必要だけど、そのへんアバウトだから絶対オッケーもらえるけど」

「ママのお母さんって……そうか、光ひかりおばあちゃんだよね」

　だよね、と言われても同意できる訳が無かった。というか、自然に出て来た光おばあちゃん、というフレーズが危険すぎる。本人にはとてもじゃないが聞かせられない。

　少し考え込んでいたさとりだったが、

「やっぱやめとくよ、今日はママに会えただけで満足だし」

「え、でもお金も持ってないんでしょ？」

「まあ、そのへんはどーにでもなるからだいじょーぶ。じゃーね、ママ……おいしょっ」

　言うが早いかさとりは驚きよう異い的な跳ちよう躍やくを見せると、傍そばにあったビルの屋上に飛び乗った。

「ちょっ……」

　祭は言葉を失う。

　今朝、教室の二階から飛び降りたはずのさとりの姿が消失したように見えた、その答えはこれだったということだろうか。

「じゃーまたねっ！」

　固まる祭をよそに、さとりは敬礼のようなポーズをとると、隣となりのビルへと飛び移っていった。

　数秒も経たたない内にその姿が完全に見えなくなる。

　祭は半ば放心状態でその様子を眺ながめていた。最も早はやさとりが純じゆん粋すいな人間でないのは確定的だった。

「一体……どうなってんのかな」

　花村さとり。未来からタイムスリップして来たと自じ称しようし、祭の事を母親だと呼び、自由奔ほん放ぽうに振る舞まう記き憶おく喪そう失しつの少女。

　考えれば考える程ほどに、その存在の奇き妙みようさが浮うき彫ぼりになっていく。思考が堂どう々どう巡めぐりを繰くり返している内に、いつのまにか家の近くまで辿たどり着いてしまった。

「あ……頼たのまれてた買い物忘れてた」

　しかし、とても今から戻もどる気力は湧わいて来なかった。疲ひ弊へいしきった表情で、玄げん関かんのドアに手をかける。

　自分の部屋にもう一人の記憶喪失がいる、などとは露つゆほども知らずに。




　　　　２




「ははははっ！　笑しよう止し笑止、全くもってショーシ千せん万ばんってやつだっ！」

　魔遊庭の一角に位置する、とある研究施し設せつ『厭えん鳴めい館かん』。

　普ふ段だんは静せい寂じやくを常としているその最下層に、高笑いが響ひびきわたった。

「く、渦うず鴉がらす……貴様っ！」

　厭鳴館のセキュリティーを統とう括かつする、警備隊長『鞍くら馬ま天てん狗ぐ』は、地に伏ふしたまま憎にく々にくしげに言葉を発した。

「だってさ、笑うしかないじゃない。侵しん入にゆう不可と謳うたわれた厭鳴館の守りがこんなにあっけないなんてさ。足りない足りない足りない、ここには圧あつ倒とう的にマーベラス分が不足してるっ！」

　渦鴉、と呼ばれた人物は、手にした瓶びんをいじり回しながら、芝しば居いがかった調子で叫さけびをあげた。

　彼の容よう貌ぼうは極きわめて中性的、いや、初めて見る者の大半はその性別を誤ご認にんするであろう程に、その顔立ちは女性然としている。

　そんな顔の造作だけに、歪ゆがんだ表情との違い和わ感かんが甚はなはだしい。

「く……どういうつもりだ渦鴉っ、マキナリア共が不ふ穏おんな動きを見せているこの状じよう況きよう下かで、五ご忌き獣じゆうの一いち翼よくを担になう貴様が内乱紛まがいの真似まね事ごとなど、正気の沙さ汰たとは思えん！」

　下半身に深手を負い、立ち上がる事すらままならない鞍馬天狗は、這はいつくばったまま声を張り上げる。

「マキナリア……ああ、あのキカイキカイしてる奴やつらね。いいんじゃない、大戦の再来大いに結構！　くく、まあでも、こっち側にこんな人材しかいないんじゃ、また負ける可能性が高いけどね」

　渦鴉は自らの後方に視線を向ける。そこには彼に蹂じゆう躙りんされた無数の枷人達が、その身を横たえていた。瀕ひん死しの重傷を負っている者が多数、既すでに灰化してしまった個体も少なくない。

「この……戦せん闘とう狂ぐるいが！」

「そいつはお褒ほめの言葉をどーも」

　渦鴉は、鞍馬天狗の怨えん嗟さの声をものともせずに、享きよう楽らく的な表情を浮かべていた。

「ま、目的は達したから僕はもう帰るよ」

　渦鴉は、なにやら粉末状のものが詰つめられた瓶をこんこん、と軽く小こ突づく。

「貴様……火猿の灰を一体どうするつもりだっ！　そいつはいくら同格の貴様といえど軽々しく所持していい物では──」

「うるさいな、君」

　渦鴉が瞬しゆん間かん的に、鞍馬天狗の直近まで迫せまっていた。その背中に生えている羽を摑つかみ取り、根元から容よう赦しやなく毟むしり取る。

「ぐ……あああっ！」

「はは、汚きたない囀さえずりだ……だがだがだがそれが心地ここちいいっ、実にエクスタシーだっ！」

　嬉き々きとして歓かん声せいをあげる。

「せっかく助かる命だったのに……残念でしたぁ！」

　かっ、と見開かれた瞳どう孔こうが殺意に彩いろどられた。

「そこまでだ」

　不意に何者かの声が響き、渦鴉はその動きを止める。

「ん？……へえ……これはこれは」

「退ひけ、渦鴉」

　柱の陰かげから姿を現したその枷人の声こわ色いろは、酷ひどく淡たん々たんとしていた。

「こんなとこで、こんな稀き少しよう種にお目にかかれるとはね」

「我に下された命は、貴様の排はい除じよだ」

　抑よく揚ようのない調子からは、感情の色が一いつ切さい見られない。

「なーんか君、不自然に無機的だよね。ひょっとしてここいじられてる？」

　渦鴉は人差し指で自らのこめかみをとんとん、と叩たたく。

「その質問に答える必要はない」

　五忌獣の一角を目の前にしても、その枷人の表情は全く揺ゆらぐ事がない。

「やれやれ、末期的なとこまでいっちゃってるね、かわいそうに。僕も大たい概がいだけどさ、ここの連中も相当にえげつない事してるみたいだね」

　渦鴉は通路の両端はしを見やる。ずらりと並んだ培ばい養よう槽そうらしきものの中は、薄うす紫むらさき色いろの液体で満たされている。その中では明らかに人型と見られる何かが蠢うごめいていた。

「ま、ここで『ふざけるなっ！』とか言って、破は壊かいして回るとかっこいいんだろうけど、生憎あいにくとそんなキャラじゃないし」

　おどけた調子の渦鴉には全く構わずに、稀少種と呼ばれた枷人は淡々と作業のように言葉を吐はきだす。

「貴様の目的は、高確率で火猿の再生と推測する」

「イエスイエス、最近エクスタシー的な何かを感じる事が少なくてね」

「動機は重要ではない」

　枷人は無表情のまま、すっと構えをとった。

「確かに君の能力はかなーりレアだけどね……僕に勝てるとでも？」

「我の勝算は限りなく零ゼロに近い。しかし、退くという選せん択たく肢しは存在しない」

「はははっ！　いいねいいね、そういうマゾい思想は嫌きらいじゃないよ」

　渦鴉は子供のように手を叩いた後、酷こく薄はくに薄うすく微笑ほほえんだ。

「君の囀りは面おも白しろそうだ」




「さあーて、と」

　数分後、渦鴉は鬱うつ蒼そうとした森の中にその身を置いていた。

　魔遊庭という世界風景には、統一感というものが全く存在しない。技術の粋すいを集めた研究施し設せつの目と鼻の先に、この禍まが々まがしい瘴しよう気きに満ちた森が存在しているのがいい例だった。

　渦鴉は、大おお仰ぎような瓶に詰められた火猿の灰を頭上に掲かかげる。

「やっぱり、上質な遺灰は輝かがやきが違ちがうね」

　うっとりとした表情を浮うかべながら、もう片方の手で懐ふところから書物らしきものを取り出した。

「さて、復活の前にちょっとした予習と行きますか」

　その書物は奇き妙みような雰ふん囲い気きを放っていた。外側の装そう丁ていは酷く傷いたんでおり、相当な年月の経過を感じさせるものだったが、対照的にその中身、ページ部分はたった今刷りあがったと言われても違い和わ感かんが無い程ほどに純白の輝きを放っている。

　表紙には、書きなぐったような文字で『越えつ界かい異い聞ぶん』と記されていた。

　渦鴉はその純白のページを開き、そこに瓶びんの中から摘つまみ取った火猿の遺灰をぱらりと落とす。

　程なくして、越界異聞はぼんやりとした光を放ち始めた。渦鴉はそこに浮かび上がった映像に目を通していく。

「……はは面白い面白い面白いっ！　失われた十年の間に、火猿がこんな興味深い事をしてたとはね」

　数分後、越界異聞を閉じた渦鴉は、まるで子供のようにはしゃいだ声をあげた。

「こいつはこいつは俄が然ぜんテンションがあがってきた！　さてっ、本番といきますか！」

　瓶をひっくり返し、灰を地面にぶちまけた。

　それにすっと手をかざし、嬉々とした表情で宣言した。

「さあ時よ、蠢うごめけっ！」




「ん……」

　火猿は、急速な意識の覚かく醒せいに従って目を開けた。

「なんだ……どうなってやがる……俺様は……一体？」

　頭に手を当てながら辺りの様子を見回す。光もろくに差し込まない森林の中だった。魔遊庭である事は間ま違ちがいないが、馴な染じみのある風景ではない。

「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、火猿姫ひめ。お目覚めの気分はどうかな？」

　後方から声がかかり、反射的にそちらを振ふり向く。

「テメエは……渦鴉」

　そこに屹きつ立りつしていたのは、五忌獣として火猿と並ならび称しようされ、獣けもの系枷人の頂点に位置する存在。渦鴉は薄うす笑わらいを浮かべながら、敬礼の様なポーズをとってみせた。

「ハハ、どもども、久しぶりだね、火猿」

　火猿はゆっくりとその身を起こし、立ち上がろうと試みるが、

「ぐっ！」

　強きよう烈れつな頭痛に襲おそわれ、表情を歪ゆがめる。

「どうどう、無理しない方がいいよ、火猿。君さ、今まで死んでたんだから」

「……死んでただあ？　テメエ、どういう事だコラ」

「んー、逆に聞こうかな。君はどこまで覚えてる？」

「あ？　どこまでだと？」
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　火猿は黙もつ考こうする。そもそも自分は何でこんな所にいる？　記き憶おくがいまいちはっきりとしない。思い出せる最後の場面はどんなものだったか……

「そうだ……俺様は確かくたばりかけてて、変なババアの前で灰になったはず……」

　どのくらい前の事だかは判然としないが、瀕ひん死しの重傷を負った火猿は、人間界にその身を潜ひそめて、死にかけていた所を身知らぬ人間の老ろう婆ばに見つかった。そこまでは覚えている。

「なるほど、花村かがりとの接せつ触しよくを境に記憶が途と切ぎれている、か。やっぱりそういう欠落の仕方をするんだ。実に面白いっ！」

　渦鴉が口走った名前にも、全く聞き覚えがなかった。

「おいコラ、テメエ一人で納なつ得とくしてんじゃねえぞこの男女が」

　渦鴉は──おそらくは揶や揄ゆを受けての意識的なものだろう──女性的な艶えん然ぜんとした笑えみを形作る。

「ふふ、参考までに聞くけど君、人間界での記憶とか思い出さない？」

「あ？　人間界だ？」

「そうだ、君はこの十年間のほぼ全すべてを人間界で過ごし、ある少女と共に時を歩んでいた」

「十年……だと」

「そう、君の保持する記憶からは、既すでにそれだけの時が経過している」

「はあ？　バカか、ふざけた事言ってんじゃねえぞコラ」

「あのね、今の君はいわゆる記き憶おく喪そう失しつってやつだから」

「記憶喪失だあ？」

　確かに灰化している間は意識が消失しているのだから、記憶喪失という表現はあながち間違いではなく、その間に十年、いや仮に数百年の時が経過していたとしても特に不思議はない。

　しかし、渦鴉の物言いからすると、どうやらそういう事ではないらしい。

「相変わらずまだるっこしい野や郎ろうだなテメエは。さっさと事情を説明しろや」

　単純明快を是ぜとし、迂う遠えんな言い回しや言動を嫌きらう火猿は苛いら立だちを募つのらせる。

「シット、やれやれ……やだね、風ふ情ぜいを理解しないヒトは」

　大おお仰ぎように溜ため息いきを漏もらした渦鴉は、懐ふところから一冊の書物を取り出した。

「ここに、君の十年間の軌き跡せきが全て記されてる」

「そいつは……越界異聞かよ。またクソめんどくせえもん持ってやがんな」

「君の思い出、なかなか興味深い内容だったよ、見たい？」

　買ってもらった玩具おもちやを見せびらかすように、越界異聞をちらつかせる渦鴉だったが、

「んなもん興味ねえよ」

　火猿は一いつ蹴しゆうする。

「俺様が聞いてんのは、なんでテメエがわざわざ俺様を灰から復活させたかって事だ」

「君の事が好きだから、って言ったら？」

「燃やすぞコラ」

　火猿は瞬しゆん間かん的に己おのれの右みぎ腕うでに炎ほのおを纏まとわせる。

「いやあ、グッドグッド。相変わらず君の炎は美しい。実にそそるっ！」

「テメエの気色悪い感想なんぞ聞いてねえよ。何を企たくらんでやがる？　とっとと吐はけやコラ」

　火猿の恫どう喝かつじみた台詞せりふを受け、渦鴉は待ってましたとばかりに嬉き々きとして叫さけんだ。

「僕と戦えっ！」

「あ？」

「退たい屈くつなんだよっ！　五忌獣の他ほかの三人の居場所は杳ようとして摑つかめず、僕らと比ひ肩けんし得るような他の連中は水面下で動いていて滅めつ多たに表に出てこない。かといって有う象ぞう無む象ぞうをいくら狩かった所で渇かわきは満たされない。気持ちよくないんだよ興奮しないんだよ悶もだえないんだよこんな温ぬるい状じよう況きようじゃっ！　もっともっともっと僕にエクスタシーをっ！」

　声を張り上げる渦鴉に、火猿は辟へき易えきしたような表情を浮うかべる。

「あー、そうだったな……テメエはこういう奴やつだったな、変態が」

「その反応は心外だよ火猿。戦せん闘とうを伴はん侶りよとする君なら僕の心を理解してくれるだろ？」

「バカが、俺様は戦ってりゃ満足っていう、ガキみてえな思考は卒業したんだよ」

　渦鴉は一瞬きょとん、とした後、わざとらしくぽん、と手を打った。

「ああなるほど、そうだった。君は生きる事に倦けん厭えんしてたんだっけね。精神状態によって戦闘力が著いちじるしく変化する君の事だ。その迷いが十年前の無様な敗北に繫つながったって訳だね」

　火猿の表情が、歪む。

「いやいや無理もない。あまりに長い生に嫌いや気けがさすのは、千年超ちよう級の宿命みたいなものだからね……もっとも、君のその厭えん世せい感は人間界で解消されていたみたいだけど」

「あ？」

「いやいや、こっちの話。はあ……まあでもそういう事情ならしょうがないか。そんな心理状態で僕と戦ってもメタクソにされるだけだもんね」

「……なんだと？」

「ああ、無理しなくていいんだよ。考えてみれば、復活したばっかりでまた灰になるなんて誰だれだって嫌いやだもんね」

「……上等だコラ」

　瞬間的に火猿の全身が炎に包まれる。

　さすがに挑ちよう発はつ──それもかなり稚ち拙せつな──だという事は理解していたが、だからといって割り切れるほど、火猿の器うつわは大きくなかった。

「その単純さ……素す晴ばらしい！」

　渦鴉は半ば恍こう惚こつとした様子で、飛び退すさって構えをとった。

「俺様を復活させた事を後こう悔かいさせてやんよっ！」

　火猿の感情に呼応して、纏まとった炎が生物であるかのように唸うなりをあげる。

「おらあああっ！」

　纏った炎が右の腕うでに集約されていき、螺ら旋せん状の炎の筋となって放出された。

「おっと」

　渦鴉の脇わきをすり抜ぬけていったその炎は、森を蹂じゆう躙りんし、焼き尽つくしていく。

「素晴らしい素晴らしい素晴らしいっ！　この力、こういうのを求めてたんだ僕は。こいつは興奮度マックスだっ！」

　渦鴉は無む邪じや気きな子供のように手をぱちぱちと叩たたく。

「黒こく縄じよう絡らく炎えんっ！」

　宣言と共に火猿の体から再び大量の炎が噴ふき出してくる。やがて、その半分が漆しつ黒こくへと色合いを変化させていく。

　赤黒二色の炎は、複雑に絡からみ合いながら火猿の体に纏わりついていった。

「死にさらせっ！」

　それは、まるで意思を有しているかのような挙動で渦鴉に襲おそい掛かかっていく。

　一いつ旦たんはそれをかわした渦鴉だったが、先さき程ほどの直線的な炎とは違ちがい、彼を追つい尾びするかのように、その顔面へと向かっていった。しかし、

「はい、残念」

　渦鴉の前面の空間が歪ゆがみ、渦うずが展開される。それに突つっ込んでいった赤黒の炎は、僅わずかばかりの痕こん跡せきすら残さずに、一瞬にして消失した。

「まだだ、まだだよ火猿っ！　こんなものじゃ僕の興奮中ちゆう枢すうは満たされても振ふり切れない。もっとだ、もっと僕を悶えさせてくれっ！」

「ちっ……相変わらずクソ面めん倒どうくせえ能力だ。だがこんなもんで済むと……ん？」

　再び炎ほのおを発生させようとした火猿だったが、なにか僅かな違い和わを感じてその動きが一瞬止まった。

「いけないな、そういう思考の空白は」

「っ！」

　ほんの僅かの隙すきをついて渦鴉の拳こぶしが眼前に迫せまっていた。意識を向けた時には、すでに火猿の体は轟ごう音おんをあげて吹ふき飛んでいた。

　木々を薙なぎ倒たおしながら遥はるか後方まで達した所でようやく止まり、頰ほおの血を拭ぬぐいながら立ち上がる。

「ちっ、クソがっ！」

　おかしい。体が尋じん常じようじゃなく重い。今の今まで灰化していたのだから本調子が出ないのは当然といえば当然だが、それとは別の次元でどうにも解げせない感覚があった。

　妙みような話だが、自分の体なのに何かこう、他人のものを間借りしているかのような居い心地ごこちの悪い違い和わ感かんが付き纏っている。

「やってくれんじゃねえかっ！」

　火猿は湧わきあがる不安を払ふつ拭しよくするかのように、天に向かって咆ほう哮こうする。それに呼応して彼の体から発せられる炎の量が更さらに増大し、黄金こがね色へと変へん遷せんしていく。

「衆しゆう合ごう黄こう炎えんっ！」

　火猿は前方で薄うす笑わらいを浮うかべる渦鴉に向かって指を差し向けた。金色の炎は轟音を発して地を割る波となって直進していく。

　その力は本来、天災に匹ひつ敵てきするようなもので、いかに五ご忌き獣じゆうといえどもまともにくらえば甚じん大だいな被ひ害がいを被こうむる事は間ま違ちがいなかった。が、

「あれ？　なーんかおかしいね、火猿」

　渦鴉は渦を発生させる事すらせずに、己おのれの体のみで迫りくる黄金の炎を受けきった。

「妖よう気きが著しくダウンした。やっぱり僕の能力でも、遺灰からの完全な復活は難しかったって事かな」

　通常、この程度の力の行使で妖気が枯こ渇かつする筈はずが無い。だが、現実として火猿の攻こう撃げきは、同格であるはずの渦鴉に全くダメージを与あたえられていなかった。

「うん、じゃ、確かく認にんも含ふくめてこちらから」

「っ！」

　爆ばく発はつ的な踏ふみ込みで渦鴉が再び眼前に迫っていた。

「ご……はっ！」

　思うように体が動かない火猿は、突とつ進しん力をフルに活用したラリアットによって、為なす術すべもなく薙ぎ倒された。

　渦鴉には二つの特性がある。

　一つは「物体の時間の抽ちゆう出しゆつ」という能力。その物体の、ある特定の時間を抜き出す事によって、マイナス方向に行使して物体を原料の状態に戻もどしたり、逆にプラスに作用させ朽くち果てさせる事も可能だ。

　彼が攻撃を防ぐ際に多用する渦も、「その空間の何もなかった状態を抽出する」という半ば冗じよう談だんのような暴論によって為されている。

　火猿を遺灰から復活させたのも、この能力に因よるところだった。

　そしてもう一つは「圧あつ倒とう的な筋力」。これは枷人としての能力では無く、渦鴉が生まれながらにして有していた、先天的な身体的特とく徴ちよう。

　加えて、使用する筋肉部位のみに妖気を集中させ、瞬しゆん間かん的な強化措そ置ちを施ほどこしているとなれば、彼の肉体はそれだけで立派な凶きよう器きだった。

　その女性的な容姿と華きや奢しやな体たい軀くからはまるで想像出来ないような膂りよ力りよくは、一いち撃げきにして火猿の首の骨を粉ふん砕さい寸前まで追い込んだ。

「く……そが」

　渦鴉は、倒れ込んだ火猿の胸むな板いたを踏みつける。

「もう再生が始まってる……常識外れの超ちよう速そく治ち癒ゆ能力は健在か……でも」

　蔑さげすみの表情を眼下に向ける。

「つまらないな……つまらないよ火猿。いくら復活が不完全とはいえ、これじゃ、あまりにも興きよう醒ざめだっ！」

　微み塵じんの容よう赦しやもなくあばらに足を振り下ろす。その衝しよう撃げきは火猿の体を通り抜ぬけ、大地をクレーターの如ごとく陥かん没ぼつさせる。

「が……はっ！」

　激しい吐と血けつ。火猿は憎ぞう悪おに満ちた視線で渦鴉を睨にらみつける。

「ぐ……畜ちく生しよう……があっ！」

「黙だまりなよ、弱者の囀さえずりは美しくない」

　顔面を蹴けり飛ばした。火猿はもんどり打って転がっていく。

「なんの抵てい抗こうも無しか、さてどうしたもんか…………あ、そうだ」

　若じやつ干かんの黙もつ考こうを見せた後、渦鴉がぱちりと指を鳴らす。

「彼女と引きあわせてみようか」

「彼女……だと？」

　火猿がよろり、と立ち上がりながら疑問の声をあげる。

「はは、我ながら名案だ、そうとなれば善は急げってね」

　渦鴉が指を鳴らすと、その周辺の大気が見る間に歪ゆがんでいった。

「出血大サービスだ。今の君の不安定な妖気じゃ、自分で人間界への門を開く事すら出来ないだろうからね」

「人間界……だと？」

「そうそう、君にちょっと会ってほしい人がいるんでね」

「訳分かんねえ事言ってんじゃねえ、俺様はまだやれ──っが！」

　渦鴉の拳こぶしが腹にめり込んでいた。

「ごちゃごちゃ喚わめくなよ、鬱うつ陶とうしい」

　渦鴉は目を見開いて瞳どう孔こうを極限まで散大させ、

「今の君にあげられる言葉は一つだけだ────弱い」

「テ……メエ」

　渦鴉は空間の歪みに向かって、火猿を蹴り飛ばした。

「はい、いってらっしゃい」

「クッソがああああっ！」

　火猿の叫さけびが瞬またたく間に遠ざかっていく。歪みは彼を吞のみ込むように収束していき、消失した。

　渦鴉は、それまで火猿がいた場所にしゃがみ込む。

「さてさて、花村祭との再会が火猿にどんな影えい響きようを及およぼすか、楽しみだけど……それだけじゃまだエッセンスが足らない気がするな」

　地に落ちた火猿の燃えるような頭とう髪はつを拾い上げる。

「ちょっと先も見てみようか」

　越界異聞を取り出して、そのページの上にはらり、と落とす。

　やがて浮うかび上がってきた画像に目を通していく。そのペースは非常に軽快だったが、しばらくしたところでぴたりと手が止まる。

「へえ……」

　嫌らしい笑えみを浮かべるが、その直後、目を見開かせる。

「これは……」

　それから暫しばらくの間、渦鴉は食い入るように越界異聞に見入っていた。閲えつ覧らんが終わると、ぱたんとページを閉じ、目を爛らん々らんと輝かがやかせ、興奮気味に言い放った。

「実に……実に実にマーベラスッ！」

　渦鴉の歓かん喜きの叫びが、魔遊庭の空に立ち昇のぼって行く。

「ハハハッ、面おも白しろい面白い面白すぎるっ！　火猿の奴やつ、あんなそそる素材と十年近くも一いつ緒しよに暮らしてたのか、うらやましすぎるっ！」

　大たい笑しようの後、その表情は一転する。

　渦鴉は、大気を凍いてつかせんばかりの酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「花村祭……どうやって殺してやろうか」
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「誰だれだそりゃ？」

　青年の口から放たれた言葉に、祭の表情が固まった。

「誰だって……何言ってるの、サンジュ」

　青年は切れ長の目をぎょろつかせ、不快げな視線を祭に向ける。

「だから、さんじゅってなんだっつーの」

「ま、またまた、そんな事言ってからかってるんでしょ？」

「つーか、テメエいきなり馴なれ馴れしいんだよ、俺様を誰だと思ってやがる」

　まるで初対面であるかのような物言いに愕がく然ぜんとする。しかし、これは紛まぎれもなくサンジュだ。声質、口調、佇たたずまい。その全すべてが祭の記き憶おくと完全に合がつ致ちする。姿形が変わったからといって、九年も一緒に過ごして来た存在を見み紛まがうはずが無い。

「もしかして……記憶が無いの？」

「あ？　確か渦鴉の野や郎ろうもそんな事言ってやがったな。おい女、テメエ何か知ってんなら特別に聞いてやっから、さっさと吐はけや」

　青年は、ずい、と一歩身を乗り出してくる。

「ほんとに……覚えてないの？」

　祭は机の上に置いてある猿さるのぬいぐるみを摑つかみ取り、青年の眼前に突つきつける。

「ほら、これ見てよこれっ」

「なんだ、このブッサイクな人形は」

　心底から小こ馬ば鹿かにしたようなその表情は、とてもとぼけているようには見えない。

「サンジュは体を失くしちゃって、代わりにこの中に入ってたんだよ」

　青年は一いつ瞬しゆん間を置いてから、盛大に噴ふき出した。

「ギャハハッ、おもしれえ冗じよう談だんだなオイ」

「じょ、冗談なんかじゃないよ、サンジュはずっとあたしと一緒にいたんだから」

　青年は、眉まゆをひそめながら祭を見下ろす。

「バーカ、天下の火猿様が、なんでテメエみてえな人間とつるまなきゃなんねえんだよ」

「う、噓うそなんかついてないもん」

　祭は、縋すがるような思いで青年に視線を向ける。

「う……そ、そんな捨て犬みてえな目で見るんじゃねえよ」

　青年は罪悪感を持ったような様子で僅わずかにたじろいだ。祭は更さらに確信を深める。悪ぶっていても、言動の端はし々ばしに人の良さが滲にじみ出るこの感じは、間ま違ちがいなくサンジュだ。

「……まあ百ひやつ歩ぽ譲ゆずってテメエの言う通りに、俺様がその人形の中に入ってたとしてもだな……こうやって体が戻もどってきたんだから万ばん事じ解決だろうが」

　青年の指し摘てきに、祭は思わずぽん、と手を打つ。

「あ……そうだよね」

　祭にとってはサンジュは出会った当初から猿のぬいぐるみだったが、それは本来の肉体を失ったが故ゆえの応急処置みたいなものだったはずだ。

「大体テメエ……ハナムラマツリとかいったか？　なんでそんなに必死こいてんだよ。テメエは俺様の何なんだ？」

「え……？」

　即そく答とうできなかった。自分とサンジュの関係性など深く考えた事もなかった。ただ一緒にいるのが当たり前の存在、としか言いようがない。

　なんとか言葉を捻ひねり出そうとする祭に、痺しびれを切らした様子の青年は、

「ま……別にんな事はどうでもいい」

　呟つぶやくと、窓まど際ぎわまで歩み寄って行き、その桟さんに足を掛かけた。

「ちょ、ちょっとサンジュ、どこ行く気？」

　祭は慌あわてて駆かけ寄って行く。

「あ？　決まってんだろうがボケ。とっとと魔遊庭に戻って渦鴉の野郎をぶちのめすんだよ。ここで門開いたら、えらい事になるっつう俺様の配はい慮りよを察しろや」

「え……出ていっちゃうの？」

「出てくも何も、ここに留とどまる意味がねえだろうが」

「だって、せっかく戻ってきたのに……」

「だーから、戻ってきたも何も、俺様はこんな場所知らねえっつーの」

　青年は面めん倒どう臭そうに部屋の内部を一いち瞥べつした後、視線を外へと戻した。

「ま、待ってよ」

　祭は青年の腕うでを両手で摑み取って、その瞳ひとみを見み据すえる。

「ほんとにあたしの事分かんないの？」

　青年は僅かなタイムラグの後、乾かわいた調子で端たん的てきに告げた。

「ああ、全然だな」

　そっけなく祭の手を振ふり払はらった。

「邪じや魔ましたな」

　サンジュはその身を窓の外に躍おどらせ、庭に植えてある木に跳とび移った。

「あ……」

　祭の脳のう裏りに、九年前の記憶が蘇よみがえる。

　祖母のかがりを失ったショックで、部屋に引きこもっていた祭。そんなある日、ふと目をやったその先、木の上には真っ赤な猿のぬいぐるみがいて、目があった。その瞬しゆん間かんから祭とサンジュの長い付き合いが始まった。

　あの時と両者の立ち位置は同じ。しかし、置かれた状じよう況きようはまるで違ちがう。

　それを象しよう徴ちようするように、青年は特に何の感かん慨がいも持った様子を見せず、隣となりの家の屋根に跳び移った。

　振り返る事も無く、跳ちよう躍やくを繰くり返して屋根を伝っていき、そのシルエットが見る間に小さくなっていく。

　祭は窓際に佇たたずみ、手にした猿のぬいぐるみをぎゅっ、と握にぎりしめた。

「サンジュ……」

　その台詞せりふに言葉を返す者はいなかった。




「なーに見てやがんだコラ」

　火猿の刺さすような眼光を受けて、彼に奇き異いの視線を送っていた中年男性は慌てて目を逸そらした。

「クソが……」

　火猿のぼやきが、夕ゆう闇やみに包まれた商店街に響ひびく。

　彼が注視されるのは当然だった。一糸纏まとわぬ上半身に、下は漆しつ黒こくの布地一枚だけ。鮮せん烈れつな赤あか髪がみも相まって、奇異な事この上ない。見るなという方が無理な相談だろう。

「人間共が、うざってえんだよ」

　人目を避さけるように、路地裏へと歩を進める。

　さっさと魔遊庭に帰き還かんしてしまえばいいだけの話だが、何度試ためしても上手うまくいかない。千年超ちよう級の火猿にとって、世界間の単身移動などさしたる手間ではないはずなのに、時空を歪ゆがめる為ための妖よう気き制せい御ぎよがどうしても安定せず、魔遊庭への門を発生させる事が叶かなわない。

　おまけに先さき程ほどから断続的に襲おそってくる頭痛が、更さらに火猿の精神をささくれ立たせていた。

「ちっ、一体俺様に何があったってんだ？」

　自分が死にかけていた所までは覚えている。その際、やたらに腹の立つ態度の老ろう婆ばが自分を見下ろしていた事も。そこでそのまま灰化した、と考えればその後の記き憶おくが無いのは当然なのだが、渦鴉の口ぶりから察するに、どうやらそうではないらしい。

　続いてさっきの女の顔が脳裏に浮うかぶ。花村祭とかいったか。やたらに間の抜ぬけた感じの奴やつだったが、本当に全く記憶に無い。

　加えて人様をサンジュ、などというふざけた名前で呼んでいたが一体なんだというのだろうか。

「ハナムラマツリ……サンジュ……」

　フレーズを繰り返すが、やはりそこから想起される記憶は無い。

　だが、頭の奥底に奇き妙みような違い和わ感かんがはびこっていた。今の状態は何かがおかしいと告げているが、その何かが判然としない。

「クソが……」

　苛いら立だちだけが募つのっていく。

「ふーん、これが火猿ですか、生で見るのは初めてっすね」

　不意に、前方から声がかかった。

「あ？」

　火猿は反射的に顔をあげる。

　妙みような雰ふん囲い気きを放つ女だった。ジーンズにジージャンと、組み合わせとしては至って普ふ通つうなのだが、その生き地じは上下共に、ファッションの領域を超こえてぼろぼろに擦すり切れている。

　ウェーブがかかった長い前まえ髪がみの隙すき間まからは、爛らん々らんと輝かがやく特とく徴ちよう的な瞳が覗のぞいている。

「いやあ、しかしまあ、随ずい分ぶんと目立つ格好してるっすね」

　自分の事は完全に棚たなにあげて、軽けい妙みような口調で火猿に言葉を放つ。

「テメエ……人間じゃねえな」

　警けい戒かい心しんを剝むき出しにして前方の女を睨にらみつける。隠かくそうともせずに、体から発している妖よう気きは、彼女が魔遊庭の住人である事を示していた。

「まあそんな感じです。うちの大将──渦鴉さんの使いってのが一番分かりやすいっすかね」

「……渦鴉だと」

　一いつ瞬しゆんにして火猿のこめかみに青筋が浮き立つ。

「ふふ、聞きましたよ火猿。あんた、ぐうの音も出ない程に叩たたきのめされたそうっすね」

　女は芝しば居いがかった調子で、明らかな挑ちよう発はつの言葉を放つ。

「テメエ……」

　渦鴉の時と同じパターンだった。火猿は挑発だと理解したからといって、侮ぶ蔑べつの言葉を受け流せるような寛かん容ような精神は持ち合わせていない。殺気立った視線を向ける。

　しかし、彼女は全く怯ひるんだ様子も無い。

「見た所、随分とご立腹のようですけど。ま、戦うだけが取り柄えの火猿が無様にやられちゃあ、存在意義が無いっすよねえ」

　あくまでも小こ馬ば鹿かにしたような姿勢を崩くずさない。

「……テメエが喧けん嘩か売ってんのはよく分かったぜ」

　火猿の髪がぞわり、と逆立つ。

「おお……思ってた以上に単純っすね……では、こちらも」

　唐とう突とつに彼女の服が剝はがれ、代わりにどこから出現したのか、なにやら包帯の様なものがその全身に巻きついていく。

　その絡からみ方は非常に乱雑で、包帯の動きが止まった後でも、肌はだの所々が露ろ出しゆつ、いやむしろ巻かれている面積の方が狭せまく、ほぼ半はん裸らと言っても差し支つかえないような状態だった。

「フン、『マミー』……ミイラ女かよ。ろくでもねえの飼ってんな、渦鴉の野や郎ろう。どういう趣しゆ味みしてやがんだ」

「はは、うちの大将の事は私にもよくわかんねっす。ただ、人間界に送ったあんたにちょっかい出してこいって命令っす」

　マミーは欠片かけらも恥はじ入る様子すら見せず、艶なまめかしく笑った。

「要するにただのパシリだって事だな。なんも知らねえんならテメエなんぞに興味はねえ、さっさと渦鴉呼んで来いや」

　火猿の手から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが発生する。それは手の上で収束していき、徐じよ々じよに火球の体てい裁さいを成していく。

「ちょっとちょっと、逸はやりすぎっす。そんな物ぶつ騒そうなもん出すなら人ひと払ばらいの結界ぐらい張って下さいよ」

　マミーが指を鳴らすと、周囲数十メートルの雰囲気が一変した。景観自体が変化したわけではないが、そこだけ空気が希き薄はくになったような、現実感がなくなったような、奇妙な状態に変へん貌ぼうしていく。静せい謐ひつながらも濃のう度どを増した感のある空気は、どこか魔遊庭を想起させるものがあった。

　古来、人間界に出入りし、数々の伝承が残っている枷人だが、人間に目もく撃げきされているのは氷山の一角でしかない。頻ひん発ぱつしていたはずの戦せん闘とう行こう為いが、人間界においてさほど公おおやけになっていないのはこの結界の恩おん恵けいによるところが大きかった。

「クク、こんな大おお仰ぎような人払いなんざ必要ねえよ、どうせテメエは一瞬でぶちのめされるんだからな」

「うわー、感心するぐらいチンピラっぽい台詞せりふっすね。あんた知ってます？　自分が裏でなんて言われてたか。『最低限の知能を持った獣けもの』ですよ……ぴったりすぎますね」

　火猿のこめかみがびくり、と脈打った。

「……死にたいみてえだな」

　火猿の感情に呼応するように、球形の炎が荒あら々あらしく燃え盛る。

「どーぞ、カモンっす」

　対するマミーは、臆おくするどころか中指を立て、くいくい、と挑発して見せた。

「上等だコラっ！」

　完全に乗せられた形で、火猿はマミー目がけて燃え盛る火球を放った。それは彼女目がけて轟ごう音おんを発しながら、一直線に猛もう進しんしていく。

「ざ～んねんっす」

　彼女の体に幾いく重えにも絡みついた包帯が剝がれ落ち、各おの々おのが意思を有しているかのような動きで、眼前まで迫せまった火球に絡みついていく。

　その後数秒と経たたずして、包帯はマミーの体に戻もどり、再び巻きついていった。火球は影かげも無くなっていたが、包帯には焦こげ跡あとすら残っていない。

「ちっ……」

　マミーという種族は、皆みな一様に火に対する耐たい性せいが極きよく端たんに低い。にもかかわらず、攻こう撃げきを軽くあしらわれたと言う事は……

「なーるほど、大将はこれを見み越こして、あんたへの当てつけでわざわざ火に弱い私を派は遣けんしたってわけですね。実は内心ちょっとびびってたりしたんですが……予想以上に弱ってて安心したっす」

「俺様が……弱ってるだと」

「ええ、こんなんで五忌獣なんて鼻で笑うしかねえっすね」

「ふ……ざけんなっ！」

　火猿は声を張り上げて全身に炎を纏まとわせる。その鮮せん烈れつな赤色は、夜の闇やみを煌こう々こうと照らし出した。

　が、それだけだった。

　本来ならばそれは、相手をたじろがせる程ほどの熱量を有しているはずだが、マミーは平然としている。

「あー、駄だ目め駄目ですね。確かに見た目は派手だけど、中身はてんでスカスカじゃないっすか……あ、洒落しやれじゃないのであしからず」

　マミーの言葉通り、発生している炎はその密度が異様に低い。

「そんなんじゃ、百年級も相手にできるか怪あやしいっすね」

「テメエ、三下が調子に乗ってんじゃねえぞ……黒縄絡炎っ！」

　火猿の叫さけびに同期して、纏っていた炎の半分が、その色を禍まが々まがしい漆しつ黒こくへと変貌させていく。

「……あ？」

　しかし、その赤黒二色の炎は、火猿に絡からみつこうとした矢先、急速に火勢を失っていき、そこから数秒と持たずに消失した。

「な……なんだ？」

　マミーは呆あきれたように頭を搔かきながら呟つぶやく。

「ちょっとは考えてから行動した方がいいんじゃないっすかね」

「く……どうなってやがる！」

「あんたは十年前、一度灰化してます。本来なら肉体の再生には膨ぼう大だいな年月を要するっす。それを渦鴉さんの能力で無む理り矢や理り復活させただけ。言わばつぎはぎだらけのハリボテみたいなもんでしょう？　魔遊庭には『環かん力りよく』が豊富に充じゆう満まんしてるから、渦鴉さんとやり合った時には何とかごまかしがきいたみたいだけど、そんな不安定な状態のまま、人間界で力なんて出せると思うっすか？」

「ぐ……クソが……」

　そんな事は指し摘てきされずとも、百も承知している。だが、いくらなんでもここまで消しよう耗もうが激しいというのは予想の範はん疇ちゆうになかった。

　急速に体から力が抜ぬけていく。その勢いは尋じん常じようでは無く、直立すら覚おぼ束つかなくなって膝ひざを突ついた。

「あーらら、伝説の火猿もこうなっちゃうとかたなしっすね」

　マミーが眼前まで歩み寄ってくる。

「ふんふん、近くで見ると、意外に可愛かわいい顔してるっすよね」

　屈かがみこんだ彼女は艶なまめかしい表情を浮うかべ、人差し指で火猿の顎あごをつい、となぞる。

「ふざけろ」

「っ！」

　火猿は小規模な炎ほのおを発生させる。ダメージを与あたえる程ではなかったが、マミーは反射的に手を引っ込めた。

「メスガキが色気付くなんざ、千年早えんだよ」

「……残念、ふられちゃったっす」

　マミーはその表情に微かすかな苛いら立だちを覗のぞかせ、立ち上がりざま、火猿の顎を蹴けり飛ばした。

「ぐっ」

　火猿は背中から地面に叩たたきつけられた。口の端はしについた血を拭ぬぐいながら、なんとか立て膝の状態に戻もどるが、それが精せい一いつ杯ぱいだった。

「受け入れてもらえないんじゃ……壊こわすしかないっすよね」

　再び体の包帯が剝はがれ落ち、触しよく手しゆのように艶めかしく蠢うごめく。その内の一枚が火猿の頰ほおを撫なでた。

「はい、大人しくしててくださいよっと」

　包帯の質感が急速に変へん貌ぼうする。薄うす手での刃は物もののようにぴん、と張りつめた包帯は、凶きよう器きと化して火猿の肩かた口ぐちに突き刺ささった。

「ぐ……」

　変貌はそこで終わらなかった。今の今まで純白だったそれが、おどろおどろしい色合いに変化していく。同時に、火猿の体内に何かの液体が送り込まれてきた。

「ふふ、私、『毒どく種しゆ』でしてね……この包帯には色々と染しみ込んでるっす」

　徐じよ々じよに肩口付近の感覚が鈍にぶくなっていく。膝のみでは己おのれを支えていられなくなり、四し肢しを地面につく。

「クソ……ったれが……」

「あら、もしかしてこんなんで終わりです？　大将にもあんまり不ふ甲が斐いないようなら、そのままヤッちゃっていいって言われてますし……さて、どうするっすかね」

　地を這はう形になった火猿を、マミーが踏ふみつける。

「この……」

　睨にらみつけるが、体が反応しない。滾たぎる感情だけが空回りし、肉体と連動しない。いや、それどころか、存在を保っているだけで精一杯だった。

　気を抜けばすぐにでも灰に戻ってしまいそうになる。邪じや道どうで復活したという己の現状を考こう慮りよしても、あまりに不自然で急速な力の喪そう失しつ。

　何かが……何かが足りない。己が存在する上での重大な要素が欠落しているような感覚。

「あらら、なんかほっといても勝手にぶっ倒たおれちゃいそうな勢いっすけど……」

　その答えが出ないうち、先程とはまた別の包帯の先せん端たんが、火猿の眼前に突きつけられた。

「ここの毒はちょっとばかり、えげつない感じなんですけど……ふふ、今の状態で耐たえられるっすかね」

　包帯が金属の如ごとく硬こう化かする。

「さあ、いくっすよ」

　マミーが嗜し虐ぎやくに満ちた顔つきを向けた。

「……ぐ」

　このままでは消しよう滅めつする。それは火猿本人が一番よく分かっていた。だが、眼前のマミーや不甲斐ない己の体に対する憤いきどおりこそ存在すれ、死ぬ事に関しての恐きよう怖ふは、全くといっていいほど感じなかった。

　確か、見知らぬ老ろう婆ばの前で灰になりかけていた時も同じ思いを抱いだいた。悠ゆう久きゆうとも言える時を闘とう争そうと共に駆かけ抜け、己の本能の赴おもむくままに好き勝手に生きてきた。

　故ゆえに火猿はある意味、生き続ける事に飽あきていた。この先何百年経たとうと、同じ事の繰くり返しなら今ここで消滅しても同じなんじゃないか、という一種の諦てい観かん。

「──っ！」

　こんな時に再び頭痛が襲おそってきた。その痛みは先さき程ほどの考えを否定するかのように火猿の記き憶おくを刺し激げきする。

　そういえばその後、もう一度死の淵ふちに瀕ひんした場面があったような気がする。その時自分は何を思ったか。

　そうだ、そこにはまだ死にたくない、という強い思いがあった。

　それはなぜだ。火猿の考え方を転てん換かんさせ、生への渇かつ望ぼうを呼び起こすような、そんな何か、いや誰だれかが──

「サンジュッ！」

　突とつ如じよとしてやたらによく通る声が場に響ひびき、火猿は反射的にそちらの方を振ふり向いた。

「ハナムラ……マツリか？」

　先程の間ま抜ぬけな女が息を切らせて立ち尽つくしていた。どうやら途と中ちゆうで転んだらしく、その膝ひざは赤く擦すり剝けている。

「あらら……ここでのお出ましとは。タイミングいいんだか悪いんだかわかんねっすね」

　マミーはその存在を知っているようで、値ね踏ぶみするような視線を彼女に向ける。

「あれ、そっちの人は……枷人？」

　対する花村祭は、マミーのほぼ半はん裸らの形なりを見て、目を見開いている。

「結構強力に張ったはずなんですけど、人ひと払ばらいの結界が効かないのは、退たい魔まの血筋のせいっすかね」

　マミーは、火猿に突つきつけた包帯を一いつ旦たん戻もどしながら呟つぶやいて、花村祭に興味深げな視線を向ける。

「お姉さん、一体何の用ですかね。私達、結構いい所だったんすけど」

「へ？　いや、あたしはサンジュを追って……ってサンジュ大だい丈じよう夫ぶっ!?」

　とうとう四つん這い状態すらままならなくなった火猿の体は、その場に崩くずれ落ちた。花村祭が慌あわてて駆け寄って来る。

「ま、とりあえず大人しくしといてもらいましょうか」

　マミーの包帯が伸しん長ちようし、一直線に花村祭へと向かっていく。

「へ？」

　花村祭の目が驚きよう愕がくに見開く。まさかいきなり自分が攻こう撃げきされるとは思っていなかったんだろう。包帯の先端はその喉のど元もとへと一直線に向かっていった。

「ぐっ……」

　次の瞬しゆん間かん、包帯の先端は、彼女の前に体を晒さらした火猿の腕うでに突き刺ささっていた。

「サ、サンジュ……」

　咄とつ嗟さの行動だった。頭で考えるよりも先に体が動いた。まるでこの少女を守るという行動が脳にインプットでもされているかのように。

「バーカ……俺様はサンジュじゃねえって言ってんだろが」

　火猿の体が再び崩れ落ちる。

「サンジュッ！」

　花村祭が情けない声で訳の分からない名前を呼ぶ。まったく学習能力の無い女だ。

「あーらら、随ずい分ぶんと仲のよろしい事っすね」

　マミーがどこか楽しげな調子で、火猿から引き抜ぬいた包帯をうねらせる。

「おい……テメエ、何してんだ、どいてろっ！」

「やだ」

　花村祭は、マミーと火猿の間にその身を割り込ませ、守るように両手を広げた。

「お姉さん、どいてくれると助かるんっすけど」

「やだ」

「健けな気げですね。そういうの、嫌きらいじゃないっす……でも」

　その肩かた口ぐちにマミーの硬こう質しつ化した包帯が突き刺さった。

「うっ……」

　花村祭はがくり、と膝をつく。

「ふふ、いまならまだ刺さっただけだから取り返しがつくっすよ。この毒は、内側から肉を溶とかすっていう、えげつないやつっす。だから──」

「どかない」

　マミーは感心したように眼めを瞠みはった。

「ふーん、良い根こん性じようしてますね。こういうの見ると……潰つぶしたくなるっす」

　一転、マミーの瞳ひとみが嗜虐の色に染まる。それを察した火猿は声を張り上げる。

「何考えてんだっ、テメエ関係ねえんだからさっさとどけ！」

「関係なくないよ」

「なに？」

　花村祭は、肩口に包帯を刺されたまま振り返って、笑った。

「あたしとサンジュはずっと一いつ緒しよだったんだから」

「こいつ……」

　次の瞬間、やせ我が慢まんが限界に達したらしく、花村祭の体がさらに傾かたむいた。その胸ポケットから真っ赤な猿のぬいぐるみが落ちる。

「こいつは──っぐ！」

　それを目もく撃げきした瞬間、火猿に一ひと際きわ強い頭痛が走る。

　なんだこれは。ただの綿の塊かたまりにすぎない物体から強きよう烈れつな吸引力を感じる。こいつがなにか自分にとって不可欠な存在であるかのような……

　引き寄せられるようにして火猿がぬいぐるみに触ふれた瞬間、

「な……んだ？」

　脳内に莫ばく大だいな情報が流れ込んできた。

　それは、記き憶おく。人間界で過ごした十年間の軌き跡せき。花村祭と共に歩んだ、火猿ではないサンジュとしての思い出の数々。

「こいつは……」

　祭をからかった事。祭におもちゃのように扱あつかわれた事。祭に暴言を吐はきまくってストレス解消した事。言葉では語り尽くせない記憶の数々。その全すべてがまるで昨日の出来事ででもあるかのように鮮せん明めいに蘇よみがえる。

「ク……クク」

　自じ嘲ちようを漏もらす。それは千年単位における生において、最も濃のう密みつな時間。よりにもよってそれを忘れていたとは。

「ハァーッハッハッハァ！」

　状じよう況きようも顧かえりみずに、思わず高笑いをあげる。

「思い出した、思い出したぜ……マツリィ」

　記憶を取り戻もどした何よりの証あかしとして、その名を呼んでやる。

「……あ？」

　しかし、なぜか反応が無い。祭ならば絶対に大おお仰ぎようなリアクションを返すはずだが……そう思って振ふり返った先、祭はなぜだか呆ほうけたような表情でこちらを見下ろしていた。

「ん……見下ろす？」

　気付く。視界が異様に低い。しゃがんでいるとかいったレベルではなく、根本的に何かがおかしい。強烈な既き視し感かんが襲おそってくる。

　いや、それは既視感などではなく、十年前、実際に経験した……

「な……なんじゃこりゃあ！」

　自らの腕を凝ぎよう視しして声を張り上げる。

　赤い。もこもこしている。確かに、完全に、見事なまでにぬいぐるみだった。

「ど、どうなってやがるっ」

　傍かたわらには、いつの間にか黒い灰が堆うずたかく積まれていた。

「バ、バカな、俺様の……俺様の体がっ！」

　深しん紅くの頭とう髪はつを有し、鋼はがねの肉体を誇ほこった火猿の姿は、どこにも存在しなかった。

「あ？……なんだ？」

　次の瞬しゆん間かん、黒灰が動きをみせる。

　まるで自我を有しているかのように宙に浮うき、ぬいぐるみの腹辺りに吸い込まれていく。数秒後、火猿の灰はただの一ひと粒つぶすら残さずに、ぬいぐるみに取り込まれてしまった。

「ど、どうなってやがる、俺様の体はどこ行きやがった!?」

　叫さけび声をあげるも、一いつ旦たんぬいぐるみの体内に収まった灰は、なんの反応も見せなかった。

「ふざけんなっ、こんなバカな──おわっ！」

　後ろからいきなりその身を抱だきかかえられる。

「帰ってきたんだね、サンジュ！」

　祭は頰ほおずりを繰くり返す。

「バ、バカが、やめやがれっ！」

「だって嬉うれしいんだもんっ」

「ぐ……こんな事してる場合じゃねえだろっ、マミーの奴やつが──」

「あ、もういいっすか」
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　なぜだか傍ぼう観かんに徹てつしていたマミーが、気だるげに口を開いた。

　サンジュは祭を無む理り矢や理り引き剝はがすと、その手に握にぎられたままマミーをじろり、と睨ねめつける。

「……どういう事だ、テメエ」

「どういう事ってなんすか？」

「すっとぼけてんじゃねえよ。さっきまでは殺やる気満々だったくせに、なんで急にシカト決め込んでやがんだ」

「ふふ、この流れは大将が示し唆さしていた可能性の一つっす。花村祭と接せつ触しよくすれば、火猿の記憶に何らかの変化が起こる確率は低くない。加えてあんたの意識が人形に戻るのも想定の範はん囲い内です。その兆候が現れたら、顚てん末まつを見届けるまで手を出すなって厳命されてるっす」

「そういうことかよ、クク……ククク」

　マミーの台詞せりふを受けたサンジュは薄うす笑わらいを浮かべる。

「なんすか……気持ち悪いんすけど」

「いやな、クソみてえな奴に飼われてっと大変だな、と思ってよ。テメエ完全に、俺様が記憶を取り戻す為ための捨て駒ごまじゃねえか」

「ああ、そんな事は百も承知です。うちの大将のやりそうな事っすよね」

「ハン……まあなんにせよもうテメエはお役やく御ご免めんだ。とっとと消えやがれ」

「ところがどっこい、こうなった場合の戦せん闘とうデータも取ってこいって言われてるんすよね」

「ああそうかよ」

　サンジュはそこで、視線をあげた。

「マツリ」

「え、うん」

　急に話を振られた祭は、裏返った声を上げた。

「いくぞ」

「……うんっ！」

　祭の力強い頷うなずきを受け、赤い猿のぬいぐるみは、こてん、とその場に崩くずれ落ちた。

　同時にサンジュの意識は祭の内部へと入り込んでいった。異なる精神が同居しているのにも拘かかわらず、奇き妙みような一体感があった。絶ぜつ妙みようなタイミングで祭の意識がすっ、と引いて奥底に沈しずんでいく。

　サンジュは不敵な表情を浮かべて叫びを上げた。

「やっと……俺様の家に帰ってきたぜ！」




　　　　４




「ク……クハハハハハッ！」

　サンジュは高らかな笑い声をあげた。

　馴な染じむ。相変わらず祭の体は奇妙な程ほどによく馴染む。下手をするとさっきまでの不完全な自分自身の体よりも、しっくりくるくらいだった。

「さーて、半はん裸らのミイラ女風ふ情ぜいが随ずい分ぶんと好き勝手やってくれたなぁ」

　腕うでをならすサンジュに対して、マミーは探さぐるような視線を向けた。

「話には聞いてましたけど、ほんとに人間に憑ひよう依いするなんて……どういう仕組みなんすか？」

　確かに、他者の精神を操あやつる枷人は数多く存在するが、自らが人間に憑依するなどという例は、悠ゆう久きゆうの時を生きてきたサンジュですらも聞いた事はない。

「ハッ、俺様だって理り屈くつは分かんねえっつーの！」

　自信満々に言いきる。憑依しているサンジュ本人にも原理の理解には至っておらず、ただ単に出来るという事実が存在するだけだ。

「……よく分かんないけど、さっきまでより妖よう気きが安定してるのは確かみたいっすね……でも！」

　マミーの体から包帯が勢いよく放たれる。その群れは、投と網あみのように放射状に拡ひろがってサンジュの体に纏まとわりついた。

「クク……安定、か」

「そんなに余よ裕ゆうぶっちゃっていいんす──!?」

　マミーは台詞の途と中ちゆうで驚きよう愕がくに目を見開く。サンジュが全身に纏った炎ほのおによって、彼女が放出した包帯は、一いつ瞬しゆんにして跡あと形かたもなく焼き消されていた。

「ぶっちゃっていいんだよ」

　サンジュは、嘲あざけりを多分に含ふくんだ笑えみをマミーに向ける。

「認めるぜ。確かにさっきの俺様は、こんな布っ切れすら焼き切れねえ、クソみてえなもんだったな」

　その体から、一ひと際きわ激しい炎が噴ふん出しゆつされる。

「黒縄絡炎っ！」

　先程は不発に終わった二筋の赤黒の炎が、唸うなりをあげてサンジュの体に絡からみつく。

「こ……これは……」

　マミーは発せられたあまりの熱量に、その身をたじろがせる。

「クク……テメエも五十や百の小こ娘むすめじゃねえんだろ。だったら自分と俺様の絶望的な差ぁぐらい認にん識しき出来んだろうが」

「く……」

　マミーに退ひく気は無いようだった。後ずさりながらではあるが、硬こう質しつ化させた包帯の群れを、サンジュに差し向ける。

「バカが」

　幾いく筋すじもの包帯、その全すべてが枝分かれした赤黒の炎によって堰せき止められていた。

「な……」

　次の瞬間、包帯は跡形もなく焼き切られる。

「ヒャハハッ！」

　サンジュは炎を一本の太い縄状に収束させた。唸りをあげたその炎はマミーの腰こしに何重にも巻きついていく。

「飛んどけっ！」

　サンジュは炎をしならせ、マミーの体を強制的に浮うかせて空中でぶん回す。

「おらよおっ！」

　マミーは炎に拘こう束そくされたまま急降下していき、背中から民家のブロック塀べいに叩たたきつけられた。ごしゃり、と派手な音を立ててくずれ落ちる。

「あ……ふ」

　サンジュは崩れ落ちた彼女の眼前まで迫せまり、その肩かた口ぐちに掌てのひらを押し当てる。

「燃えくされっ！」

　マミーの全身が炎に包まれた。

「あ……んっ！」

　マミーは喘あえぎ声をあげて、その身を悶もだえさせる。

「クハハハッ！　俺様最強っ！」

　サンジュが満足げに指を鳴らすと、彼女の身を焼いていた炎は一瞬にして消失する。

「あ……ふう……く……ここまで圧あつ倒とう的だとは……」

　マミーの体に真新しい包帯が巻きついていくが、焼け爛ただれた体表までは再生できないようだった。

「満足したか、ミイラ女よ」

「……殺さないんすか？」

「あ？　テメエなんぞ灰にして俺様に何の得があるってんだよ」

「……話に聞いてたのより甘いんすね」

「黙だまれボケが。とっとと帰って糞くそ鴉がらすに言っとけや、俺様を復活させた事を死ぬほど後こう悔かいさせてやるってな」

　サンジュは吐はき捨てるように言って、踵きびすを返す。

「うちの大将は……強いっすよ」

　背中に投げかけられた呟つぶやきに、振ふり返ったサンジュはびっ、と中指を突つき立てた。

「バーカ、俺おれ様さま達たちより強え奴やつなんざいねえよ」




「く……人間に憑ついた状態でなんであんな力が出るんすか……」

　マミーは壁かべに手をつきながら、覚おぼ束つかない足取りで歩を進めていた。夜の闇やみに染まりきった路地裏に彼女の悪態が響ひびく。

「一いつ旦たん大将に報告を……ん？」

　その肩かたに、唐とう突とつに手が置かれた。

「……何すか、あんた？」

　マミーは振り向くなり、露ろ骨こつに警けい戒かい心しんを露あらわにし、相手を睨にらみつけた。

　彼女は傷ついた姿を衆目に晒さらさない為ために、自己の認識を僅わずかにずらし、存在感を希き薄はくにするという術をかけていた。人ひと払ばらいの結界を自分自身に施せ術じゆつしたようなもので、完全に姿を消せるといった類たぐいの術ではないが、人間に対する迷めい彩さいとしては十分な機能を果たす。が、目の前の鮮せん烈れつな空色の髪かみを持った少女からは、枷人の証あかしである妖よう気きが発せられていた。

　しかしその波長はどこか不安定、というか歪いびつであり、なにか微び妙みような違い和わを感じさせる。

「こんちはっ！」

　彼女はそんなマミーの疑念を吹ふき飛ばすかのような晴れ晴れとした笑顔で、快活に台詞せりふを発した。

「え……あ、ああ……あんたは？」

　大人びた容姿に全くそぐわない、子供の様な屈くつ託たくのない様子に毒気を抜ぬかれる。

「私はね、花村さとり」

「花村？」

「うん、いい名字でしょ？」

「ああ……あんたが大将の言ってた不確定要素っすか」

　渦鴉から、マミーの他ほかにもう一人を火猿の周囲に送り込んだ、という話は事前に知らされていた。そいつは花村祭と重大な繫つながりがある、とも。

　その意味と意図は全く摑つかめなかったが、渦鴉はいつも秘密主義というか、人に断だん片ぺん的で思わせぶりな情報だけを与あたえて楽しんでいる節があるので、深く考えても詮無し、と思考を放ほう棄きしていた。実際に遭そう遇ぐうした時に、本人から事情を聴きけばいいだろう、と。

「は？　何の事？」

　しかし、さとりと名乗った少女からは想定外なリアクションが返ってくる。その所作は極きわめて自然で、演技でとぼけているといった感じでは無い。

「あんた、うちの大将から命令受けてるんじゃねえんすか？」

「大将？　私はこの辺りで、なんとなく戦いの匂においがした気がしたから、何かな、と思って来てみただけだけど？」

　匂い、という妙みような言い回しが気になったが、やはり、さとりという少女が虚きよ言げんを弄ろうしている様子は無い。

「ママの近辺で起こる火種は排はい除じよしないと……ね」

　少女が何事かをぼそりと呟いたが、細部までは聞き取れなかった。

「なんすか？」

「あはは、いやいやこっちの話だから気にしないで。で？　君、随ずい分ぶんやられてるみたいだけど、どしたの？」

　いまいちキャラクターの摑めない少女だったが、渦鴉がよこした以上、少なくともこちらの敵ではないだろう、と判断したマミーは口を開く。

「さっき、一戦交えたんですけど、敵方の実力は予想以上でした。あんたにも協力してもらって、二人で攻せめた方がいいかもっす」

「敵方？　攻める？」

　さとりはどうやら本格的に何も知らされていないらしい。

「相変わらず、大将の考える事はよく分かんねえですね。あんたに直接的な戦力としての役割は与えられてねえって事っすかね。正せい攻こう法ほうが駄だ目めとなれば、花村祭の方から攻めるしかねえかもです……」

　マミーがその言葉を発した瞬しゆん間かん、あどけなかったさとりの表情から、一瞬にして色が失われた。

「……今、何て言った？」

　あまりに不自然な急変。

「なんで……枷人からその名前がでてくんの？」

　能面のような表情になったさとりは、ひたり、とマミーに歩み寄る。

「な、なんすかあんた、花村祭の関係者って聞いてるけど、一体どういう──っ！」

「質問してるのは私。なんでママの事知ってるかって聞いてんだけど」

　その眼光に只ただならぬものを感じたマミーは、反射的に一歩後ずさった。

「知ってるも何も、大将の命令っすよ。目的達成の為には、花村祭を傷つけるのが一番てっとり早いって」

「花村祭を……傷付ける？」

「そう、私も詳くわしい事は知らされてないですけど、今回の最終目的は、花村祭の殺害って言ってたっす」

「殺……害？」

　空色の髪がぞわり、と逆立ち、元々露ろ出しゆつの多かった服装がさらにはだける。その体表にはなにか、薄うすい氷の様なものが纏まとわりついていく。

「ちょっと、なんでいきなり半はん妖よう体たいなんかになって──っ！」

　唐突に、さとりの拳こぶしがマミーを襲おそった。

「っく！」

　かろうじて反応したマミーだったが、彼女の頰ほおのすぐ脇わき、皮一枚の所をさとりの拳が通過していく。

「ふーん、そっちに避よけるのはなんとなく匂いで分かったんだけど……イメージとちょっとずれてるな」

「ちょ、ちょっとあんた……一体何考えてんすかっ！」

「だって君、ママに何かするんでしょ？」

「ママ？　一体何言って──っ!?」

　続けざま、苛か烈れつなハイキックが放たれた。しなやかな挙動で繰くり出されたそれは、唸うなりをあげてマミーの顔面に向かっていった。今度は完全にはかわしきれず、マミーの顔面に赤い筋が刻まれる。

「あんた……こっち側じゃないんすか？」

　剣けん吞のんな表情を見せながら、マミーも半妖体に移行する。

「こっちもあっちもない、ママに何かしようとする奴やつは……全部私の敵」

　さっきからさとりの台詞せりふにママ、という単語が頻ひん出しゆつしている。流れからしてそれは花村祭の事らしいが、全く以もつて意味が分からない。

「という訳だから……消えてもらうよ」

　さとりの目が見開かれる。その眼光に明確な害意を感じ取ったマミーは、彼女を完全に敵として認にん識しきした。

「はあっ！」

　体から剝はく離りさせた包帯をさとりに差し向ける。放射状に拡散したそれは、彼女の全身に纏わりついて、完全に拘こう束そくした。

　さとりは物もの珍めずらしそうに絡からみついた包帯を眺ながめて、一言だけ呟つぶやいた。

「ふーん」

　その台詞と同時に、さとりの全身に絡みついたマミーの包帯が、瞬またたく間に凍こおりつく。

「……氷雪系の能力……『雪ゆき女おんな』の類たぐいってわけっすか……」

「さあ、どうだろうね」

　さとりが不敵な笑えみを浮うかべながら、凍とう結けつした包帯をぽん、と叩たたく。小気味いい音を発しながら破は砕さいされ、地に落ちた。

「私もよく分かってないからねー」

　さとりは上空に手を掲かかげた。周囲の空気がぱき、という乾かわいた音を発し、氷製の槍やりが形作られていく。

「うん、上出来っ！」

　それを豪ごう快かいに摑つかみ取ったさとりは、マミーに向かって一直線に突とつ進しんしていき、その心臓目がけて躊躇ためらいなく氷の槍を突つき出した。

「くっ……」

　身を捩よじらせて回かい避ひしたマミーは、多数存在する包帯の内、一ひと際きわ毒性の強い一枚をカウンターでさとりに突き刺さそうとするが、

「喉のど元もと、中心よりやや左かな」

「なっ……」

　狙ねらった場所をピンポイントで指定され、出鼻をくじかれた形になったマミーは、思わず包帯の動きを止めてしまう。

「あ、当たり？　私さー、相手の考えてる事が、なんとなく分かっちゃうんだよね。明確に言語化されてる訳じゃなくって──私は『匂におい』って表現してるんだけど──あー、こういう事がしたいんだなってのが感覚で理解出来るっていうか」

　さとりは滑なめらかに口を回していく。

「まあこれは自由に使える訳じゃなくて、なんていうか、急に何かが降りてくるって感じで、ランダムにしか発生しないから微び妙みように不便なんだけど」

「心情察知能力……それって──っ！」

　マミーが疑問を発する暇ひまを与あたえずに、再び眼前に迫せまったさとりが槍の一いち撃げきを繰り出す。

「……こっちかなっ！」

　その軌き道どうは、あらかじめマミーがよける方向を明らかに察知したものだった。

「く……馬ば鹿かな……枷人の能力は一人一つが原則のはずっす……」

　脇わき腹ばらをかすられたマミーは、滲にじみ出て来た血を手で押さえながら表情を苦み走らせる。

　風の扱あつかいを得意とする種族が、熟達するにつれ竜たつ巻まきを発生させられるようになる、という具合に同系統内での進化は考えられるが、氷雪系と心情察知などという、およそ関連性の無い能力を一人の枷人が同時に所持するなどという例は初耳だった。

「そんなこと言ったって、実際に使えるんだからしょーがないじゃん」

　存外に高いさとりの戦せん闘とう能力に危機感を増大させたマミーは、無数の包帯を全すべて頭上まで掲げて戦闘態勢をとる。

「ああ、また降りて来た。君、左ひだり肩かたの下側だけちょっと匂いが違ちがう……なんかそこが弱ってる感じ？」

「……」

　確かにその部分は、先さき程ほどの火猿との戦闘においてブロック塀べいに叩きつけられた際、一際強く打ちつけた場所だった。

　予言めいた得体の知れない力を目まの当たりにしたマミーの脳内に、様々な憶おく測そくが浮かんでくる。こんな反則じみた能力を使える種族といえば……

「戦闘中に考え事はどうかな」

「っ!?」

　思考の間かん隙げきをつかれ、さとりの姿が一いつ瞬しゆん視界から消えた。後方に気配を感じ、振ふり向いた時には、指し摘てきされた弱った箇か所しよに、彼女の掌てのひらが押し当てられていた。

「縛ばく氷ひよう」

　さとりの台詞せりふに同期してその部分が凍結する。

「く……」

　身を引いて体勢を整えようとするマミーだったが、

「解げ氷ひよう」

　背中に鋭するどい痛みが走った。

「──っ！」

　張り付いた氷が弾はじけ飛び、その破は片へんがマミーの背中の肉に突き刺さった。

「く……ああ！」

　マミーが苦く悶もんの声をあげ、その場にがくりと膝ひざをついた。

「うわ、痛そ……でもしょうがないよね、ママを狙ってるんだからさ」

　さとりは薄うす笑わらいを浮かべながら手を掲げた。再びその手に氷の槍が生成されていく。
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「さて、どうしようかなー」

「く……調子に乗んなっす！」

　ゆったりと歩み寄ってくるさとりに対して、マミーはありったけの力を込めて硬こう質しつ化させた包帯を放った。

　その切っ先はさとりが手にした氷の槍を直ちよく撃げきした。意外にもそれは簡単に破砕され、粉々の氷の結けつ晶しようと化して地に落ちる。

「あーあ」

　だが、さとりは全く余よ裕ゆうの表情を崩くずさない。

「……舐なめるなっす！」

　マミーは続けて、鋭えい利りな包帯をさとりの顔面に向けて放った。

「お、こっちが安全っぽいなー」

　さとりは僅わずかに首を傾かたむけるのみで、容易たやすくかわしてみせた。

「はは、戦闘中で興奮すると、匂いが降りて来やすいみたいだね」

「く……」

　マミーの額に大量の汗あせが浮うかぶ。火猿との戦闘で痛手を被こうむっていたのも大きいが、そのハンデを差し引いても、このさとりという少女は手て強ごわかった。

　その幼い言動に惑まどわされていたが、実力を鑑かんがみると、自分より年経ている可能性も低くはない。認にん識しきを改めたマミーはありったけの妖よう気きを収束させ、体に巻き付いた包帯を一点に集約させる。複雑に絡からみ合ったそれは、巨きよ大だいな鎌かまのような形状に変化した。

「大将には悪いっすけど……本気で相手させてもら──」

「あー、ちょいストップ。それ以上動かない方がいいと思うなー」

　さとりは軽い調子で自らの人差し指をぴん、と突つき立てた。

「うーえ」

　マミーは反射的に視線を上空に向ける。一見したところでは、特筆すべきものは見当たらない。

「ま、動かなくてもやっちゃうけどさ」

　目を凝こらした。宵よい闇やみの中に輝かがやく何かが宙に舞まっているのを認識したマミーは、息を吞のむ。

「まさか……さっき砕くだいた氷の──」

「あたりい」

　マミーは視線を地面に移す。そこに散らばっているはずの氷の結晶は、影かげも形もなくなっていた。さとりは薄うすく笑うと、掲かかげた指をすっと振り下ろした。

「これにてしゅーりょー」

　中空を漂ただよっていた氷の粒つぶが一いつ斉せいにマミーに降り注ぐ。

「くっ……」

　マミーは両りよう腕うでをクロスさせて防御体勢をとるが何の意味もなさなかった。一つ一つが微び細さいな弾だん丸がんと化した氷の粒は、凶きよう悪あくな密度をもって局地的な集中豪ごう雨うの如ごとく降り注ぐ。

「があああああっ！」

　彼女の体表には無数の傷が穿うがたれ、背中から地面に叩たたきつけられる。さとりは間かん髪はついれずに馬乗りになると、三度目となる氷の槍やりを顕けん現げんさせ、彼女の喉のど元もとに突きつける。

「はい、おしまい」

　マミーは全身から血を滲にじませながら暴れ回った。

「や、やめるっすっ！」

「やめないよ。だってこのままほっといたら君、ママを──花村祭を殺すんでしょ？」

　マミーの背筋に怖おぞ気けが走る。それまでの快活で軽い調子から一転、本気の殺意に彩いろどられた表情は、鬼き気き迫せまっていた。

「ま……待って、分かった、花村祭にはもう手を出さないっす！」

「……ほんとに？」

「あ、ああ、私は大将の──渦鴉さんの命令でやってるだけっすから」

「渦鴉？　それって確か五忌獣でしょ……なんでそんな物ぶつ騒そうなのが、ただの人間のママを狙ねらってんの？」

「わ、私は知らないっす」

「ほんとに？　ああ、また来た……ふーん、確かに噓うそは言ってる感じの匂においじゃないけど……君さ、このまま魔遊庭に帰って、その渦鴉にまた花村祭を殺してこいって命令されたらどうすんの？」

「そ……それは……」

「即そく答とう出来ないならいいよ」

　さとりは、槍の先せん端たんを躊躇ためらい無くマミーの喉のどに突き立てた。

「あ……か……」

　マミーの体は一回だけびくん、と痙けい攣れんした。上方に手をあげて何事かを発しようとするが溢あふれ出る血液が発声を許さない。

「ま、殺さないけどさ、これで当分は動けないでしょ」

　さとりが指を鳴らすと周囲の空間が急速にゆらぎ、歪ゆがんでいった。

「自分の世界で大人しくしててよ」

　マミーの体を、ものでも扱あつかうかのように乱雑に蹴けり飛ばした。彼女の体は勢い良く吹ふき飛ばされ、歪みの中に消えていった。

　さとりは血に濡ぬれた槍の先端をぺろり、と舐めた。

「ママは……二度と死なせない」

　その瞳ひとみには確固たる決意と、どこか病的な光が同時に宿っている。

　そしてすっ、と色を消して、能面のような表情でもう一言、呟つぶやいた。

「……火猿なんかに絶対に殺させない」
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「畜ちく生しようがっ！　何で出られねえんだっ！」

　祭の部屋にサンジュの怒ど声せいが響ひびく。

　真っ赤な猿のぬいぐるみは、さっきからずっと両手で首を摑つかんで引っ張ってみたり、机の上から飛び降りてみたりという奇き行こうを繰くり返している。

「……ねえサンジュ、何してんの？」

　傍はたから見ている分には面おも白しろいが、やっている事はただの自傷行こう為いだ。風ふ呂ろ上あがりの祭は、自分のベッドに腰こし掛かけて、髪かみにドライヤーをあてながら問いかける。

「みりゃ分かんだろうがボケッ、この小こ汚ぎたねえ人形とオサラバすんだよ。なんで火猿の体に戻もどれたのに、わざわざこんな狭せまっ苦しいとこに入ってなきゃなんねえんだ」

「別にそのままでいいんじゃない？　かわいいし」

「うるせえ、黙だまれメスブタがっ！」

　祭は軽く嘆たん息そくする。マミーという枷人を退けて無事に部屋に戻ってくるなり暴れ始め、祭が食事と入浴を終えて部屋に戻ってきても、飽あきずにまだ続けていた。

　こんな調子では、再会の感動も何もあったもんじゃない。

「まあこっちの方がサンジュらしくていいけどね」

　呟いた祭は、満足そうにぬいぐるみを見つめる。

　その後もしばらくの間暴れ回っていたサンジュだったが、程ほどなくして力ちから尽つきたように動きを止めた。

「……ハア……クソ、かがりの奴やつ、どんだけ強力な施せ術じゆつしやがったんだ」

「おばあちゃん？」

「ああ、俺様の意識を人形に移したのも、テメエにとり憑つけるようにしたのも全部あいつの仕し業わざだ。ホモラスカだかハナモゲランだかっつーふざけた名前の術式だったが、ここまでいくと呪のろいだな、呪い。おい、ちょっとテメエのババアになんとかしろって文句言ってこいや」

「いや……無理だから」

　相も変わらず理り不ふ尽じんさ全開だった。

　サンジュは軽快に祭の体をよじ登って、その肩かたに腰こしかける。

「クソッタレが、またこの体で過ごさなきゃなんねえのかよ……まあ、灰が戻ってきて、ちっとはマシになったみてえだけどよ」

「なんか変わったの？」

「ああ、テメエに乗り移る時の安定度が大分増した感じだ。これなら間を開けねえで何回でも憑ける……まあつっても所しよ詮せんはその程度だ。後で蕩とう子この奴に色々と分ぶん析せきさせねえと……」

　肩でぼやくサンジュを見つめていた祭だったが、脳のう裏りにふと疑問が浮うかぶ。

「そういえばさ。サンジュ、何で戻ってこられたの？」

　状じよう況きように翻ほん弄ろうされて聞く暇ひまもなかったが、サンジュの意識は一ヶ月前のマキナリアとの戦せん闘とうで、完全に消しよう滅めつしたはずだ。

「……灰だ」

　サンジュはなぜかぶすっとした感じで呟く。

「灰って……枷人が死ぬとなっちゃうっていうあれ？」

　祭自身が実際に目もく撃げきした訳ではないが、枷人は通常、生命活動を停止すると皆みな一様に黒い灰と化してしまうらしい。

「ああ、十年前、俺様がくたばった──正確にはかがりの妙みような術でこのぬいぐるみに乗り移った──後、遺灰がどういう顚てん末まつを辿たどったかは知らねえが、最終的には魔遊庭のとある研究施し設せつに厳重に保管されてたらしい」

「ふんふん」

「で、だ。五忌獣の一体に、渦鴉っつういけすかねえ野や郎ろうがいるんだが、そいつが俺様の灰を強ごう奪だつして、復活させたっつーわけだ」

　その名前を口にした瞬しゆん間かん、サンジュの表情が一段と曇くもった。祭は怪け訝げんに思いながらも、一番に浮かんだ疑問を口にした。

「復活ってどうやって？　灰から再生するのって、すっごい時間かかるんでしょ？」

「ああ、普ふ通つうはな……だがあの野郎の能力は、『物体の時間の抽ちゆう出しゆつ』だ」

「時間の……抽出？」

「ああ、あいつは無機物を対象として、その時間を順行、逆行させて抽出し、ある一時点の状態を再現出来る」

「……よく分かんないんだけど」

　なんとなく凄すごそうなイメージは伝わってくるが、表現が抽ちゆう象しよう的てきすぎてうまくイメージ出来なかった。

「例えば、だ。あれは何で出来てる？」

　サンジュは、祭の勉強机を顎あごで指した。

「え？　木、だと思うけど……」

「まあ大部分はそうだろうな。平たく言えば、渦鴉の野郎がその気になれば、この机を一いつ瞬しゆんで木材、もしくは樹木の一部だった時の状態に戻もどせちまうって事だ。本人に言わせれば、物質がその状態だった時の記き憶おくを呼び起こしてる、っつー表現になるらしいが」

「な、何それ……なんか滅め茶ちや苦く茶ちやじゃない？」

　その光景を想像して息を吞のむ。

「そういう滅茶苦茶が出来るからこそ、五忌獣なんつー大層な名前で呼ばれてんだろうよ……まあ色々面めん倒どう臭くせえ制約はあるみてえだけどな」

「ふーん、で、サンジュの灰にその力を使ったって事？」

「ああ、その灰が持ってた情報は十年前までのもんだから、その時点を抽出して肉体を再生すれば、ここ十年の記憶が無かったのはある意味当然だな……忌いま々いましい事に、こいつのおかげでなんとか記憶が繫つながったわけだがよ」

　サンジュは自分の赤い体をまじまじと見つめた。

「でもさ、サンジュはせっかく生き返らせてもらったのに、なんでそんなに苦い顔してるの？」

「……あの野郎、昔からいけすかねえんだよ、今回の件にしても純じゆん粋すいな善意じゃねえのは間ま違ちがいねえ」

　サンジュの苛いら立だった雰ふん囲い気きから察するに、昔ではなく、ごく最近にその渦鴉となにかあったような感じだが、こういう状態の時に聞いても絶対に教えてくれないだろう。微び妙みように話題をシフトさせる。

「じゃあ、結局サンジュは火猿の体には戻れないの？」

「忌々しいが、そういう事になるなクソッタレ」

「そっか、あははっ」

「テメエ何笑ってやがんだ、燃やすぞコラ！」

「はは、ごめんごめん。でもさ……これでまたしばらくは、あたしと一いつ緒しよにいるしかないね」

　祭はサンジュの頭を撫なでた。

「だから、そういう事すんじゃねえって──」

「サンジュ、おかえり」

　祭は悪態を遮さえぎって満面の笑えみを向ける。サンジュは一瞬固まった後、ばつが悪そうに顔を逸そらしてしまった。

「バ、バカじゃねーの、台詞せりふが恥はずかしいんだよ……っつーか、別に体がどうだろうとテメエの傍そばから離はなれる気は……」

「ん、なに？」

「な、なんでもねーよカスが、とっととクソして寝ねちまえや！」

　寝るという単語が耳に入って意識した瞬間、急速に眠ねむ気けが襲おそってきた。

「ふああ……なんか安心したら……くあ」

「ガキかテメエは。自分で言っといてなんだが、まだ十時前だぞ」

「だってさ……」

　一いつ旦たん襲おそってきた睡すい魔まはそう簡単には引っ込まない。

「まあテメエらしいっちゃらしいか……だったらとっとと寝ろ」

「うん、そうする」

　目を擦こすりながらベッドに向かった祭だったが、不意に足を止め、振ふり返ってサンジュに視線を向けた。

「あのさ、もうどこにも行かないよね」

「バーカ、下らねえ事心配すんじゃねえよ」

「だよね。へへ、じゃーおやすみ、サンジュ」

　安あん堵どの表情を浮うかべた祭は床とこに就つくなり、ものの数分で寝ね息いきをたてはじめた。

「こいつ……本物だな」

　あまりの単純さに呆あきれた視線を送っていたサンジュだったが、祭が完全に眠ねむりに落ちている事を確信すると、ベッドの下まで歩み寄って行き、軽快な動作で毛布に飛び乗る。

　祭の寝顔を覗のぞきこんで、ぼそり、と呟つぶやいた。

「……おうよ、ただいま」




「う……どうしよう」

　翌朝。朝食を終えて、着き替がえる為ために部屋の前まで戻った祭は、極きわめて重大な問題に直面していた。

　それは、サンジュは単なる猿のぬいぐるみではない、という事実。昨日は再会の喜びと興奮もあって失念していたが、おいそれと看過出来る事こと柄がらではない。

　一ヶ月前も起こった問題だが、あの時はまだ火猿の実物を見た訳ではなかったし、その後に起こったマキナリアとの騒そう動どうでそれどころでは無くなり、うやむやになっていた。しかし、問題、再燃。

　サンジュは紛まごう事無く男だ。夢などではなく、生の火猿を目まの当たりにした事で、その事実がよりリアルな実感を伴ともなって襲い掛かかってくる。しかも火猿の格好は上じよう半はん身しん裸はだかで、顔立ちもこの上なく野性的だった。あんなにあからさまな雄おすの面を見せられた後では、その眼前で普ふ通つうに着替えるなんて不可能だった。

「ギャハハハハハッ！」

　恐おそる恐るドアを開けた祭の目に飛び込んできたのは、机の上に陣じん取どって、テレビの内容に爆ばく笑しようするサンジュの姿。

「おい見てみろよマツリ、すげえ事になってんぞこれ」

　それは、サンジュがいない間も毎週、自動録画状態になっていたドラマだった。たしか一ヶ月前、展開がカオスすぎるとの事で、視し聴ちようを打ち切ったはずだったが……

「ドロドロの恋れん愛あい物から、スペース愛あい憎ぞうオペラときて、なんで宇宙人が夫婦めおと漫まん才ざいで成り上がる話になってんだよ」

　確かにそこまでいくと逆に興味深いが、今は悠ゆう長ちように突つっ込んでいる場合ではない。

「あのさ、サンジュ……着替えるからちょっと外に出てて欲しいんだけど」

　サンジュは面めん倒どうそうに、首だけをこちらに向けた。

「あ？　テメエ、この前ん時も似たような事言ってやがったよな」

「う、うん……なんか恥ずかしくてさ、はは」

「バーカ、俺様が人間の乳ちち臭くせえ小こ娘むすめなんぞに欲よく情じようするわけねえだろうが。自意識過か剰じようなんだよカスが」

「うう、そういう問題じゃないよ……ちょっとだけでいいからさ」

　こちらにとっては死活問題だ。

「やなこった、なんで俺様がテメエ如ごときの着替えの都合なんぞでいちいち移動しなきゃなんねえんだ、いいとこなんだから黙だまってろやカス」

　サンジュはにべもない。

「うう……だって──」

「ギャハハハッ！」

　ひとりでもじもじする祭をよそに、サンジュは再びテレビに視線を向けて馬ば鹿か笑わらいを始めた。確かにこちらなど微み塵じんも気にしている様子もない。

　祭は仕方なく部屋の隅すみに寄ると、緩かん慢まんな動作で着替えを開始した。

「──お、そうだ」

　数分後、サンジュがいきなり振り向いた。

「おひゃあああっ！」

　非常にのろのろペースだった為、着替えはまだ完かん了りようしておらず、胸むな元もとが露ろ出しゆつしていた。祭は反射的に、傍そばにあった枕まくらをサンジュに向かって投げつけた。

　しかし、そこにコントロールという概がい念ねんは存在しておらず、サンジュを掠かすめるどころか、あさっての方向へ飛んで行った。

「ああっ！」

　それは祭お気に入りの壁かべ掛かけ時計に直ちよく撃げきした。枕と共に落下した時計は、ごしゃ、という嫌いやな音を立てた。慌あわてて駆かけ寄るが、時計は完全に機能を停止していた。がっくりと首を落とす。

「サ、サンジュ、急に振り向かないでよー」

　恨うらみがましい視線を向けるが、全く意に介かいした様子はない。

「やかましい、テメエがトロトロしてんのがいけねえんだろうが……って、どうでもいいけどよ、テメエ下着丸出しだかんな」

「────っ!?」

　祭の顔面は、真っ赤を通り越こして何だか変な色に染まっていた。




《で……テメエは相変わらずに相変わらずなわけだな》

「うう……だって」

　朝の商店街。通勤、通学の人々でごった返す中、祭は鞄かばんにぶらさがった猿さるのぬいぐるみからの罵ば声せいを受けていた。

　先さき程ほどのショックが頭から抜ぬけきらず、いつにも増して注意力散さん漫まんになっていた祭は、道みち端ばたの電柱に直撃して、額を赤く腫はらしていた。

《男子三日会わざればなんたらっつーが……テメエは一ヶ月経たってもなーんも進歩がねえな》

　祭は久しぶりの脳内への念話に、懐なつかしさを感じながらも口を尖とがらせる。

「あたし、男の子じゃないもん」

《バーカ、そういう事言ってんじゃねえだろうが》

「あたしだってね、サンジュがいない間に色々と成長してるよ」

《例えば何だよ》

「うーんとね、そうだなあ……えーっと……」

　祭は唇くちびるに手をあて、視線を虚こ空くうに泳がせる。

《要するにねえんだな》

「そ、そんな事な──あ」

　あたふたする祭の目に、並んで登校する大吾と悠季の後ろ姿が目に入った。

「おーい」

　サンジュからの追つい及きゆうをごまかすように、駆け寄って二人に声を掛かける。

「おはよっ」

「おお、花村ちゃん……って、あれ？」

「祭ちゃん、その鞄についてるの……」

　二人の視線が一いつ斉せいに、鞄にぶらさがったサンジュに注がれる。

「そーなの、サンジュ戻もどって来たんだっ！」

　祭は顔を綻ほころばせ、サンジュの頭をぐりぐりと撫なでた。

《や、やめろバカ、俺様の繊せん細さいな毛並みが乱れるだろうがっ》

　思わず動いてしまったサンジュを見て、両者は目を見開いた。

「ひ、火猿の旦だん那な……どうして？」

「あの時に消しよう滅めつしたはずじゃ……」

《ククク、俺様クラスになると、テメエら凡ぼん愚ぐ如ごときでは想像もつかねえような方法で、復活できんだよ》

　サンジュは二人に向けても念話のチャンネルを開いたようだった。

「なんかね、サンジュと同じくらい強い人が、遺灰を使って復活させてくれたんだって」

《テメエ簡単にネタばらししてんじゃねえよクズがっ！》

「あはは」

《あははじゃねえよっ！……まあいい、方法はともかく、俺様が奇き跡せきの復活を遂とげた事には違ちがいねえ。おら、とっとと祝いの言葉の一つでもよこせや下げ僕ぼく共》

「いやでもほんとに重ちよう畳じようって感じだね。最近の花村ちゃん、なんか無理に元気出してる感じがしたから、セクハラ自重してたんだよね」

　大吾は素す直なおだったが、明らかに余計な言葉が含ふくまれている。そしてセクハラはしていた。

「別に戻ってこなくてもよかったのに」

　続いて悠季がぼそり、と発した呟つぶやきをサンジュは聞き逃のがさなかった。

《アア？　おいコラ、もやし女。テメエこの前の件で、どれだけ俺様に助けられたと思ってんだ》

「僕は祭ちゃんにはすごく感謝してるけど、君に何かしてもらった覚えは無い」

《……んだとコラ。やんのかアァ？》

　サンジュがこれでもかとチンピラオーラを振ふりまいて悠季に絡からむ。一ヶ月前もそうだったが、この両者はなぜか異様なほどに折り合いが悪い。

「あーはいはい僕が悪かったですごめんなさい火猿様」

　悠季も悠季で、あからさまな棒読み。

《こ、この女……つーかテメエ、なんでスカートなんか穿はいてやがんだよ》

「──っ！」

　悠季の顔が瞬しゆん間かん的に赤く染まる。

　先月の事件以来、悠季は性別を偽いつわる事をやめていた。今まで騙だましていた自分に、真しん摯しに向き合ってくれた祭に対するせめてもの誠意との事だった。

　そのカミングアウトに学校側は騒そう然ぜんとなった。いくら私立とはいえ、入学時の書類が偽ぎ造ぞうだったとなれば、ただで済まされるはずが無い。

　校長以下が判断に頭を悩なやませる中、大吾が悠季にある助言をした。

　それに従い、悠季が理事長室にスカートを極限まで切り詰めたセーラー服姿で直じき訴そにいった結果、即そく「お咎とがめ無し」との鶴つるの一声が下った。どんな判断だ。

　しかし、学校側の許しが出たからといって騒そう動どうがそれでお終しまい、となる訳もなく。悠季は暴ぼう力りよく沙ざ汰たを起こした時以上に、奇き異いの視線に晒さらされる事になった。

　といってもそれは最初の数日のみで、周囲の反応は瞬またたく間に好意的なものへと変わっていった。一月が経過した今となっては、男子のみならず、ある層の女子からも告白を受けたりしているらしい。
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　元から顔立ち自体は非常に整っていた悠季だ。いつもおどおどしていた以前に比べて、柔やわらかな表情を浮うかべる事が多くなった彼女が好意を向けられるのは、ある意味当然とも言えた。

　問題は、いわゆる「僕っ娘こ」だったという事実に興奮した一部の男子が、半ばストーカー化している事だが、更さらなる問題はその筆頭が、今祭の目の前にいる金きん髪ぱつの人だという事だ。

「旦那、萌もえるよね、この悠季ちゃん、萌えるよねっ」

　件くだんの犯罪者は無む駄だに白い歯を覗のぞかせて、親指を立てる。サンジュは悠季の全身に冷めた視線を走らせた。

《こんな平へい坦たんな体なら、別に野や郎ろうの制服でも変わんねえだろ》

「な……なっ！」

　再び顔を爆ばく発はつ的に紅潮させた悠季は、胸とスカートの裾すそを押さえながら、サンジュをきっ、と睨にらみつけた。

「そ、そんなちんちくりんなぬいぐるみに入ってる奴やつに、格好がどうとか言われたくないよっ！」

《んだと燃やすぞコラァ！》

「サンジュ、大人げないよー」

「悠季ちゃんもさ、旦だん那なが帰ってきて嬉うれしいのはわかるけど、いきなりそんなにツンツンしなくてもいいんでないの」

「な……う、嬉しくなんかっ……」

「だってさ、尻尾しつぽ出ちゃってるよ」

「え……噓うそっ!?」

　悠季は慌あわてて自分の殿でん部ぶに手をやるが、当然そんなものは影かげも形もない。

「いやあ、尻しりをまさぐる悠季ちゃんもなかなか」

「……大吾君」

　悠季が体を小刻みに震ふるわせながら、満面の笑えみを浮かべる。

「ん？　何かな悠きごおぇっ！」

　平手ではなく、グーパンだった。




《ま、おふざけはともかくとしてだ。テメエらがこんな平和ボケした調子って事は、特にマキナリアに動きは無かったみてえだな》

　粛しゆく清せいが一段落ついた所で、サンジュが若じやつ干かん声のトーンを落として念話を飛ばした。

　一ヶ月前の事件において、マキナリアが欲ほつしていたのは、枷人が生命活動を終えた時に生じる遺灰だ。この遺灰から抽ちゆう出しゆつされる物質が、マキナリア全体を苛さいなんでいる「機械と人肉が融ゆう合ごうして彫ちよう像ぞうのようになってしまう現象」の進行を遅おくらせる効果があるという話だった。

　雛ひな野の辺べ岬みさきは極きわめて個人的な理由で襲おそって来ていたが、相棒の赤あか井い草そう介すけは『鬼おに』である大吾の遺灰に相当な執しゆう着ちやくを見せていた。

「そうなんだよね。俺らの情報はマキナリア側に渡わたってるはずだし、警けい戒かいは怠おこたってないつもりだけど、拍ひよう子し抜ぬけするほどなんもないんだよなー。あちらさんになんかイレギュラーでも発生したのかも」

　大吾の言葉に、祭は一連の事件の最後にいきなり現れた、ライダースーツの女の事を思い出した。

　サンジュが消しよう滅めつしてしまった後、突とつ如じよとして倉庫内に現れ、怪あやしい関西弁で一方的にべらべらとまくし立てた後、自分が何とかすると言って岬と赤井をどこかに連れ去ってしまった。

　大吾と悠季の傷を治ち療りようしてくれた事からして、少なくとも敵ではないのだろうが、胡う散さん臭くささ全開のあのオーラでは、全面的に信用するのも難しい。

　祭は一人で思考の世界に没ぼつ入にゆうしていたが、突如として響ひびいてきた、威い勢せいのいい声に意識を引き戻もどされる。

「ママッ！」

　背後から何者かが物もの凄すごい勢いで、飛びついてきた。

「わわっ」

　バランスを保てなくなった祭は、そのまま倒たおれ込む。

「ぎゃあっ！」

　咄とつ嗟さに両手をつくが、勢いを殺し切れず、額が勢いよくコンクリートに激げき突とつする。

「うわ、ママごめんねー、ちょっとやりすぎた」

　その少女は立ち上がると、子供のようなあどけない表情を浮かべながら、祭に手を差し伸のべる。

「さ、さとりちゃん……」

　祭は、短時間の内に二度の痛手を被こうむった額をさすりながら、反対の手でさとりのそれを取って立ち上がる。

「あれ、昨日のママっ子ちゃんじゃん」

　彼女も大吾の顔は覚えていたようで、

「あ、教室にいたママのお友達の人だよね」

　と、大吾に屈くつ託たくのない笑みを向けた。

「……反則だ」

「ん？」

　何事かを呟つぶやいた大吾に、さとりは首をかしげる。

「昨日見た時から思ってたけど、そんな豊満ボディとお姉サマ系の顔立ちしてて、その子供みたいな笑顔は反則だろっ」

「反則？　私何か悪い事した？」

　さとりはきょとん、とした表情をしている。

「とんでもない、というかむしろつき合ってくれっ！」

「え？　え？」

「そうだ、学校なんかいってる場合じゃない早さつ速そく──いでえっ！」

　大吾の台詞せりふは、悠季が後頭部に放った拳げん骨こつによって遮さえぎられた。

「なんで大吾はそう手当たり次し第だいに、女の子を口説こうとするのさっ！」

「なんでって言われても本能としか……ははーん、悠季ちゃん実は──いでえっ！」

　再び容よう赦しやのない鉄てつ拳けん制裁を受けた大吾は、頭を抱かかえてその場でうずくまる。

「さとりさんだっけ？　あ、僕は本城悠季っていうんだけど、ごめんね、うちの馬ば鹿かが」

　悠季は、さとりに向けてにこり、と微笑ほほえんだ。その柔やわらかさの十分の一でもいいからサンジュや大吾に向けてあげればいいのに、との考えが頭をよぎるが、この二人の行いでは到とう底てい無理な相談だと、即そく座ざに思い直す。

「あはは、全然気にしないよ。ママの友達がいい人そうで安心したし」

「そう、俺はいい人。だから安全だよおぜうさん」

　いつの間にか復活した大吾が、やたらに様になったウインクをさとりに送る。悠季は最も早はや突つっ込む気力も失うせたらしく、蔑さげすみの目線だけを向けていた。

「とにかくよろしくね、大吾君と悠季ちゃん！」

　さとりは八や重え歯ばを覗のぞかせながら、元げん気き一いつ杯ぱいに手を差し出した。

「はいはい、色々とヨロシク。おー柔らかい。俺、今日は手洗わないから」

「……死ねばいいのに……あ、ごめんねさとりさん、よろしく」

　さとりはそれぞれと握あく手しゆを交かわし、小学生みたいにぶんぶん、と手を振ふった。

《というかマツリよ、えらい馴な染じんでやがるけどこいつは一体何もんだよ？》

　しばらく黙だまっていたサンジュが、脳内に声を送ってくる。

　そういえば再会のゴタゴタもあって、まださとりの事を話していなかった。

「あれ……ママそのぬいぐるみ何？　昨日は付けてなかったよね」

　祭の目線がそっちに向いたからか、さとりの注意も鞄かばんにぶら下げられたサンジュに向けられる。

「ああ、これはさ、お守りみたいなもんだから、あんまり気にしないで」

　とりあえずごまかそうとした祭だったが、さとりは予想外の食いつきを見せた。

「あはは、なにこれ、かわいー。ママ、貸して貸して」

　さとりは手早くキーホルダーを外すと、サンジュを抱だきかかえて撫なで回した。

《ぐ……馴なれ馴れしく触さわってんじゃねえよ、メスガキが》

「ん？　何この声？」

　さとりは怪け訝げんそうに辺りを見回す。反応から察するに、サンジュが彼女に対しても念話のチャンネルを開いているようだった。

「ちょ、ちょっといいの？」

　祭の制止を無視してサンジュは念話を続ける。

《ここだ、ここ。テメエがいじくりまわしてんのが俺様だ！》

　サンジュはさとりの手を振り払はらい、周りの人間の目がこちらに向いていない事を確かく認にんしてから、俊しゆん敏びんな動作で祭の体を駆かけ上り、避ひ難なんするように、胸ポケットに潜もぐり込んだ。

「あれ、あれれ？　ひょっとしてこのお猿さる君、枷人だったりする？」

　事情を察したらしいさとりが、遠えん慮りよなくサンジュを指差す。

《何がお猿君だ、俺様がテメエの何倍生きてると思ってんだボケ！》

「あはは、なにこれ、面おも白しろい。強がっちゃってかわいいなー、お猿君」

《こ、こいつ……》

　さとりは委細頓とん着ちやくせずに、ポケットから出ているサンジュの頭をがしがしと撫でる。

《バ、バカ、やめやがれ！　俺様のデリケートな肌はだがすり減るだろうが！》

　サンジュが声を荒あらげるが、さとりは一向に意に介かいさず、快活な声をあげる。

「お猿君、名前は？」

《俺様は猿じゃねえっ！》

　サンジュが喚わめき声を送るが、さとりは全く意に介さずに勝手に話を進める。

「うーん、ぬいぐるみ型の枷人なんていたっけかな？　かわいいけど弱っちそう」

《こ、この小こ娘むすめ……》

「はは、サンジュよかったね。かわいいってさ」

《そういう問題じゃねえっ！》

「なるほどー、サンジュ君っていうのか」

　再び撫でようとするさとりの手が伸のびるが、サンジュは全身を勢いよく胸ポケットに潜り込ませた。

「あひゃっ！」

　祭は思わず変な声をあげる。同時に、今自分の胸部でもぞもぞ動いているのは男だ、という事実を思い出してしまった。

「うう……」

　瞬しゆん間かん的に顔を赤らめるが、今この状じよう況きようでサンジュを引っ張り出すわけにもいかず、展開に身を委ゆだねるしかなかった。

　そんな祭の心情など微み塵じんも察していないであろうサンジュは、警けい戒かいを滲にじませながら顔を出し、さとりを睨にらみつけた。

《テメエ……一体何もんだ？》

「なにって……私は花村さとり、ママの娘むすめだよっ」

《娘……だと？》

「うん、そだよ」

　舐なめ回すように全身を眺ながめるサンジュに対して、さとりは隠かくし事など何もない、といった風ふ情ぜいであっけらかんとしていた。

《さっきからママ、とか言ってたから何をふざけてんのかと思ったが……テメエ一体何を企たくらんでやがる？》

「へ、なにって？」

《すっとぼけてんじゃねえぞカスが。チャラ助すけともやし女の目はごまかせても、俺様はそうはいかねえ》

「ごまかす？」

　さとりは本当に何の事だか分からない、といった感じだった。

《テメエの体の話だ。ベースが枷人なのは確実だが、混ざりもんの臭においがぷんぷんしやがる。かといって人間とのハーフだとか、合成された実験体って感じでもねえし……こんな意味不明な妖よう気きを発してる枷人は見た事がねえ》

　サンジュの詰きつ問もんじみた口調を受けたさとりは頭を搔かく。

「あはは、実は私もよく分かんないんだー、記き憶おく喪そう失しつだし」

　サンジュは、不快気に顔を歪ゆがめた。

《記憶喪失だあ？　バーカ、そんなマンガみてえな都合のいい話があってたまるかっての。ホラ吹ふくんなら、せめてもうちっと捻ひねりやがれってんだ》

　昨日の自分を棚たなに上げて暴言を吐はく。さすが理り不ふ尽じん大王だ。

「でもほんとにそうなんだからしょーがないじゃん。ていうかさ、つまんない話はやめよーよ、サンジュ君。私、君の事気に入っちゃったし」

《……気に入った？》

「うん。だって君からは、ママの味方だって匂においがするから」

《あ？》

　さとりは、ぱっと表情を輝かがやかせる。

「君って、見た目とか話し方は攻こう撃げき的で粗そ野やな雰ふん囲い気きだけど、ママに対してだけはすっごく優やさしい匂いを出してる。私には分かる。君だけは何があってもママの味方でいてくれる、って。サンジュ君はママの事大好きだって」

《な……なっ！》

「あれ、なんでそんなに慌あわてるの？　ほんとの事話してるだけなのに」

《こ、このメスガキ、黙だまりやがれっ！》

　声を荒あらげるサンジュだったが、さとりには逆効果だった。

「あはは、サンジュ君、もしかして照れてんの、かわいー」

　言うが早いか祭の胸ポケットに手を突つっ込んで、サンジュを摑つかみ取った。

《は、放せクズがっ！》

「とにかくママの味方なら、私にとっても無条件で味方ってことだよ。よしよし」

《だから撫なでんなって言ってんだろうが！》

　サンジュは抵てい抗こう空むなしく、されるがままになっていた。

「はは、お仲間が出来てよかったじゃない」

　悠季が横から意地の悪い笑えみをサンジュに向ける。

《ぐ……》

　どうやらサンジュは悠季とは別の意味で、さとりと相あい性しようが悪いみたいだった。

「旦だん那な……花村ちゃんの胸から始まって、さとりちゃんに撫でられ、しまいに悠季ちゃんに馬ば鹿かにされるなんて……フルコースじゃないか」

　脇わきで大吾が理解し難がたいジェラシーに陥おちいっていた。

《マ、マツリッ、テメエにやにやしてねえで、この小娘なんとかしやがれっ！》

「いや、サンジュなんか楽しそうだからいいかなって」

《んなわけねえだろうがっ！》

　出会ってから九年もの間、祭以外に正体を晒さらさなかったサンジュだから、多数の人間と絡からんでいる様を見るのは、祭にとっても新しん鮮せんだった。

「はは、もうちょっとさとりちゃんに可愛かわいがってもらったら」

《く……テメエ後で覚えてやがれよ》

　サンジュは恨うらみがましい視線を送ってくるが、言葉程に嫌いやがっているようには見えなかった。

「というかさとりちゃんさ、もうすぐ学校着くけどどーすんの、今日も教室乱入とかしちゃう感じ？」

　サンジュにうらやましそうな視線を向けながら、大吾が発言する。

「んーん、昨日はママを見つけたのが嬉うれしすぎて、無む茶ちやな事しちゃったけど、私は常識人だからもうあんな事しないよ。今日は大人しくしてます！」

　常識人は人目も憚はばからずに校舎の屋上から飛び降りてきたり、人前でママ、ママと連呼したりはしないと思うのだが。

「あ、そうだ！　ねえねえ、かわりっていったらなんだけど、明日あしたは土曜だから学校休みでしょ？　みんなで遊びに行こうよ」

　さとりが手をぽん、と叩たたいて皆みなの顔を覗のぞきこむ。

「あ、うん、私はいいけど」

　暇ひま人じんかつ、基本人の頼たのみを断らない祭は即そく答とう。

「僕も……うん、特に予定はないかな」

　悠季も少しだけ考えてから頷うなずいた。

「俺が女子からの誘さそいを断るとでも？」

　大吾が無む駄だに白い歯を覗かせながら親指を立てる。

「やった！　決まりね。後は……」

　さとりは握にぎりしめた猿さるのぬいぐるみに視線を移す。

《俺様は行かねえぞ、テメエらで勝手にむがっ──》

　そして自らの豊満な胸に押しつけた。

「サンジュ君も行くよねっ？」

《むが……ふざけんなっ！》

「行くよね」

　さとりは満面の笑みを浮うかべながら、サンジュへの圧あつ迫ぱくを強めていく。

《ク、クホが……分はった、分はったはら離はなひやがれハスがっ！》

　揉もみくちゃにされた揚あげ句く、ついにサンジュが折れた。

「オッケー、約束だよサンジュ君」

　さとりはぐったりしたサンジュを祭に手て渡わたすと、時間と場所だけを一方的に告げて、ぶんぶん、と手を振ふりながら去って行った。




「なんか……嵐あらしみたいな子だね」

　悠季が言葉を漏もらすが、正にその通りだと思う。

「花村ちゃん……ものは相談なんだけど、そのぐったりしてる旦那、ちょっと貸してくんない？」

「え、これ？」

　唐とう突とつな大吾の言葉に、思わずサンジュをモノ扱あつかいしてしまった。

「そそ、今だったらまだ、さとりちゃんの胸の残り香がに有りつけるかなって」

　大吾は至って真しん剣けんな表情で手を差し出している。

「……悠季ちゃん、遅ち刻こくしちゃうからいこっか」

「……そうだね」

「あれ？　もしもし、お二人さん？」

　大吾を完全に無視した祭は、サンジュを手早く鞄かばんのキーホルダーにとりつけると、足早に学校へと向かっていった。




　学校に到とう着ちやく後、教室の席に着くなり、サンジュが硬こう質しつな感じの念話を飛ばして来た。

《マツリよ、どう思う？》

「え、どうって？」

《あのふざけた小こ娘むすめに決まってんだろうが》

「ああ、仲良くなって良かったね、サンジュ」

　教室内でサンジュとまともに会話したら、完全に怪あやしい人になってしまうので、祭は机に突つっ伏ぷして、寝ねているふりをしながら小声で返答した。

　一方、その辺を気にしなくてもいいサンジュは、脳内へと大声を張り上げる。

《バカかテメエは！　そういうこっちゃねえだろうが、一体何なんだよママって》

「うーん、あたしも全然分かんないんだけど……なんかね、さとりちゃんが言うには、未来からタイムスリップしてきたんだって」

《は？　タイムスリップだあ？　バカも休み休み言えっての》

　サンジュのリアクションは至し極ごく真っ当だった。

「あたしも信じらんないんだけど、ほくろの位置とか、あたしの体の詳くわしい情報知ってるんだよね」

《あ？　それってテメエのケツに蒙もう古こ斑はんが残ってるとか、そういう話か？》

「な……なんでそれをっ！」

　祭は反射的に顔をあげ、馬ば鹿かでかい声を張り上げた。教室中の視線が一いつ斉せいに向けられる。

「あ……はは」

　祭は頭を搔かきながらごまかす。クラスメイト達の「なんだ、花村ならしょうがない」みたいな、どこか納なつ得とくしたような感じが悲しかった。

《うっせえな、テメエ真夏になると夜中、ほぼ毎晩半ケツになってんだよ。俺様が毛布何回かけ直してやったと思ってんだ》

「うああああああっ！」

　祭は両手で顔を覆おおって机に突っ伏した。再び視線が集まっているのが分かったが、最も早はやそんな事に構ってはいられない。

《いちいちメンド臭くせえな……俺様はなんも気にならねえっつーの》

「こ、こっちは気になるんだよおっ」

　顔面から発火していないのが不思議なくらいだった。

　数分後、祭がようやく精神の均きん衡こうを取り戻もどした所で、サンジュが再び念話を飛ばしてくる。

《まあタイムスリップ云うん々ぬんは置いといて、だ。騙だまそうとすんだったら、もうちっとまともな噓うそつくだろうがな》

「そうだよ、さとりちゃんいい子だし」

《確かにあの小娘自体に、敵意や悪意の類たぐいは一いつ切さい感じられねえし、俺様への態度も演技とは思えねえが……あいつの存在そのものが噓臭え》

「どういう事？」

《分かんねえ……感覚的にしか言えねえが、あいつの妖よう気きはどっか不ふ明めい瞭りようで不安定だ。存在自体が揺ゆらいでるっつーか……ちっ、上手うまく表現できねえ》

「でも、さとりちゃんはあたし達の敵じゃないんでしょ」

《ああ、少なくともテメエに向けてる、異様に好意的な感情だけは紛まがいもんじゃねえと思うけどよ》

「だったら、どうにかなるって」

　祭は顔を起こすと両手を頭の後ろで組んで、能天気に笑った。

「だといいがな……」

　サンジュは祭にも聞こえないような肉声でぼそり、と漏らした。




　　　　２




「ぐ……んぐ……これは……いけますね……」

　その女、ミソラ・ベリーウォーカーは、一心不乱にカップラーメンを貪むさぼっていた。

　大手コンビニチェーン、ヘブンカナブン内の飲食スペース。彼女の眼前には、空になった多種多様なカップが堆うずたかく積まれている。

　店内の客が一様に彼女に奇き異いの視線を向けるが、頓とん着ちやくする様子もなく、物もの凄すごい勢いで麵めんをすすり続ける。

　銀の輝かがやきを放つ頭とう髪はつ。その前面の両側だけを長く垂らし、後ろ側は無造作に縛しばって纏まとめている。湯気の奥に覗のぞく青い瞳ひとみはとろん、としており、どこか浮うき世よ離ばなれした印象を放っている。

　しかし、その顔立ちは美び麗れいの一言に尽つきる。銀幕の中から抜ぬけ出して来たようなその容姿も、彼女が放つ強きよう烈れつな場ば違ちがい感の増大に一役買っていた。

「ふう……素す晴ばらしい、この味は情報登録に値あたいしますね」

　スープの一いつ滴てきたりとも残さずに完食した彼女は、顔を近づけて、カップの側面をまじまじと見つめる。

「単なる化学調味料の合成から、ここまで複雑な旨うま味みを創造するとは、ジャンクフードの世界も奥が深い……しかし、解げせないのは食すまでの工程ですね。何故なぜに同じ乾かん燥そうかやくを二つに分ける必要性があるのでしょうか。液体スープもまた然しかり。合計して四つもの戒いましめを解かなければありつけない、というのはなかなかに非効率的です。しかも、『こちら側のどこからでも切れます』などと記述してある割に、横のギザギザな部分から切ったほうがスムーズに開く、というのは喧けん嘩かを売ってるとしか思えません」

　長々と続いた独り言がようやく終わる。その発音は極きわめて流りゆう暢ちようで、声だけを聞けば、純じゆん粋すいな日本人との差異は見受けられない。

　ほう、と一息ついた彼女は、首を回して甘いスナック菓が子しが陳ちん列れつされているゾーンに目を向ける。

「さて……次はあちらに行きますか」

　その様子を横目で窺うかがっていたレジの店員が、胸やけしたように口をおさえるが、彼女は気付かない。他ほかの客達の好こう奇きに満ちた視線を受けながら、手当たり次し第だいにスナック菓子をカゴに放ほうりこんでいく。

「お、お持ち帰りでよろしいでしょうか？」

　レジ台に盛られた菓子の山に気け圧おされた店員が、やや引きつったスマイルを向ける。

「いえ、全部こちらでいただきます」

　ミソラはさも当然といった口調で淡たん々たんと告げる。

「あ、領収書下さい。さっきと同じ『自分の中の大切な何かを生温かく見守る会』で」

「か、かしこまりました」

　ミソラは料金を支し払はらうと、大量の菓子を抱かかえてすたすたと飲食スペースのテーブルに戻っていく。

　彼女が席に着くと同時に、ドアが開いて新しい客が入って来た。店員は気を取り直したように声を張り上げるが、

「いらっしゃいま……げ」

　その客の顔を確かく認にんした瞬しゆん間かん、露ろ骨こつに表情を曇くもらせた。

「お、清きよ美みちゃん、おひさー。相変わらずかわいーね」
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　その客、大鳥大吾は無む駄だに整った顔面をだらしなく緩ゆるませて、店員の元へ歩み寄った。

「お客様……何か？」

「またまた、つれないなー。今空いてるみたいだけど、指名オッケー？」

「……ここはそういうお店ではありませんが」

「ほら今日は一時から望のぞみちゃんもシフト入ってるでしょ？」

「どうしてお客様が当店スタッフの勤務時間を把は握あくしてるんでしょうか」

「そこはほらさ、色々と、ね」

　大吾は五指を卑ひ猥わいな感じにぐねらせた。

「……訴うつたえますよ」

　次第に清美嬢じようの語調に険が込められていくが、大吾は一いつ切さい気にした様子もなく、歯の浮くような言葉を次々に並べたてる。

　数分後、清美嬢からついに「消えろ」という台詞せりふを引き出すに至った大吾は、ようやく諦あきらめたらしく、肩かたをすくめてレジに背を向けた。

「お？」

　店内を見回した大吾の視線が止まる。その涼すずしげな瞳に一いつ瞬しゆん、獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいの光が宿った。軽けい薄はくな声を張り上げながら、飲食スペースに歩み寄っていく。

「おねーさん、おねーさん」

　大吾が軽薄な調子で声をかけるが、ミソラはそれに気付いた様子はなく、ぶつぶつとつぶやきながら、一定のペースで菓子を口内に放りこみ続けている。

「これは……チョコレートとビスケット生き地じの組み合わせで、きのこを模しているんですね。菌きん類るいはそれ単体で、食しよく欲よくを喚かん起きするような形状をしているとは思えませんが……なぜこのようなモチーフを選せん択たくしたのでしょうか。いや、そう判断するのは早計ですね。このお菓子には、感情に訴えかけてくる何かがあります。情報を再構築、一見ミスマッチに思える形状の中に、遊び心とある種の造形美が同居している。ふむ、亜あ流りゆうも存在しているみたいですね……たけのこですか。なるほど、チョコレートという洋よう菓が子しの代表格で、和を想起させる食材を形作る。正に和洋折せつ衷ちゆうの体現という訳ですか。これはなかなかに奥深い情報です……登録に値するかもしれません」

　長い呟つぶやきを終えた彼女は、残っていたチョコレート菓子を一気に自らの口に放りこんで、なにやらまたぶつぶつと呟き始めた。

「おーい、おねーさん」

　大吾は掌てのひらを彼女の前にかざして上下に振ふる。

「んあ、わらしれすか？」

　口をリスのように膨ふくらませたミソラは、胡う乱ろんな目つきを大吾に向けた。

「そそ。隣となり、座ってもいい？」

「いいれすけろ……んぐ、これはあげませんよ」

　咀そ嚼しやくと嚥えん下かを終えたミソラは、すぐさま次の菓子の包装を解きにかかる。

「はは、俺が喰べたいのはそっちじゃないから大だい丈じよう夫ぶ」

「？　お菓子がいらないというのなら、なんの御ご用ようでしょうか？」

「いや、普ふ通つうにナンパなんだけどなー」

「ナンパ？」

「うん。おねーさん、かわいーから」

　大吾は無駄に白い歯を覗のぞかせながら、最上級の笑えみを浮うかべた。その本ほん性しようを知った後はともかく、初対面の女性の九割以上はこれで落ちるという必殺の一いち撃げきだったが、

「はあ、ありがとうございます。しかし、時代はかわいいよりおいしいを求めていますので」

　ミソラは微み塵じんも表情を変化させる事無く、菓子に手を伸のばし続ける。

「ありゃ、このスマイル鉄板なのにな……まあいいや、おねーさん、この後予定とかあったりする？」

「ええ、次はポテトチップ類を制せい覇はするつもりです」

「……まだ食うんだ……じゃあ俺がおごるからさ、少し話しない？」

「……！」

　無表情だったミソラの表情が揺ゆれる。髪かみの毛が犬の尻尾しつぽのように、微かすかにぴょこり、と動いたようにも見受けられた。

「しかし……知らない人に食べ物を貰もらってはいけないと、幼い頃ころに父からくどいほどに諭さとされました。お前は食い意地が張ってるから、ほいほいついて行きかねん、と……しかし、あなたと私は既すでに言葉を交かわしました。つまり、あなたは知らない人というカテゴリに収まらない可能性が出てきます。という事は、施ほどこしを受けるのも不自然ではないような気がしないでもありません」

「はは、おねーさん面おも白しろいね」

「はあ、なぜかよく言われます……しかし、私に食べ物を提供する事によって、あなたが享きよう受じゆできるメリットが想像出来ないのですが」

「いやいや、おねーさんと話が出来るなら俺はそれでじゅーぶんだって」

「そうですか。あなたにとって、私との会話が懐ふところを痛める行こう為いへの対価となり得るなら、申し出を受けるのも検討に値あたいする事じ項こうとなり得ます」

「畢ひつ竟きようするに、お菓か子し欲しいって事でオッケー？」

　ミソラは無言でこくり、と頷うなずいた。

　大吾は一いつ旦たん席を立つと、ポテトチップコーナーへと向かい、カゴ二つを満まん杯ぱいにしてレジへと向かう。再び清美嬢に声をかけるが、何を言っても「二九八〇円です」の機械的な台詞しか返ってこず、嘆たん息そくしながら踵きびすを返した。

「よっと、はいどーぞ……おねーさん、ほんとにこれ一人で食べるの？」

「さすがに奢おごっていただいたものを独どく占せんする程ほど、厚こう顔がんではないつもりですが」

「いや……そういう事じゃないんだけどね」

　大吾は苦笑いを浮かべて頭を搔かいた。

「まーいいよ、おねーさんが食べるの見てるから」

「そうですか……では遠えん慮りよなくいただきます」

　言うが早いか、ミソラは袋ふくろを引き千切るように開かい封ふうし、ポテトチップを口に放ほうり込む。

「……これもまた解かい析せきし甲が斐いのある情報ですね。じゃがいも、またの名を馬ば鈴れい薯しよ。どちらかといえば武骨で土つち臭くさいイメージの野菜を、スライスして揚あげただけでこうまでイメージが変わるんですね。ポテトチップの存在を知らない者が、原材料がカレーの中に鎮ちん座ざするあれと同じだと判断するのは、相当な難題だと思われます。更さらに目を引くのはこの『じゃがいも味』ですね。ポテトチップじゃがいも味……これは一種のパラドックスに分類されるのではないでしょうか……この情報の不可解さは、登録すべきかどうか判断に迷いますね」

　訳の分からない呟きを終えたミソラは、人ひと心地ごこちついた様子で、油にまみれた自らの指をぺろり、と軽く舐なめる。

　大吾はぴくり、として興奮気味に声をあげた。

「おお、その仕草いいね！　ちょっとついでに俺の指も舐め──」

「お・お・と・り・だ・い・ご・君」

　唐とう突とつに地の底から響ひびくような声が、大吾の頭上から降って来た。

「あれ、どったの、悠季ちゃん？」

　大吾は動じた様子も無く振ふり向いて、へらへらとした調子で悠季を見上げた。

「どったのじゃないでしょっ！　少し早めに合流して一いつ緒しよに行こうって言ったの大吾じゃないかっ！　一体なにやってるのさっ！」

「ナンパだけど」

「そういう事聞いてるんじゃないよっ！」

　悠季は興奮しきってまくし立てる。

「はは、冗じよう談だんだって。悠季ちゃん、相変わらずかわいーな」

「な……なっ！」

　悠季は瞬しゆん時じに顔を赤らめて、その身をのけ反らせる。

「これこれ。おねーさんにもさっき、こういうリアクションしてほしかったんだよね」

「はあ、ご期待に添そえず、申し訳ないです」

　悠季はそこでようやくミソラの方へ目を向ける。テーブル中に散乱したポテトチップの袋に一瞬訝いぶかしげな表情を浮かべるが、気を取り直したようにミソラへ言葉を向ける。

「ご、ごめんなさい、僕の連れが失礼な真似まねしちゃったみたいで……」

「いえ、むしろお連れさんには非常にお世話になりました」

「そうだぞ、悠季ちゃん。失礼な事はこれからする予定だっ──」

「大吾は喋しやべんないでっ！」

　悠季は顔を紅潮させて大声を張り上げる。

「申し訳ないです。私のせいで、彼氏さんと険悪な雰ふん囲い気きになってしまったみたいですね」

「か、彼氏!?」

「そうそう聞いてよおねーさん。悠季ちゃんさ、なかなか一夫多妻制を認めてくんないから俺欲よつ求きゆう不ふ満まんでさ」

「なっ……」

　悠季は絶句してしばらく硬こう直ちよくして口をぱくぱくさせた後、更に顔面を真っ赤に染めた。

「一夫多妻って、だ、誰だれが大吾なんかと……もういい……僕先に行くからっ！」

　羞しゆう恥ちと怒いかりが頂点に達したらしい悠季は、荒あら々あらしい足取りでコンビニを出て行ってしまう。

「あ、ちょ悠季ちゃんっ……うーむ、ちとからかいすぎたか」

「こういう場合、後を追うのが一いつ般ぱん的だと思われますが」

「だよね。お姉さんごめん、埋うめ合わせは後でするから、よければ携けい番ばんかメアド教えてくれない？」

「申し訳ありませんが、私は携けい帯たい電でん話わを所持していません」

「え、マジで？」

「マジです。しかし、あなたと私は少なくない言葉を交かわしました。言うなれば情報で繫つながった訳です。連れん絡らく先など交こう換かんせずとも、必要があれば自然に顔を合わせる事になるでしょう」

「うーん、よく分かんないけど、今度は一緒にごはん食べよーね」

「承知しました。あなたにポテトチップの御ご加か護ごがありますように」

「んじゃっ」

　大吾は極ごく上じようのウインクを飛ばして、足早に去って行った。

　それを見送ったミソラは、じゃがいも味を一枚摘つまみ、口に咥くわえたまま、無表情に呟つぶやいた。

「この街は確かに何かありそうですね……いきなり二人も枷人を見つけてしまいましたし」




　ミソラ・ベリーウォーカー。

　マキナリアである彼女が人間界に赴おもむいているのは、約一ヶ月前に起こった、とある出来事に起因している。

　現状、マキナガーデンでの枷人に対する姿勢は、両りよう極きよく端たんなものになっている。積極的に枷人を狩かって灰を奪だつ取しゆすべし、という過激派と、大戦の再来を懸け念ねんし、ひとまずは「見」の姿勢をとろうとする穏おん健けん派。

　しかし、それは大別すれば二つに分かれる、というだけの話だ。当然それぞれの派は閥ばつが一枚岩という訳でもなく、大小様々な集団の思おも惑わくが錯さく綜そうし、マキナガーデンの情勢は混こん沌とんとしていた。

　大戦の戦果として得た、枷人の総大将『大蛇おろち』の灰。現状においてこれは完全に尽つきてしまっている訳ではない。

　しかし、枯こ渇かつしつつあるのもまた事実で、今までのように末まつ端たんにまで行き渡わたらなくなっているのが現状だった。

　そんな中、赤井草介と雛野辺岬という、過激派の中でも急きゆう先せん鋒ぽうとして知られる集団の構成員である二名が、突とつ如じよとしてミソラの所属する穏健派組織『自分の中の大切な何かを生温かく見守る会』の本部前に投げ出されていたのだ。

　尋じん問もんの結果、両者からは直近の数日の記き憶おくが失われている事が判明した。それだけならばさしたる問題は無かったのだが精査の結果、雛野辺岬の体内からは、『粘ヒ性ユ機ド群ラ』が九割方失われている事が判明した。

　この結果は研究者達に大きな波は紋もんを巻き起こした。人間界や魔遊庭の比ではない程ほどに科学技術が発達しているマキナガーデンにおいてさえ、粘性機群の正体は明らかになっておらず、それらを体内から除去する事は、マキナリアにとっての最重要課題とも言えた。

　今までに同様の事例が観測されたのは、長い歴史の中でも両の指で事足りる程で、それは、粘性機群の裏に潜ひそむ存在が、表に顕けん現げんしたと推測される時のみ。

　雛野辺岬の失われた数日間に、それに類する何かが発生したのは疑いのない事実だった。

　急ぎ、彼女らが転移してきた場所の逆探知が行われた結果、人間界の地方都市、麦代市が引っ掛かかった、という次し第だいだ。

「そんな重要な任務に……なんで私なんでしょうね」

　探査、察知系の能力に長たけたものが属する情報部。その中でも稀き少しような力を有するミソラは能力面においてはうってつけの人材と言えたが、いかんせん問題なのはその気き性しようだった。

「食事をすると眠ねむくなる、という現象に罪はないと思うんです。問題は、それに抗あらがえるかという一点のみ……ふあ……無理ですね」

　大きく伸のびをして、だらしなくテーブルに突つっ伏ぷした。

　ミソラは自覚している。自分が極端に、マキナリアという種に対しての帰属意識が薄うすい事を。かといって、ミソラ・ベリーウォーカーとして、個の強きよう烈れつな意思があるか、と言われれば、そうでもない。

　とはいえ、仕事として人間界に赴いている以上、何らかの成果を残さなければ賃金が発生しない。あらかじめ支給された人間界の通貨も、必要経費として認められなければ、マキナガーデンへ帰き還かん後、自腹で払はらい戻もどす羽目になるだろう。

　ミソラは気だるげな表情のまま、重い腰こしをあげた。

「さて……どうしますかね。さっきの二人を捕ほ獲かくして尋問、というのが定石でしょうが、そういうのは趣しゆ味みじゃないですし……それ以前に、根本的な問題として、私じゃ勝てないですね」

　呟きながら、散乱したポテトチップの袋ふくろをかき集めてゴミ箱に詰つめていく。

「私でもどうにかできそうな、別の妖よう気きでも探さぐってみましょうかね。まあ、まずいないでしょうけど」

　軽く伸びをして出入口へと向かっていく。

「あ」

　扉とびらに手をかけたミソラだったが、唐とう突とつに何かを思い出したように、はたと動きを止めた。

「いけない……まだ肝かん心じんのお弁当ゾーンが残ってました」

　踵きびすを返したミソラは、とろんとした目つきのまま、扉とびら脇わきに積まれているカゴを手にして店内へと舞まい戻っていった。
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「いやー、危あやうく遅ち刻こくするとこだった」

　祭が息を切らせながら時間ぎりぎりに到とう着ちやくした時、集合場所である麦代駅前は、休日という事もあり人でごったがえしていた。

「あれ？」

　大吾の後ろで異様にぶすっとした表情を見せる悠季が気になって、問いかけようとした瞬しゆん間かん、

「あ、ママ見つけたっ！」

「へ？」

　良く通る声が頭上から降ってきた。

　麦代市には『麦むぎたん』というイメージキャラクターが存在する。

　昨今の萌もえキャラブームに便乗し、先代の『麦むぎ野の代しろ蔵ぞう』をリストラしてまで採用した幼女キャラだったが、なにを血迷ったかホラー漫まん画が家かにキャラデザインを依い頼らいしてしまい、開いた瞳どう孔こうと血ち塗まみれの包丁がトレードマークの幼女という、惨さん憺たんたるモノが出来上がった。

　度たび重なるバッシングの嵐あらしに屈くつする事無く、麦代駅前には現在でも、威い風ふう堂どう々どうたる麦たんの銅像が建てられている。

　その頭上にさとりが立って、こちらに向かって大きく手を振ふっていた。

　幼女設定のくせに、麦たん銅像の図ずう体たいは無む駄だに巨きよ大だいで、その全長は優に三メートルを超こえている。ただでさえ目立つ幼女像の上に佇たたずむ少女は、当然の如ごとく周囲の注目を集めまくっている。

「あれ、ママなんで休みなのに制服着てんのー？」

　さとりは軽い調子で疑問を投げかけてくる。

　その理由は、ぎりぎりまで寝ていて、半ば寝ぼけた頭のまま着替えた結果、気が付いたら制服姿だったという恥ずかしいものだが、今はそんな事を説明してる場合じゃない。

「さとりちゃんっ、そんなとこに乗ってたらあぶなわあっ！」

　駆け寄ろうとした矢先、祭は足を引っ掛けて、びたん、と漫画みたいな音を立てて転倒した。

《ぐえっ！》

　ポケットの中でも蛙かえるが潰つぶれたような声が聞こえた。

「はは、ママらしいなっ」

　さとりは麦たんの上から軽快に飛びおりると、周囲から向けられる好こう奇きの視線をものともせずに、祭の傍そばまで駆け寄った。

「ママ、だいじょぶ？」

　頻ひん発ぱつされるママ、という単語に、ギャラリー達がざわつき始める。

「うう……さとりちゃん、目立ちすぎだよ」

　顔面を腫はらしながら立ち上がった祭は、さとりの手を取って、そそくさとギャラリーの波から逃にげ出した。

「はは、ごめんごめん。人が多くてママの事見つけらんなくてさ」

《だからってあんなとこ登るバカがどこにいんだよ。小学生かテメエは！》

　胸ポケットから顔を覗のぞかせたサンジュを視界に捉とらえた瞬間、さとりの顔が輝かがやいた。

「あ、サンジュ君だっ！」

《サンジュ君じゃねえよ、そのおかげでマヌケが転んで、俺様の愛らしいボディがだいなぐあっ！》

「うわ、やっぱりもふもふだなー」

《な、撫なでるな、カスがっ！》

　さとりは相変わらずサンジュがお気に入りのようだった。

《マツリ、このメスガキをなんとかしろっ！》

「はは、いーんじゃない、たまにはぬいぐるみらしい事してもらったら？」

《ふざけんな……ってテメエは何してやがんだ！》

「かわいーかわいー」

　さとりはサンジュを胸ポケットから引っ張り出して、その体をこねくり回す。

《引っ張るんじゃねえっ！　腕うでがもげるだろうが！》

「ていうかさ、サンジュ、昨日からあんまり嫌いやがってるように見えないんだけど……実はちょっとＭっ気あったりする？」

《な……ふ、ふざけんなっ、燃やすぞコラァ！》

「あー、サンジュ君、ペットなんだからママに逆らっちゃ駄だ目めだよ」

《俺様はペットじゃねえっ！》

　サンジュは完全にさとりのおもちゃと化していた。




「チョコパフェとティラミスと抹まつ茶ちやタルトとイチゴプリン下さいっ！」

　とりあえず入ったファミレス内。さとりは注文を取りに来たウェイトレスに、わざわざ挙手して勢い良くオーダーした。

「さ、さとりちゃん、そんなに頼たのんでお金大だい丈じよう夫ぶ？」

　いざとなればさとりの分くらいは奢おごるつもりでいた祭だったが、バイトもしていない高校生の財さい布ふには限界がある。

「あ、心配しないでママ」

　さとりはポケットから、くしゃくしゃになった数枚の一万円札を取り出した。

「なんかね、昨日道で段ボール敷しいて寝ねてたら、眼鏡かけて太ったおじさんが話しかけてきて、ちょっとの間お話の相手したら、お金いっぱいくれたんだ。なんか少し鼻息が荒あらくてハアハア言ってたけど、いい人だったよ」

「いやいやいやいやっ！」

　多角的に危なすぎる話だ。とりあえず今日は無む理り矢や理りにでも連れて帰らなければ、と固く心に誓ちかった。




「二人ともまたねっ」

　茜あかね色いろに染まった空の下、寮りよう方向へ帰る悠季と大吾に別れを告げる。

「いやー、面おも白しろかったなー」

　総合レジャー施し設せつで、カラオケ、ボーリング、ゲームセンターという定番をはしごしただけだったが、さとりは大いに満足しているようだった。

「じゃ、ママ、また遊ぼうねっ」

　曲がり角に差し掛かかり、去って行こうとしたさとりに、祭は慌あわてて声をかける。

「ちょっと待ったっ。さとりちゃんさ、今日はうちに泊とまろうね」

「へ？　いいの？　やった！」

　さとりは両手をあげて嬉き々きとした表情を浮うかべるが、

《ふざけんな》

「え？」

　胸ポケットからサンジュが唐とう突とつに念話を飛ばす。

《マツリよ、テメエはどんだけ危機感がねえんだ。こんな得体の知れねえ奴やつを部屋に入れるなんぞ、俺様が許さねえ》

「でも、さとりちゃんは……」

《確かにこいつ本人には、テメエや俺様に対する悪意なんざ、これっぽっちもねえだろうよ。それは今日一日観察しててよく分かった。だがな、やっぱりこいつの存在自体が不可解なんだよ。記き憶おくがねえってのも噓うそじゃねえだろうが、誰だれかに精神操作を受けてる可能性だってあるかもしれねえ》

　サンジュは敵意を隠かくそうともせずに、さとりを睨にらみつけた。

「サンジュ君……私の事嫌きらいなの？」

　さとりは悲しげに潤うるんだ目を向けた。

《う……》

「何でそんな事言うの？　私、操あやつられたりしてないよ。もっと仲良くしようよっ」

《だ、だったらせめて、テメエの正体をはっきりさせやがれ》

「私？　はっきりって言われてもなあ……氷の力使えるから、そっち系の枷人だと思うんだけど……あ、でも人の考えてる事もたまに分かったりするし……」

《ハン、怪あやしさ全開じゃねえか》

「でも、そんな事言ったらサンジュ君だって同じじゃん」

《あ？》

「だっておサルだし、ぬいぐるみだし、そんな枷人聞いた事ないよ」

《バーカ。テメエなんぞと一いつ緒しよにするんじゃねえ。俺様は別格なんだよ》

「別格？」

《クク、そうだ。テメエが何を企たくらんでても、無む駄だだっつう絶望的な事実を教えてやる……俺様はな、天下無敵の火猿様だっ！》




「……は？」




　サンジュがそのフレーズを口走った瞬しゆん間かん、さとりの動きがぴたりと止まった。

「今……何て言ったの？」

　唐突な声のトーンの変化に、サンジュが訝いぶかしげな表情を浮かべる。

《あ？　だから俺様は火猿だっつってんだよ》

「……サンジュ君、冗じよう談だんでもそんな事言っちゃ駄だ目めだよ」

　声だけではなく、さとりの表情から急速に感情の色が失われていく。

《バカが、冗談じゃねえっつーの。本来ならテメエ如ごときが触ふれる事すら畏おそれ多い、火猿大明神様だ》

「サンジュ君が……火猿？」

《クク、そーよ、俺様が魔遊庭の覇は者しやと謳うたわれた、伝説の火猿様よ。分かったらもうちっと敬意ってもんをだな──あ？　どうした？》

　さとりの表情が能面のように固まっている。

「……さとりちゃん？」

「冗談……だよね？　火猿は……こんなふざけた性格じゃないし……それ以前に……見た目が違ちがいすぎる」

　呪じゆ詛そのような独り言を漏もらしていく。

「だって火猿は……火猿は赤い髪かみで……若い男で……こんなぬいぐるみじゃ……」

《まあこんな形なりじゃ、信じらんねえのも無理はねえがな。このぬいぐるみはただの仮宿ってわけだ。つーかテメエ一体どうした……ははーん、俺様が火猿だと知って今までやっちまった無礼な行いに慄おののいてんだな。安心しろや、俺様はそんなにケツの穴小さくねえからよ》

「こんな……噓……だ」

　サンジュの念話など、全く届いていないかのようだった。さとりは虚うつろな表情で、己おのれに言い聞かすように呟つぶやき続ける。

「さとりちゃん、サンジュが火猿だっていうのは本当だよ。この前も、あたしを何回も助けて──」

「そう……」

　祭の台詞せりふを遮さえぎったさとりは、何かをふっ切ったように、うすら寒さを感じさせる笑えみを浮かべた。

「……こんな所にいたんだ」

《こ、こいつ──》

　サンジュの体が瞬間的に強こわ張ばった。

　ほぼ同時にさとりの表情が激変する。

「お前が……お前がぁぁぁっ！」

　突とつ如じよとして修しゆ羅らの如き形相と化したさとりは、祭の胸ポケットからサンジュを摑つかみとるや否いなや、渾こん身しんの力を籠こめて地面に叩たたきつけた。

「があっ！」

「サ、サンジュッ！」

　あまりに突とつ然ぜんの凶きよう行こう。

「死ねっ！」

　いつの間にか、その手に氷の槍やりを顕けん現げんさせたさとりは、切っ先を躊躇ためらい無くサンジュに向かって突つき降ろした。

「ちっ！」

　サンジュは横っ跳とびでかろうじてそれをかわす。念話を飛ばすどころではないらしく、生の声をあげている。

「テメエッ！　いきなりどういう──」

「黙だまれっ!!」

　サンジュの怒ど声せいを搔かき消して余りあるさとりの大だい音おん声じようが、大気を震ふるわせる。

「火猿……ママから離はなれろっ！」

　急展開すぎて全くついていけない。

「まさか……まさかこんなにママの近くにいたなんて……」

　さとりは呟きながらも、サンジュに憤ふん怒ぬの形相を向ける。

「ちょ、やめてよさとりちゃんっ！　一体どうしちゃったの？」

　訳が分からないままに制止に入る。さとりの変へん貌ぼうぶりは尋じん常じようではなかった。

「ママ、早く離れて。そいつは……火猿はママを殺した張本人なんだよっ！」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、さとりが何を言っているのか理解できなかった。

「俺様が……マツリを殺すだと？」

　それはサンジュも同様のようだったが、さとりの感情は収まらない。

「火猿……お前だけは殺すっ！」

　さとりは手にした氷の槍を力強く握にぎり直し、再びサンジュに向けて突き出した。

「駄目っ！」

　祭は反射的に両者の間に割って入った。

　さとりはかろうじて祭の眼前で、槍の挙動を止める。

「ママ……なんで……なんでそんな奴やつを庇かばうのさっ！」

「ちょ、落ち着いてよ。さとりちゃん。あたしを殺すって……サンジュがそんな事するわけないよ！」

　さとりは一いつ旦たん槍の切っ先を降ろすと、苦く渋じゆうに満みちた表情を浮うかべた。

「ママは私より、そいつの事を信じるの？」

「し、信じるも何もいきなりすぎて意味が分かんないよっ、それにさとりちゃんは今、記き憶おくがはっきりしてないんでしょ!?」

「……ママ、確かに私の記憶は曖あい昧まい。でもこれだけは……これだけは忘れられるわけない。脳の奥底にこびりついて離れないんだよ。そいつが……火猿がママの全身を焼き尽つくして殺す光景がっ！」

　さとりは絞しぼり出すように悲痛な叫さけび声をあげた。その様子に、先さき程ほどまでの無む邪じや気きな彼女の面おも影かげは欠片かけらも残っていない。

「殺すって……そ、そんな事」

「ママ……どいて」

　さとりがゆったりとこちらに歩み寄ってくる。

「マツリ……闘やるぞっ！」

　足元からサンジュの切せつ迫ぱくした声が響ひびく。

「え……でも……」

「四の五の言ってる場合じゃねえ、あれは完全に殺しに来てる面つらだ」

「で、でも……さとりちゃん、ちょっと待ってよ！　何かの勘かん違ちがいだって！」

「勘違いはそっちだよ。ママは騙だまされてる。何を企たくらんでママの傍そばにいるかは分かんないけど、そいつはいずれ必ず……ママを殺す」

「さとりちゃん……」

　サンジュの言う通り、およそ説得の通じるような状態ではなさそうだった。

「やめてよさとりちゃんっ、さっきはあんなにサンジュと仲良くしてたのにっ！」

　しかし、さとりは鼻で笑う。

「サンジュね……すっかり騙されたよ。見た目や性格まで偽いつわって、人の良いママを操あやつって、一体どういうつもりなの？」

「何言ってんだか全く分かんねえが……ぶちのめしてから吐はかせてやんよっ！」

　言うが早いか、サンジュの体がくてん、と崩くずれ落ちた。

「さとり……ちゃん」

　憎ぞう悪おに塗まみれた少女の顔を見み据すえながら、祭の意識は遠のいていった。




「さあーて、と。覚かく悟ごはできてんだろうな小こ娘むすめが」

　サンジュは腕うでを回しながら、対たい峙じしたさとりを睨にらみつけた。

　急に口調の変わった祭の体を見たさとりが、歩みを止める。

「何……どういう事？」

「そりゃ完全にこっちの台詞せりふだっつーの。いきなり電波な事言いだしやがって、俺様がマツリを殺すだ？　寝ね言ごとは寝て言えってんだカスが」

　サンジュは人ひと払ばらいの結界を展開させつつ、中指を突き立てて、びっ、とさとりに向けた。

「まさか……火猿がママに……憑ひよう依いしてる？」

　愕がく然ぜんとした表情を見せるさとり。

「おーよ。ちっとした事情で体が無くなっちまってな。ぬいぐるみと祭こいつの体が別べつ荘そう代わりってわけだ」

　サンジュは掌てのひらを鉤かぎ爪づめ状にして、球体の炎ほのおを顕けん現げんさせる。

「オラ、俺様は正しよう真しん正しよう銘めい、テメエが憎にくくてしょうがねえ火猿様だっ！」

　照らされたさとりの顔が、驚きよう愕がくから再び憎悪へと変へん遷せんしていく。

「……ていけ」

「あ？」

「ママから出ていけえっ！」

　声を荒あらげたさとりは、氷の槍やりを携たずさえて、サンジュに突とつ進しんしていった。

「フン」

　サンジュは涼すずしげな表情で、顔面に向けられたそれを軽くあしらう。

「おいおい、テメエの母ちゃんは理由もなく人様に襲おそい掛かかるなっ、て教えてくれなかったんかよ」

「うるさいっ！　お前が……お前がママを語るなっ！」

　さとりは怒いかりに任せて氷の槍を振ふり回す。

　さとりの妖よう気きの総量は決して少なくないようだが、その扱あつかい方は非常に稚ち拙せつで、さしたる脅きよう威いにはなりえない。

　しかし、彼女が発する殺気は紛まぎれもなく本物だった。戦せん闘とうにおいては、感情の動きが大きくその流れを左右する。裂れつ帛ぱくの気合いが、多大な実力差をひっくり返した例はいくらでもある。

「おああああっ！」

　事実、さとりの繰くり出す氷撃はその感情に呼応するように威い力りよくを増していった。しかし、サンジュと彼女の実力差は、気合い云うん々ぬんでどうにかなる範はん疇ちゆうになかった。

「効かねえっつーの！」

　その上、能力的な相あい性しようが悪すぎた。サンジュは次々と炎を出現させ、彼女の氷をことごとく融ゆう解かいさせる。何度やってもその攻こう撃げきが、結けつ晶しようの一欠片たりともサンジュに届く事はなかった。

「はあ……はあ……死……ねえっ！」

　さとりは明らかに自分の限界を超こえて力を行使していた。次し第だいにその息は乱れ、目は血走っていく。しかし、彼女は何度防がれようとも攻撃の手を休めようとはしなかった。

「無む駄だだっつってんだよ！」

「……ぐ」

　更さらに不毛な攻撃を幾いく度どか繰り返した後、さとりはついに力ちから尽つきたように膝ひざをついた。

「うぜえんだよ、大人しくしとけ」

　駆かけ寄ったサンジュは、さとりをうつ伏ぶせに組み敷しいて、完全に拘こう束そくする。

「は、放せえっ！」

「テメエ、なんでここまでする？」

「お前が……ママを殺したからだっ！」

「またそれか。俺様がなんでそんな事しなきゃなんねえんだよ」

「そんなの私が知る訳ないっ！」

「無む茶ちや苦く茶ちや言ってんじゃねえぞコラ」

　さとりは首だけを動かして、より一層の憎悪を込めた視線をサンジュに向ける。

「私は……私は確かに見たんだ。お前が、火猿がママを焼き殺す所をっ！」

　その殺気は紛れも無く本物で、彼女が虚きよ偽ぎを語っているとは考えられなかった。

「だったら祭こいつが生きてるわきゃねえだろうがっ！」

「だから未来での話だっ！」

「そんなバカな話があってたまるか！」

「うるさいっ！　私の……私の目の前でっ！」

　さとりは力の限り暴れ回るが、サンジュは拘束を緩ゆるめない。

「逆さか恨うらみは結構だがな、喧けん嘩か売っていい相手かどうか考えろや」

　徐じよ々じよにその圧力を高めていった。

「ぐ……く……そ……出てけ……ママから出てけよっ！」

　しかし、さとりの戦意は衰おとろえるどころか、更に激しさを増していた。

「おおおおおおっ！」

　[image: 迸]ほとばしる絶ぜつ叫きようと共に、さとりの全身が氷の結晶で覆おおわれた。

「くっ……」

　サンジュは思わず手を離はなす。解放されたさとりは、結晶の中心で、その目に相も変わらぬ憎ぞう悪おの炎を滾たぎらせていた。

「おー怖こええ怖え。まあテメエが、俺様がマツリを殺したなんつう妄もう想そうを信じ込んでるのは、よーく分かったぜ」

「ふざけるなっ！　妄想なんかじゃ──」

「いいか、一つだけ言っとくぞ」

　サンジュは一いつ瞬しゆんにしてさとりの懐ふところに潜もぐり込んでいた。彼女の全身を覆っていた氷の結晶は跡あと形かたもなく融解する。

「俺様は何があってもマツリの味方だ」

「ど、どの口がそんな事……」

「テメエ、相手の心が読めんだろ？　俺様がホラ吹ふいてるかどうか確かく認にんしてみろや」

「う、うるさいっ！　それはそんなに都合よく使えないんだっ！」

　掌に氷の結晶を顕現させ、サンジュに攻撃を仕し掛かけようとしたさとりだったが、

「か……はっ……」

　その腹に、サンジュの拳こぶしがめり込んでいた。さとりはその場に崩くずれ落ちる。

「いいか、本来俺様にここまで逆らったゴミは半殺しにするところだが、テメエはただの勘かん違ちがいのガキだかんな。この辺で勘かん弁べんしてやるからとっとと消えろや」

「ぐ……お前の情けなんていらないっ！　さっさとママみたいに殺せばいいでしょっ！」

　サンジュは軽く嘆たん息そくした後、さとりの胸むな倉ぐらを摑つかんで無む理り矢や理り引き起こした。極限まで顔と顔を近づけて、告げる。

「テメエが祭こいつの事を本気で大事に思ってんだったら、俺様が本当に敵かどうか、よく頭冷やして考えてみろや」

　さとりの瞳ひとみを直視する。

「う……」

　先に目を逸そらしたのはさとりだった。その事を恥はじるように、サンジュの手を勢いよく払はらいのけて再度、憎悪の籠こもった視線を向けてくる。

「火猿……お前は必ず私が殺してやるっ！」

　さとりは捨て台詞ぜりふを残して、脱だつ兎との如ごとく駆けだした。その姿は瞬またたく間に結界の範はん囲いを越こえ、夕ゆう闇やみに染まり始めている街の中に消えていく。

「ちっ……何だってんだよ一体」

　サンジュは、忌いま々いましげな呟つぶやきを漏もらす。さとりが本気で祭の身を案じている事が痛いほど伝わってきたので、感情の落とし所が見つからない。

「俺様が祭を殺す……だと」

　そんな事は天地がひっくり返ってもありえない、と断言出来る。だが、さとりの言動も間ま違ちがいなく真実の重みを伴ともなっていた。

　サンジュは胸中に忍しのび寄る得体の知れない負の感情を抑おさえながら、ゆったりと歩きだした。




　　　　４




「この女は……」

　裏路地の寂さびれたビル群の一角に存在する質しち屋や、胡う乱ろん堂どう。そこの店主、陽ひの本もと・Ｆ・蕩とう子こはそうするのが世の理ことわり、とでも言わんばかりに畳たたみに寝ねそべって爆ばく睡すいしていた。

　和服のミニスカートとでも形容すべき衣い装しようはその端はし々ばしがめくれ上がっており、異様な程ほどに白い肌はだをさらけ出して、あられもない姿でカウンター奥の畳にへばりついている。

　呆あきれた事にこの店は、この有様で二十四時間営業を謳うたっている。一体他の客が入ってきたらどうするつもりなんだろうか。

「んあ？」

　サンジュが何の遠えん慮りよもなくその尻しりをけっとばし、蕩子はようやく目を覚ました。

「およ？　祭ちゃん」

　全身から漂ただようどうしようもないアンニュイ感は別に寝起きだから、というわけではなく、彼女自身の特性なんだろう。

「蕩子さん、こんにちは」

　ん、と気だるげに頷うなずいた蕩子は、ぼさぼさの髪かみに手て櫛ぐしをあてながら、サンジュに視線を向けた。

「おー、おかえり、火猿君。いやー、渦っちに感謝ですにゃ」

　サンジュの表情が固まった。

「テメエ……相変わらずムカつくぐらいに情報が早えな」

「んー、ていうか、火猿君の復活はともかくとして、渦っちが厭鳴館襲しゆう撃げきしたのって、裏では結構話題になってるけど」

「……ちっ」

　不快気なサンジュに対して、蕩子はあくまでマイペースに話題を変える。

「で、なんじゃらほい？　貸せるお金なら今全然ないけど、はは」

　確か質屋というものは、質草と引き換かえに、金銭を貸し付ける場所だったような気がするんだが。

「んなもん誰だれも期待してねえよ……ちと厄やつ介かいな事になっててな、テメエの意見が聞きたい」

「ありゃ、真ま面じ目めな感じのお話ですか、んじゃお茶でも用意するから座って待っててちょ」

　蕩子は言い残してふらり、と奥の部屋へ引っ込んでいった。靴くつを脱ぬいで上がり込んだ祭は、あまりに雑然とした空間に息を吞のむ。

　棚たなという棚は、鏡や杖つえのような妖あやしげなアイテムで埋うめ尽つくされ、畳もそのスペースのほとんどが山の様な書物で埋め尽くされている。その辺に転がっている瓶びんに詰つめられた緑色の液体の中で、何かが蠢うごめいたような気がしたが、全力を以もつて無視した。

　奥の方に設置されたちゃぶ台に、書物を搔かき分けながら辿たどり着き、なんとか一息ついたところで、後方からにゅっと蕩子の手が伸のびてきた。

「ほい、どうぞ」

「う……」

　祭は出された液体を見て、微かすかに呻うめき声をあげてしまった。そのおどろおどろしい色合いは人間界の飲みものではありえない、と自信を持って断言出来る。

　サンジュが自分の体長ぐらいある湯ゆ吞のみを器用に傾かたむけて啜すすり始めた所からするに、毒物の類たぐいではないのだろうが蕩子が出して来た、という時点で不安しか感じられない。

　一月前の事件でも便へ泥どろ蛙がえるという、魔遊庭の奥地に生息する生き物を原料とした膏こう薬やくを塗ぬりつけられて、トラウマになりかけたという苦い思い出があった。

「およ、祭ちゃん飲まないの？　縊くびり捩ねじれ茶ちや」

　どう考えても飲食物に付けられる名めい称しようではないし、語ご呂ろが悪すぎる。が、さすがに一回も口をつけないのも礼を失すると思い、恐おそる恐る湯吞みを口まで持っていった。

「あれ？」

　しかし、予想に反してその味は意外に普ふ通つうというか、どちらかといえばいける部類に入るものだった。何ともいえない独特の香こう気きが口こう腔こう内に拡ひろがっていく。

「あ、飲んじゃったよ」

「いや……おかしいよね。その反応おかしいよね蕩子さん」

　蕩子は受け流すように蟲こ惑わく的な表情を浮うかべ、解説を始めた。

「魔遊庭には腐ふ葉よう虫ちゆうっていう丁度、動物と植物の中間みたいな生物がいるんだけどね、そいつをこう、きゅっと捩じるようにして地面からひっこ抜ぬくと、口からえげつない色の液体を出すんだよ。んでそれを──」

「いらないから……その説明いらないから。そしてこれももういらないから」

　祭は必死に蕩子の口を塞ふさいで、縊捩茶をちゃぶ台の反対側までつき返す。

「えー、全部飲めば色々とビンビンになるのに……じゃ、こっちにする？」

　どこに隠かくし持っていたのか、ちゃぶ台上にはいつの間にか、普通の緑茶が置かれていた。

「こういうのあるなら最初から出してほしいんですけど……」

「で、どんな話でしょ？」

　祭のジト目付き抗こう議ぎは華か麗れいにスルーされていた。

「ああ、ちっとわけの分からん事態が発生しててな……」

　サンジュもサンジュで、流れを無視して勝手に説明を始めてしまった。

　所在の無くなった祭は仕方なく目の前の緑茶に手を伸ばし、情報の再さい確かく認にんの為ために、サンジュの説明に耳を傾けた。

　祭の娘むすめだと自じ称しようする、さとりという少女の出現。不可解な点ばかりの彼女の出自。サンジュへの異様な敵意。そして彼女が語った、火猿が祭を殺す、という未来の出来事。

　全すべての説明が終わった後、蕩子は少しだけ視線を虚こ空くうに漂わせ、思案するような表情を見せた後、祭に向き直って悪戯いたずらめいた笑えみを浮かべた。

「で、そのさとりって子の父親は誰かな？　火猿君？」

「ぶふうっ！」

[image: ]

　祭は瞬しゆん間かん的に、口に含ふくんだ緑茶を一いつ滴てき残らず吐はきだした。それは大量の霧きりとなってサンジュに降り注ぐ。

「何しやがるっ！」

「だ、だって……蕩子さんが、いきなり変な事言うから」

「えー、でもさ、火猿君と祭ちゃん、仲良いんだもん。なんかもう長年連れ添そった熟年夫ふう婦ふって感じ？」

「ふ……ふ！」

　この上ない程ほどに挙動が怪あやしくなる祭だったが、サンジュは微み塵じんも動じていない。

「バカか、こんなションベン臭くせえガキ相手にするかってーの」

　一人だけ慌あわてているという事態が余計に恥はずかしくなって、更さらに顔面が紅潮する。手で自らの顔をぱたぱたと扇あおぐ。

　そんな両者の様子を見た蕩子が、

「あのさ、前から思ってたんだけど……火猿君ってホモなの？」

「ぶふうっ！」

　今度はサンジュが茶を噴ふき出す番だった。

「あつうっ！」

　その飛沫しぶきは盛大に祭に降り注ぐ。

「うう……びしょびしょ」

「うわー、お手本みたいなコント展開ですな」

「ゲホッ……なに感心してやがんだこのカスッ、テメエのせいだろうが！」

「だってさー、魔遊庭にいた頃ころ、私がいくら誘ゆう惑わくしても乗ってこなかったしさ。近すぎて麻ま痺ひしてんのかも知れないけど、祭ちゃん、相当可愛かわいいと思うんだよね。隣となりにいて何も感じないってのは、さすがに男として問題があるんじゃないかと疑っちゃうにゃー」

　蕩子は顎あごに人差し指を当てて、からかうように続ける。

「そういえば火猿君、相当モテてたのに、ことごとくみんな袖そでにしてたよね。かわいそうだったなー、特に犬の人とか犬の人とか犬の人とか」

「あ、あいつの話はどうでもいいだろうがっ！」

　サンジュが輪を掛かけて狼ろう狽ばいする。そういえば一ヶ月前も蕩子の口からそのフレーズが出て来たような覚えがあるが、一体誰だれなんだろうか。

「……大体よ、テメエや枷人の女共はともかく、マツリは人間だろうが。ふざけた事ぬかしてんじゃねえよカスが」

「あ～火猿君、遅おくれてるなあ。人間と枷人のハーフだって前例が無い訳じゃないでしょ？　大体、好きになっちゃったら、国こく籍せきも世界も種族も性別も関係無いよ」

　最後の一つは関係無くはないと思うのだが。

「まあいいや、そろそろ本題に戻もどろっか……問題なのは、そのさとりって子が、どこから来た誰なのかって事だよね」

　祭は無言のまま、こくこくと首を縦に振った。

「うーん、タイミング的に考えて、渦っちが無関係だとは思えないんだよね」

　サンジュは表情を苦み走らせながらも、肯こう定ていの意を示した。

「確かにあの野や郎ろう、俺様をマツリに会わせるように仕向けたり、ミイラ女よこしたり、裏でこそこそしてやがんだよな。越界異聞で人様の過去を勝手に探さぐってやがったしよ」

　その聞き慣れない単語が出た瞬間、蕩子がぴくりと眉まゆを動かした。

「ちょい待ち、火猿君、渦っちって越界異聞持ってたの？」

「ああ、どっからかっぱらってきたんだか知らねえが、俺様を復活させる前に情報を確認してたみてえだな」

「……ふーん、なるほど」

　蕩子は何かに納なつ得とくしたように、深く頷うなずいた。

「えっかいいぶん？」

「対象者の体の一部を触しよく媒ばいにする事で、その人物の過去の情報を読み取れるっつう、ろくでもねえアイテムだ」

「過去をって……そんな……」

「そうだよねー、反則だよねー。だから越界異聞は、個人で持ってたらそれだけで極きよつ刑けいっていうＳ級妖よう具ぐに指定されてるんだけどね」

「まあ、Ａ級をしこたまそのへんに転がしとく奴やつの言う台詞せりふじゃねえけどな……妖具管理局の連中がみたら卒そつ倒とうすんぞ、これ」

　サンジュは呆あきれた様子で、店の至る所に転がっているアイテム群に目をやった。そういえば先月の一件でも、説明の際に怪しげな鏡が使用されていたが、サンジュの物言いから察するにあれも所持しているだけで罰ばつせられるような代しろ物ものらしい。

「にゃはは、まあ魔遊庭に置いといて悪用されるよりはいいんでない？」

「テメエの使い方を悪用と言わずしてなんつーんだよ……まあいい、なんか思いついたみてえだな。とっとと先に進め」

「はいはい。今回の件に絡からんできそうなのは、越界異聞のもう一つの力の方かな」

「もうひとつ？」

「そう、というかむしろ、越界異聞はそっちのせいでＳ級指定になっちゃってるんだけどね。過去視ってだけならそんなに珍めずらしい特性じゃないし」

「なんだそりゃ？　俺様も知らねえぞ」

「ああ、未来視の方は情報統制されてて、あんまり広くは知られてないからねー」

「未来視、だと？」

「うん、それもちょっと特とく殊しゆなね。もっかい確かく認にんするけど、そのさとりって子は、娘むすめって言ってる割に、祭ちゃんに全然似てないんだよね。でも、その言動からして全くの噓うそを言ってるようにも見えない」

　祭は無言のまま、こくりと頷く。

「ひょっとしてさ、その子、人の心が読める的な事、出来たりしない？」

「な、なんでそれを……」

　その情報はまだ蕩子に告げていないはずだった。

「あー、やっぱりそうなんだ。いや、さとりって名前聞いた時から、そうじゃないかな、とは思ってたんだけどね」

　蕩子は前置きしてから言葉を繫つなげる。

「渦っちが厭鳴館に侵しん入にゆうした時、数ある貴重な妖具には目もくれずに、火猿君の灰だけを盗ぬすんでったみたいなんだけど。裏情報によるとなんか、すぐに戻もどってきて、もう一つ、あるものを強ごう奪だつしていったって」

「あるもの？」

「うん、まあものっていうかなんていうか……それと渦っちの能力と越界異聞が合わさったと考えると……いや、我ながら突とつ拍ぴよう子しがなさすぎるかにゃ」

　蕩子は何やら呟つぶやきながら、首をかしげている。

「おいコラ、一人で納得してねえで説明しろや」

　サンジュが苛いら立だったように蕩子を急せかす。

「うーん、ちょっとアレな仮説だから、話半分に聞いて欲しいんだけどね」

　蕩子は珍しく、少し口くち籠ごもりながら言葉を発した。

「二人とも、パラレルワールドって聞いた事あるかな？」
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　　　　１




「う……あう」

　頭が痛い。割れるように。

　麦代自然公園という、静かで落ちつける場所を発見した私だったが、その中に入った矢先、急激に激しい頭痛が襲おそってきた。路上で目を覚まして以来、断続的に起こってきた現象ではあったけど、ここまで酷ひどいのは初めてだった。

　緑に囲まれた風景の中を、頭を押さえながら彷徨さまよう。

「私……どうしちゃったの？」

　意識が混こん濁だくし、まるで自分が自分でなくなっていくような喪そう失しつ感かんが襲ってくる。まるで頭の中から記き憶おくが吸い取られていくような感覚に、私は恐きよう怖ふを覚えた。

「いやだ……」

　ただでさえはっきりしない記憶なのに、それまで失ってしまったら私は一体どうなっちゃうんだろうか。

　流出を繫ぎとめる為ために、自分自身の記憶を必死で検けん索さくする。私の中で一番鮮せん明めいな記憶は何？そんなの言うまでも無い。ママだ。

　花村祭。私のママ。ドジで、抜ぬけてて不器用。何をやるにも失敗だらけだったけど、いつも楽しそうに笑ってた。曖あい昧まいな記憶の中で、鮮せん烈れつな光を放つママとの思い出。

　思い出せる。私は確かに思い出せる。当時の感情やママと過ごした時間を。

　私はそっと目を閉じて、記憶の海に沈しずんでいった。




　夏休みの宿題の定番である自由研究。適当に朝顔の観察日記でも捏ねつ造ぞうして済ませようとしていた私だったが、たまたま手にした図ず鑑かんに私の目は釘くぎ付づけになった。黒い光こう沢たくを放つ、滑なめらかなボディ。威い風ふう堂どう々どうと屹きつ立りつする一本角。男子ならずともロマンを搔かきたてられる、そいつの名はカブトムシ。

　私は一いつ瞬しゆんでそいつに魅みせられた。研究対象はこれしかない。夕食の席で、興奮気味にママにその事を告げると、

「よし、じゃあ明日あしたお母さんと一いつ緒しよに捕とりに行こう！」

　どん、と胸を叩たたいて自信満々に告げるママの様子を見て、私の脳のう裏りに浮うかんだ言葉は、不安の二文字のみだった。

　そういう予感はえてして的中するもので。

「うわ、わっ」

　間ま抜ぬけな声と共に　ママが木に抱だきつくような格好のままずり落ちて来た。

　喧けん嘩かを売ってるとしか思えないような太陽からの一方的な熱照射に加えて、殺人的なこの湿しつ度ど。クーラーのある生活に慣れきった身には、些いささか厳しい状じよう況きようだった。

「ママ……もういいから帰ろうよ」

　私はげんなりしながら、額からとめどなく流れる汗あせを拭ぬぐう。

　●●●ちゃんのママって若くて綺き麗れいだね、ってみんなによく言われるし、身内のひいき目を抜きにしてもママの外見は相当なレベルだと思う。

　だけど、今のママはといえば、せっかくの綺麗なストレートの黒くろ髪かみはぼさぼさになって、汗で顔にひっついているし、腕うでとか足にも沢たく山さん擦すり傷きずが出来ている。服装だって、擦すり切れたジーンズに無地のＴシャツっていう、洒落しやれっ気のかけらもないものだ。

「あー、うん、でもちょっと待っててね、●●●。お母さんなんだか楽しくなってきちゃったし、もうちょいで捕れそうだからっ」

　どこをどう見ても、もうちょいには見えなかったけど、ママはまるで子供のような屈くつ託たくのない表情で、木に登り始めた。

　すぐさま「ひいいっ」という女らしさのかけらも無い悲鳴とともにずり落ちてくる。飾かざらないのはママのいいとこなんだけど、もうちょっとこう……どうにかならないのかな。

　数十分後。

「やった、捕れたよっ！」

　カブトムシに対する情熱を完全に失い、木こ陰かげで休んでいた私は、一ひと際きわ大きいママの声に顔をあげた。

　ママは本当に嬉うれしそうに、ぱたぱたと私の所まで駆かけ寄ってきて、メスだけどねっていう前置きをしてから、手にしたそれを私に差し出した。

「ママ……これって……」

　それがカナブンだと、私には言いだせなかった。




　私が中学一年生の時の事だ。

「ちょっとママッ！」

　反はん抗こう期まっさかりだった私は学校から帰るなり、声を荒あらげてキッチンへかけ込んでいった。

「おー、おかえり●●●」

「おかえりじゃないよっ！」

　私は鞄かばんから弁当箱を取り出し、洗い物をしているママの脇わきに、叩きつけるように置いた。

「あれ、全然減ってないね……どしたの、お腹なか痛いの？」

「違ちがうよっ、これ見て何も思わないの！」

　私は激げき昂こうしながら弁当箱の中身を指差す。

「何って？」

　ママの作るお弁当は、味はいいけどとにかく見た目が悪い。一つ一つの形も歪いびつだし盛りつけのセンスも皆かい無む。おまけに今日のは茶色系のものばかりで彩いろどりの欠片かけらもない。

「こんなの恥はずかしくて学校じゃ食べられないよっ！」

　私の友達はみんないい子ばかりだから、面と向かってお弁当の見た目を馬ば鹿かにするような事はなかったけど、うわあ、っていう感じの視線は毎日のように感じていた。

　入学してから一ヶ月。我が慢まんに我慢を重ねてきた私だったが、男子の「はは、なんだ、それ食いもんかよ」という一言で決けつ壊かいした。その男子には往復ビンタを二セットくらわせてやったが、そんなもんでは気が収まらない。

「そっかあ」

　しかし、ママはさして気にした様子も無く、能天気に笑った。ママはいつもそうだ。私がどんなに生意気な態度をとってもにこにこしているだけで、全く動じない。その事が私を更さらにイラつかせる。

「……明日からはお弁当いらない。パンでも買ってくからお金ちょうだい」

　ママは私の意見を完全に黙もく殺さつして、弁当箱と箸はしを渡わたそうとしてくる。

「まあとりあえず食べようよ、ここなら誰だれも見てないから、ね？」

「……いらない」

「でも、お昼食べてないんじゃ、お腹減ってるでしょ？」

「そんな事な──」

　その時、悪あく魔まのようなタイミングでお腹が鳴った。

「あはは、やっぱりあたしと似てるなー」

「……くっ」

　無む性しように腹が立った。世の中はこんなにイライラする事だらけなのに、なんでママだけいつも楽しそうにしてるんだろうか。

　ママはミートボールを箸で摘つまんで私の眼前にかざす。

「ほら、おいしいからさ」

「いらないって言ってるでしょっ！」

　それは反射だった。私は咄とつ嗟さにママの手を払はらいのける。弾はじき飛ばされたミートボールが、べちゃっという音と共にフローリングの床ゆかに落ちた。

「あ……」

　やってしまった。ここまでするつもりはなかったのに。場の空気が凍こおりつく。さすがに平手の一つでも飛んでくると覚かく悟ごしたけど、

「はい、三秒たってないからセーフッ」

　ママは床に転がったミートボールをひょい、と摘むとそのまま自分の口へと放ほうりこんだ。

「知らない？　ママが子供の頃ころ流は行やった、三秒ルールなんだけど」

　そのあまりに自然な笑え顔がおに、私は絶句するしかなかった。当てつけや皮肉じゃなく、ママは完全に素すでやっている。

「ば、馬鹿じゃないのっ」

　感情の整理がつかなくなった私は捨て台詞ぜりふを残して、自分の部屋へと逃にげこんだ。

　まるで自分が世紀の大犯罪でも犯おかしたような罪悪感が襲おそってきて、漫まん画がを読んでもゲームをしても全く気は晴れなかった。

　夕食時。女二人して黙もく々もくと料理を口に運んでいる。気まずい。ママは平然としていたけど、私にとっては針のむしろ状態だった。

　その空気に耐たえきれなくなった私は、料理を急いでかきこんで、席を立った。ママの脇を通ってリビングのドアへと向かう。そのまま出て行こうとしたけど、私の手は動かない。何か声をかけてくれるかも、という淡あわい期待もあったが、いつまで待っても反応はなかった。

　ママは怒おこらないし、優やさしいけど、甘くはない。自分から行動を起こさなければ、解決はやってこない。

「……ママ、ごめんね」

　ぼそりと呟つぶやいた瞬しゆん間かん、柔やわらかな感覚が後頭部を包む。香こう水すいは使っていないはずなのに、すごくいい香かおりがした。ママの匂においだ。

　私は無言で振ふりむいて、その胸に顔をうずめた。

　次の日のお弁当は、ちょっとだけカラフルだった。




　それからも思春期故ゆえの細かい反はん抗こうは沢たく山さんあった。

　でも、ある時を境にして私の意識は変わった。どんなに当たり散らしても微笑ほほえみを絶やさないママの反応に、怒っているのが馬鹿らしくなり、そもそも自分が何に対してあんなに腹を立てていたのかが分からなくなり、私の反抗期は終わりを告げた。

　その反動か、それ以降の私は以前にも増してママにべったりになった。

　私がよく笑ったり、やたらと明るく振る舞まうのは間違いなくママの影えい響きようだ。でもいくらやってもママみたいに自然な感じにならない。友達にもチャラいとかケーハクとか言われちゃうし、私自身もそう思う。

　でも私はママになりたいわけじゃない。あんな風になれたらいいな、とは思うけど、あの天然っぷりは真似まねしようとしてできるもんじゃない。とりあえず今はママの傍そばにいられるだけで幸せだった。

　だって私は、ママが大好きだから。




「ママ……」

　ゆっくりと目を開ける。間ま違ちがいない。こんなにはっきりとママとの思い出が浮うかんでくるんだから、私はママの娘むすめで間違いない。

　ママの事を考えると力が湧わいてくる。記き憶おくが失われていくような感覚もいつの間にか、なりを潜ひそめていた。

　ただその一方で、曖あい昧まいな部分が多すぎるのも事実だった。私自身についての思考を巡めぐらせる。

　気が付いたら道路に投げ出されていた。

　あったのは断だん片ぺん的な記憶と、天てん啓けいのように降ってきた、ここが過去の世界だという確信。それと微かすかに感じた、ママの気配というか、匂いだけ。

　それを辿たどって行った先で私が目もく撃げきしたのは、紛まぎれも無く若い頃のママだった。あの女の子がそのまま年をとったら、まさに記憶の中のママになる。性格に全く変化が見られないのも非常にママらしかった。

　どんなに荒こう唐とう無む稽けいだろうと、状じよう況きようは私が未来からタイムスリップしてきたという事実を示している。

　しかし、そう考えると分からないのは火猿の位置付けだ。私の記憶では奴やつは、粗そ野やな雰ふん囲い気きを醸かもし出す青年だったし、あんなに口やかましく騒さわぐような性格じゃなかった。

　そして決定的な違い和わ感かんは、ママとの関係性だ。

　ママは火猿を絶対的に信しん頼らいしている様子だったし、火猿のママに対する態度にも、演技っぽい感じは一いつ切さいなかった。

『テメエ、相手の心が読めんだろ？　俺様がホラ吹ふいてるかどうか確かく認にんしてみろや』

　火猿の言葉が脳のう裏りをよぎる。あの瞬間は匂いが降りて来なかったけど、そんなものなくても分かっていた。認めたくないけど……あの火猿は私の知っている火猿とは何かが決定的に違ちがう。

「一体……どうなってんの」

　歯は嚙がみする。じゃあ私の見たあの……絶望的な光景は何だったのか。




　私の視界の先には火猿が佇たたずんでいる。その目からは生気が失われており、表情もどこか病的だ。

「やめて……やめてよっ……」

　火猿は片手でママの首を鷲わし摑づかみにして、そのまま体ごと持ち上げている。ママの目の焦しよう点てんは虚うつろで、意識はほぼ失われかけている。口の端はしからは泡あわのようなものが溢あふれ出ていた。

　私と火猿の間は炎ほのおの壁かべが展開されており、どうやっても破る事が出来無い。何度も何度も何度もそこに叩たたきつけた私の手は、ひどく焼け爛ただれていた。

「こいつのせいで……みんな死んだ」

　火猿は陰いん鬱うつな表情のまま、ぼそりと呟く。

　何を言ってるの？　ママのせいで人が死ぬ？　そんな事あるわけない。争いや諍いさかいとは最もかけ離はなれた所にいる人なのに。

「あ……」

　瞬間、ママの体が炎に包まれた。

　目の前で起こっている光景が認識できない。燃える、私のママが燃えている。不自然なほどに鮮せん烈れつな赤色に支配されたその体は、最初の方こそ痙けい攣れんしていたものの、すぐにその動きを止めた。

「こうするのが……遅おそすぎた」

　火猿の呟きと共に、真っ黒な人型の物体が地に落ちる。

「う……ぞ？」

　ママが……死んだ？

「う……わああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　絶ぜつ叫きよう。

　火猿がこっちを見た。その瞳ひとみには全くと言っていい程ほど、感情の色が宿っていない。

　なんだ、それ。

　人のママを殺しておいて、なんだ……その目は。

「殺す……殺してやる火猿……殺してやるううううううううううううううううううううっ！」

　私の意識は唐とう突とつにそこで途と切ぎれた。




「く……」

　何回思い出しても吐はき気を催もよおすような光景だ。

　私は地面に氷の結けつ晶しようを出現させた。苛いら立だち紛れにそいつを思いっきり蹴けり飛ばす。小気味良い音を立てて粉々に破は砕さいされたが、私の心はささくれ立ったままだ。

「……あれ？」

　そこでふと、気がつく。なんで私はこんな異能の力を使えるんだろうか。あのマミーに指し摘てきされた時は深く考えないで流しちゃってたけど……

　ママは人間なんだから、その娘である私がこんな枷人みたいな力を使えるなんて、不自然だ。考えられるとすれば父親が……

「……父親？」

　ママに聞かれた時もそうだったけど、いざ思いだそうとしても何も浮かんでこない。いたという事だけは覚えているが、何重ものフィルターを通しているかのように、記き憶おくに靄もやがかかっている。

　私の能力を鑑かんがみると、氷雪を操あやつる系統の枷人の可能性が高いんだけど、まるで父親に関する事こと柄がらだけがごっそりと抜ぬけ落ちてしまっているような……

　いや、違う。私は根本的な間ま違ちがいに気がついた。父親に関する記憶が無いんじゃなくて、ママに関する事しか思い出せない。

　その事実を認識した瞬しゆん間かん、

「ぐっ……」

　思考を阻そ害がいするようなタイミングで頭痛が襲おそってくる。そして再び記憶が抜け出していくような感覚が襲ってきた。

　やめろ、私から記憶を奪うばうな。私はママの──花村祭の娘むすめ、花村さとりだ。

「ん？　さとり……」

　何かが引っ掛かかった。そういえば、さっきの回想の時、ママが私の名前を呼ぶ場面で、そこだけノイズが入ったような感じになって上手うまく聞き取れなかったけど、あれは何故なぜだろう。

　そもそも、私はなんで自分の名前が花村さとりだと思ったんだっけ……そうだ、道みち端ばたで目が覚めた時だ。あの時、混乱する記憶のなかで、「さとり」というフレーズが鮮烈に頭に浮うかんできたんだっけ。じゃあそれは何故？　分からない。

　さとり、悟さとり、サトリ……ん？

　カタカナのイメージが浮かんだ所で私の思考は固まった。

　強きよう烈れつな不安感が去来する。なんだかわからないけど……この感覚はヤバい。それ以上は踏ふみ込んではいけない、と本能が警けい鐘しようを鳴らしていたが、私は呟つぶやかずにはいられなかった。

「私は……誰だれ？」




「ハハ、実にいいタイミングでその疑問に辿たどり着いたっ！」




　不意に、後ろから肩かたを摑つかまれた。

　反射的に振ふり返って息を吞のむ。

「だ、誰？」

　それまで、他者の気配など微み塵じんも感じられなかったのに、その男は瞬間的に湧わいて出たかのように、平然と立っていた。

「はじめまして、かな、ガール花村さとり。まあ君の記憶からすればの話だけど……ああ失礼、僕は渦鴉って者だけど」

「あんたが……渦鴉？」

　スーツ風の衣い装しよう、やたらに瘦そう身しんで、色白の肌はだ。五忌獣の一角としてその名を轟とどろかせる枷人が、こんな優やさ男おとこだとは思わなかった。というか、どちらかというとその顔立ちは女寄りだ。

　抱いだいていたイメージとのギャップに固まってしまったが、はっと、我に返る。こいつは……ママに危害を加えようとしている敵だ。

「クク、そんなに怖こわい顔をするなよ。僕の持っている情報は君にとって有益だと思うけどね。例えばさっきの疑問の答え、とか」

　心臓が、跳はねた。

「……私に何が起こってるか知ってるの？」

　渦鴉はやたらに大おお仰ぎような仕草で、両手を掲かかげて見せる。

「ああ、ほぼ全すべてと言っていいだろうね」

　その態度はやたらに尊大。まるで自分以外の者を全て小こ馬ば鹿かにしているような印象を与あたえる男だった。

　生理的嫌けん悪おを抑おさえて、問い掛ける。

「……教えて」

　私は渦鴉ににじり寄る。事を構えるのは情報を引き出してからでも遅おそくない。

「ハハ、事を焦あせるなよ、さとり嬢じよう。こういうのはねっとりと時間をかけて──」

「いいから早くっ！」

　舐なめ切った様な態度が癪しやくに障さわり、ただでさえ気の立っていた私は声を荒あらげる。

「やれやれ、しょうがないな……結構ショッキングだと思うけど、覚かく悟ごはオッケー？」

　私は苛いら立だちを抑えながら無言で頷うなずく。渦鴉はそれでは遠えん慮りよなく、という前置きをしてから　口を開いた。

「端たん的てきに結論だけを言えば──君は花村さとりじゃない」

　思考が一いつ瞬しゆん、断絶された。

「は？　何言ってんの？　私は確かに花村さとり──」

「本当に？」

　いつのまにか渦鴉の顔面が目の前にあった。だらりとのばしきった舌が、私の頰ほおに触ふれそうになる。

「くっ……」

　私は反射的に飛び退すさった。何だこいつは。気持ち悪い。肌がぞわりと粟あわ立だつ。

「よく考えてみなよ、君が誰で、どこから来て、どこに向かおうとしているのかをね」

　渦鴉は、私が嫌悪を抱いている事がまるで快感であるかのように、嬉き々きとして続けた。

「私はママの娘で……未来からタイムスリップして……」

「ハハ、肉体を伴ともなったタイムスリップ！　本当にそんなことが可能だと思うかい？　時に干かん渉しようできる僕ですら、今回の実験でようやくその縁ふちに手をかけただけにすぎないってのに」

　実験という単語が引っ掛かったが、問い質ただす暇ひまも無く渦鴉の言葉は続く。

「客観的に考えてみなよ、君と花村祭の外見的な差異を。たとえ相手の男がどんな容姿、背格好であろうと、あの娘むすめから君は生まれない」

　それはママからも指し摘てきされたし、私自身も心の奥では疑問に思っていた事だった。でも、

「ち、違ちがう、私は……私は、ママの娘だよ……記き憶おくだってちゃんとあるし……」

　さっきの回想以外にもいくらでも思い出せる。大好きなママと過ごした、大切な時間。

「ははっ、君の主張はある意味間違っていない。その記憶は確かに花村祭の娘のものだ。それを踏まえた上で問おうか──君は本当に花村祭の娘なのかい？」

「……え？」

　脳内を直接殴なぐられたような衝しよう撃げきが襲おそう。なんだ、こいつは何を言ってる？　記憶はママの娘なのに、私はママの娘じゃない？

　分からない。渦鴉の言葉が具体的に何を意味しているのかは全く分からないが、それは私にとって致ち命めい的てきなもののような気がした。足元が瓦が解かいしていくような強烈な不安が私を蝕むしばんでいく。

　渦鴉はそんな私をあざ笑うように口の端はしを吊つり上げた。

「君は、平行世界という概がい念ねんを知っているかな？」

　いきなり話があさっての方向に飛んだ。そんなものと私と、一体何の関係があるっていうのか。しかし、私の反応を待たずに渦鴉の話は、勝手に進んでいく。

「まあパラレルワールドとも言い替かえられるかな。似たような世界観をベースとしながらも、発生する事象や、存在する人物などが微び妙みように異なる、隣となり合った世界。もしあの時こうしていたら、というｉｆの可能性が実際に起こっている、無限に分ぶん岐きしていく世界群だ」

　その概念自体は聞いたことがあるが、所しよ詮せんはフィクションだ。渦鴉が何を言わんとしているか、話の終着点が見えてこない。

「それを踏ふまえた上で、こいつの登場だ」

　渦鴉はその懐ふところから一冊の古ぼけた書物をとりだした。

「こいつは越界異聞。有名だから名前ぐらいは聞いたことあるだろうけど」

　見たのは初めてだが、その情報は私の記憶の中に存在していた。確か、対象者の遺伝子情報を媒ばい介かいにする事で、その人物の過去の出来事を映し出す妖よう具ぐだったはずだ。

「いや、ほんとに値打ち物だよ、こいつは。過去視なんてのは凡ぼん庸ようだけど、これの真骨頂は、Ｓ級妖具に指定される要因となった裏の能力だ」

「裏の、能力？」

「そうだ。こいつの真の能力は『パラレルワールドにおける未来の様子を映し出す』というものでね。いや、実に実に実に刺し激げき的だっ！」

　渦鴉が口にした言葉が荒こう唐とう無む稽けいすぎて、うまく頭に入ってこない。そもそもパラレルワールドなんてものがあるわけがない。

　しかし、渦鴉は相変わらず人の反応など気にしていなかった。それが存在する、という前提で話が進んでいく。

「一口にパラレルワールドといっても実に多種多様でね。例えば大戦において枷人が敗北せず、マキナリアとの闘とう争そうが泥どろ沼ぬま化かした世界。人間の科学の発展が遅おそく、枷人が人間界においても頻ひん繁ぱんに半妖体を晒さらして幅はばを利きかせている世界。三種族間の交わりが皆かい無むで、それぞれが独立した発展を遂とげた世界。そして──」

　渦鴉は一いつ拍ぱく置いて、嫌いやらしい笑えみと共に言葉を放った。

「火猿が花村祭を殺害する世界」

「……え？」

　おかしい。ここでその例を出すのは明らかにおかしい。渦鴉は私達とは直接関係ない、もしもの世界の話をしてる。

　火猿がママを殺すのは、ここから繫つながる未来の話のはずだ。でも奴やつの言い方だとそれはまるで──

「グレート、おぼろげながらに察したようだね。そう、花村祭が火猿に殺害されるという事象は、この世界の、無数に展開する分岐が行きつく先の、一ひと握にぎりの可能性に過ぎない。もしかしたらそういう事もあり得る、という程度の。つまり、君の記憶にある未来は、この世界が辿たどり着く未来じゃない」

「な……にを……」

　言ってるんだこいつは。

「君の世界はこの世界とは違う進路を辿った未来、という事になる。すなわち、この世界の時間軸じく上では、何十年待っても君は生まれない」

「私が……生まれない？」

「そうだ、君はこの世界の花村祭や火猿と接せつ触しよくして、何かおかしいと感じなかったかい？　彼女らがこのまま時を重ねたとして、君の記憶にある世界に辿り着くと思う？」

　……思わない。渦鴉の質問は私が心の奥底に持っていた違い和わ感かんそのものだった。ママの性格こそそのままだったものの、ママと火猿の不自然なまでの信しん頼らい関係はどう考えてもおかしい。

「そう、君の世界では現時点より十年前、火猿が灰になって消しよう滅めつする、という事象が発生しない。どんなファクターが絡からんだ結果かは知らないが、それはつまり、この世界で九年前に起こった、花村祭と火猿の邂かい逅こうが発生しないという事を意味する。結果、両者の運命は劇的な差異を伴ともなって分岐していく」

　ぱちり、とピースが合わさっていく。しかし、それに反比例して私の精神はずるり、と剝はがれ落ちていくようだった。

「君の世界では、ここから十数年後、火猿が花村祭を火ひ達磨だるまにする、という事態が発生するわけだが、この世界の未来はそこに向かわない。二つの世界は完全に分岐した状態であり、地続きじゃない」

　渦鴉の言葉をゆっくりと咀そ嚼しやくする。

　それが本当なら喜ばしい事だ。ママの命が危険に晒されない、というのであれば、私に異論があろうはずもない。

　でも……でも……

「そんな……それじゃあ私は……パラレルワールドの未来から来たってこと？」

「バッド、四十点だね。さっきも言ったけど、肉体を伴ったタイムスリップなんて不可能なんだよね。確かに君の記憶はパラレルワールドの未来における、花村祭の娘むすめのものだよ。その絶対的な事実を提示した上で、もう一度分かりやすく聞こうか──君の体は本当に花村祭の娘のものかな？」

「…………え？」

　渦鴉は両手をポケットに突つっ込み、極きよく端たんな前まえ屈かがみになって、くぐもった笑いをあげた。

「おさらいするけどね。この越界異聞は、『パラレルワールドにおける未来の事象』を映し出す事が出来る。そしてこの僕、渦鴉の能力は、『物体の時間の抽ちゆう出しゆつ』だったりするんだよね」

　芝しば居いがかった語り口で、渦鴉の講こう釈しやくは続く。

「この物体ってのの定義が厄やつ介かいでね。例えば戦せん闘とう時、相手の使う武器の過去の時間を抽出して、原材料レベルまで戻もどして無効化する事は可能でも、相手の枷人自体の時間を抽出して、老化させたり幼児まで戻したり、なんて事は出来ない」

　当然だ。そんな事が可能なら、渦鴉に敵かなう者なんて誰だれもいなくなってしまう。

「でも最近、ちょっとだけレベルアップしてさ、範はん囲いが広がったんだよね。そのおかげで、火猿の灰なんてグレーゾーンの代しろ物ものからも抽出できるようになったし、後は……」

　渦鴉は目をかっ、と見開いて私を見つめた。

「生き物の記憶、とかね」

　どくん、と心臓が一ひと際きわ大きく脈打った。本能が、これ以上思考を進める事はやめろ、と警けい鐘しようを鳴らす。

　渦鴉は越界異聞の表紙を、自らの指でとんとん、と軽く叩たたいた。

「まあそれも対象が目の前にいればの話でさ。さすがにこの中からなんて無理かな、と思ってたんだけど、ダメ元で試ためしてみたら……出来ちゃったんだよね」

「出来たって……何が？」

　困こん惑わくする私をよそに、渦鴉の話はまたあさっての方へ飛んでいた。

「数日前、僕は火猿の灰を奪だつ取しゆする為ために、魔遊庭の厭鳴館へ赴おもむいた。で、その警備隊の中にえらくレアな枷人がいてさ。その稀き少しよう性故に、なんかの実験材料にされてたんだろうね。かわいそうに人格や感情が希き釈しやくされて、まるで人形みたいだったよ」

　やめろ……でも、聞きたい。私の中で背反する思いがせめぎ合う。

「他者の心を読むという能力を持った枷人。その名は『サトリ』」

「サ……トリ？」

　その名詞が何重にも反はん響きようしながら脳内に響ひびく。

　失われていた……いや、無意識に抑おさえ込んでいた記憶が湧わきあがってくる。

　そうだ、確かにそういう名めい称しようの枷人は存在する。だがそれは固体名ではなくて種族名だ。いくら稀少種とはいえ、火猿や渦鴉のように一体しか存在しない固有名詞ではない。

　違ちがう、私はそんなんじゃない。花村さとり、というれっきとした一個人だ。

「哀あわれに思った僕は考えた。彼女を抽出した記憶の器うつわに出来ないか、ってね」

「ま……さか？」

　そんな……そんな馬ば鹿かげた所業が可能だっていうの？

「そう、君は『パラレルワールドにおける、花村祭の娘の記憶』と『僕が瀕ひん死しの重傷を負わせた枷人、サトリの体』が混ざり合った結果、一時的に生まれた合成物にすぎない」

「う……え……おえ」

　胃液が、逆流する。

「や……めろ……それ以上……話すな」

　気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い。

　吐はき気をこらえながら渦鴉を睨にらみつける。忌いま々いましい事に全すべての辻つじ褄つまが合う。なぜ私が心を読む、氷雪を操あやつる、という関連性の無い二つの能力を使えたのか。

[image: ]

　私の記憶は人間のママと、氷雪を操る枷人の間に生まれたハーフの子のものだ。そして肉体は他者の心を読む、サトリのもの。

　心情把は握あくというハードに、氷雪系というソフトがインストールされた結果、私という歪いびつな存在が、生まれた。

「もう分かってるとは思うけど、君の世界における花村祭の娘は、さとり、なんていう名前じゃない。花村さとりは、『花村祭の娘』と『枷人、サトリ』の記憶が混同した結果生み出された、実在しないキャラクターだ」

　噓うそだ、そんな筈はずは無い。私は花村さとりだ。

　でも……でも……さっきの回想において、私が名前を呼ばれたシーンは全部ノイズに塗まみれて聞き取ることが出来なかった。私の脳が無意識的にそのシーンだけを排はい除じよした？　それは何故なぜ？　事実と認にん識しきに矛む盾じゆんが生じるから。つまり……私の名前はさとりじゃない？

「ああ、ちなみに教えておこうか。越界異聞によれば、花村祭の娘の本当の名前は──」

「や……めろおおおおおっ！」

　私は渦鴉の言葉を搔かき消すように絶ぜつ叫きようを[image: 迸]ほとばしらせる。

　奇き妙みような確信があった。その名前を耳にしてしまったら、私という存在が……終わる。

「よくないよくないよくないな、女の子がそんな大声をあげるのは。ま、でも嫌いやなら伏ふせておこうか。せっかく可愛かわいらしい名前なのにもったいない」

　渦鴉は、相変わらずの芝居じみた挙動でせせら笑う。

「初めてなんでどうなるかと思ったけど、うまい具合に二者が混同したみたいだね。やはり生物の脳というものは、与あたえられた環かん境きよう下で都合の良いように記き憶おくを改かい竄ざんするものらしい。いや素す晴ばらしい素晴らしい素晴らしい、実験は大成功だ！」

　嫌だ嫌だ嫌だ認めたくない。私は花村さとりだ！

「ま、とりあえずの種明かしはこんなとこだけど……どうする？　君は大好きなママの娘じゃないよ」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、私の中で何かが音を立てて崩ほう壊かいしていった。

「う……うわああああああああああっ！」

　私は氷の槍やりを顕けん現げんさせ、絶叫と共に渦鴉に突つっ込んでいった。

　何も考えられない。考えたくない。にやけきったその顔面に槍を突き入れようとするが、

「その攻こう撃げきは面おも白しろくないっ！」

　渦鴉の眼前の空間が歪ゆがみ、透とう明めいな渦うずのようなものが出現する。私の槍は、それに触ふれた瞬間、跡あと形かたもなく消え失うせてしまった。

「くっ……」

　再び槍を形成して攻撃を試みるが、結果は同じだった。己おのれの身に降りかかる攻撃を、ことごとく無効化する絶対的防ぼう御ぎよ。

「僕と喧けん嘩かしようって？　ハハ、そう死に急ぐ事もないでしょ。どのみちくたばり損ぞこないの枷人の体なんだ。記憶の崩壊も始まってるみたいだし、ほっといても長くは持たない」

　そんな事は言われなくても分かっていた。限界まで達した頭痛と、飛びそうになる意識を、なんとか怒いかりでごまかしているような状態だ。

「ママ……」

　半ば無意識にその名を呼ぶ。滑こつ稽けいだ。ひどく滑稽だった。このままではママが死んじゃう、と思って必死に火猿から引き離はなそうとしてたけど、死ぬのは私の方だったんだ。

　私は自じ嘲ちようしながら立ち上がった。二つの世界に直接的な因果関係が存在しない以上、たとえこの世界の火猿をどうにかしても、私の世界のママの運命が変わる事は無い。だったら私がここにいる意味はもう無い……ただ、一個だけ、どうしてもやっておかなければいけない事がある。

「お前だけは……道連れにする」

　飛びそうになる意識を必死で繫つなぎとめ、渦鴉を睨みつける。

「へえ、まだそんな気力があるんだ」

　こいつは危険だ。この世界がどういう顚てん末まつを辿たどるかはわからないけど、この男はここのママを殺す、という目的で動いている。私はもうどうなってもいいけど、それだけは……それだけは阻そ止ししなければ。

「ママに手を出す奴やつは……許さない」

「いいねえ、素晴らしい目だ、実にエクセレント！　たまらないね。そんな必死な目を見せつけられたら……精神を叩たたき折ってやりたくなるじゃないか!!」

　渦鴉の瞳ひとみが、それまでにも増して嗜し虐ぎやくの色に染まった。

「黙だまってようかと思ったけど、隠かくし玉を教えてあげよう」

　渦鴉は気味が悪いくらいな急角度に、口の端はしを吊つり上げた。

「これ以上何を──」

「火猿は花村祭を殺害していない」

　その言葉が脳内で何重にも反はん響きようしていく。しかし、意味のある情報として受け取る事ができなかった。

「ああ、ちょっと分かり辛づらかったかな。僕が言っているのは、勿論ここではなくて、君の世界での話だ」

「ふ、ふざけた事を言うなっ！」

　じゃあ私が目もく撃げきしたあれは何だったのか。ママは確かに火猿に全身を焼き尽つくされて黒くろ焦こげになっていた。ただの人間であるママがあんな事をされて生きていられる訳が無い。それともあれは火猿じゃなかったとでも言うつもりだろうか。

「まあ確かに、君の立ち位置じゃ、理解出来なくても無理はない……これは火猿の遺伝子情報を媒ばい介かいにしたものだけど、直接見て納なつ得とくしてもらおうか」

　渦鴉は越界異聞を開いて、嬉き々きとして私に見せつける。

「さあさあさあ、これが君の世界の真実だっ！」

　そこに映し出されたものを目撃した私は、愕がく然ぜんとした。

「な……にこれ？」

　そこにはママが火猿に燃やされ、私が絶ぜつ叫きようして意識を失った後の出来事が映し出されていた。

　食い入るように凝ぎよう視しする。

「そ……んな……」

　結論から言えば、確かにママは火猿に殺されてはいなかった。でもこれは……これは……

　展開されるあまりの光景に、私の前には絶句という選せん択たく肢ししか存在しなかった。

「おいおい、面白いのはここからだよ」

　このまま見続ければ、最悪の事態になるのは分かっていた。しかし、見ずにはいられない。

　そして、決定的な瞬間が訪おとずれる。

　それを目撃した瞬間、私の中で……全すべてが終わった。

「う……噓うそだ……ママが……ママが……」

「ハハ、いいねいいねいいね！　絶望に染まっていく弱者の顔を眺ながめるのは、実に甘美だ！」

　寒くも無いのに体が震ふるえだした。駄だ目めだ……これは……駄目だ。

「君の記憶はこの時点で終わってるだろ？　つまりはそういう事さ。君の記憶が帰るべき場所は、もうどこにも存在しない」

「……黙れ」

「これを目の前で見てみたいんだよ、僕は。だからこそ花村祭を殺す！」

「……黙れ」

「という事で、君のママもすぐに追いつくからさ。安心して死になよ」

「黙れえええええええええっ！」

　力の限り、妖よう気きを放出した。怒ど濤とうの如ごとく上空に出現した無数の氷ひよう塊かいが、私の周囲の空を埋うめ尽くしていく。

「お、これはなかなか。火猿と同じで、感情によって戦せん闘とう能力が上下動するタイプかな」

　こんな奴に……こんな奴にママをやらせない！

「死ねええっ！」

　激情と共に、指を差し向ける。氷塊は、その全てが渦鴉に向かって一いつ斉せいに降り注いでいった。がぎり、がぎり。すり潰つぶすような音と共に渦鴉の体が氷塊に埋もれていく。

「っく……はあ、はあ……」

　氷の山はぴくりとも動かない。

　これで五忌獣を倒たおせたなどとは思わないが、少なくとも手傷くらいは──

「多少は面おも白しろい……が、こんなもんじゃまだまだまだ、僕は興奮しきれないな！」

　突とつ如じよとして極大の渦うずが巻き起こった。氷塊は溶とける、という過程をすっ飛ばして、結けつ晶しようの一ひと粒つぶたりとも残さずに消しよう滅めつしていた。

「な……」

　かすり傷の一つすら負っていない渦鴉が、薄うす笑わらいを湛たたえていた。髪かみをかきあげて、呟つぶやく。

「ま、でも限界が見えちゃったね。君はもういいや」

　瞬しゆん間かん、目の前に何かの影かげが迫せまる。

「ご……ふっ」

　尋じん常じようじゃない衝しよう撃げきが腹を襲おそう。

　殴なぐられたんだ、と悟さとった次の瞬間、渦鴉は私の首を摑つかみとって軽々と宙に掲かかげていた。

「が……」

　渦鴉は特に何かの能力を使用した訳じゃない。ただ圧あつ倒とう的なスピードで私の眼前に迫り、ただ圧倒的な力で殴りつけただけ。

　渦による絶対防ぼう御ぎよ云うん々ぬんの以前に、肉体の基本スペック自体が私なんかとはかけ離はなれている。

「いい顔だっ！」

　渦鴉は嬉々として、再び同じ場所を殴りつけた。

「ごげああっ！」

　自分のものとは思えない声と共に、大量の血が口から溢あふれ出る。なんだこれ……生き物の拳こぶしがもってていい威い力りよくじゃない。

「ぐ……ひ……う……」

「はははっ、マーベラスマーベラスマーべラスッ！　虐しいたげられる弱者の囀さえずりは甘美かつ優美にして耽たん美びっ！」

「マ……マ」

　こんな奴やつにママが殺されるのは絶対に許せない。私の命なんかいくらでもくれてやるから、道連れにしてやりたい。でも……でも、駄目だ。こいつ、強すぎる。私じゃ無理だよ。

「誰だれか……誰かママを助けてよ」

　涙なみだで視界が滲にじみ、意識が朦もう朧ろうとしていく。

　悔くやしい。渦鴉の歪ゆがんだ笑いを止める事も出来ずに死んでいくしかないのが、ただただ悔しかった。

「ははは、それは無理だねっ！　君のママはこの僕が殺すんだからっ！」




「やってみろやコラ」




　それは、拳だった。およそ荒あら事ごとには向いていないような華きや奢しやな拳。その拳が渦鴉の頰ほおに突つき刺ささり、顔面が歪んでいく。

「え……」

　私が声を発した瞬間、スローモーションは終わりを告げ、渦鴉の体が唸うなりをあげて吹ふき飛んでいった。

　ママの顔をしたそいつは、投げ出される形になった私の頭にぽん、と手を置いて笑った。

「喜べや、母ちゃんが助けにきてやったぞ」
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　サンジュはさとりの頭から手を放し、大の字になっている渦鴉に向かって叫さけびを放つ。

「さっさと立てやこのゲス野や郎ろうが！」

「ハハ、このベストタイミングで登場とは……やっぱり何かを持ってるね、君は」

　怒いかりなど毛頭感じさせずに、心底嬉うれしそうに立ち上がり、血の混じった唾つばを地面に吐はきつけた。

「テメエ……わざとくらいやがったな」

「然しかり然り。あそこで無効化しちゃったら興きよう醒ざめもいいとこだろ？　空気の読める男だからね、僕は」

「ちっ……おい小こ娘むすめ、動けるか？　邪じや魔まだから下がってろ」

「火猿……なの……なんで……私を助けるような真似まねを？」

　さとりは口の端はしの血を拭ぬぐいながら、息も絶え絶えに言葉を絞しぼり出した。

「バーカ、昨日自分で言ってただろうが。テメエはマツリの敵じゃねえ……だったら俺様にとっても敵じゃねえんだよ」

「火猿……」

「どうやら蕩子の予想はほぼ的中してるみてえだな……糞くそ鴉がらす、テメエ随ずい分ぶんと下らねえ真似してくれたな」

　サンジュはさとりから目を離はなし、渦鴉に怒ど気きを孕はらんだ視線を向ける。

「蕩子？　ああ成なる程ほど、あのふざけた女の入れ知ぢ恵えね。ハハ、事情を察してるなら話は早い。さとり嬢じようの投入によって大分面おも白しろみが増したとは思わない？　花村祭の殺害なんて、ここの君からしてみたら冗じよう談だんとしか思えないだろ。どうだい、大好きな祭ちゃんを殺したなんて言われた気分は？」

「ゴチャゴチャうっせえんだよ」

　サンジュの全身から、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが噴ふきあがる。

「気に入らねえ……俺様と闘やりてえんなら直接くりゃあいいだろうが。小娘使って下らねえ小細工する必要がどこにあったってんだ」

「大ありだよ、僕は存分に楽しんだ。いや、君にも見せたかったな。自分が真っ当な生き物じゃないと知った時の彼女の顔を」

　背後で、満まん身しん創そう痍いのさとりがびく、とその身を震ふるわせた。

「クク、ただの合成物のくせにママ、ママ、なんて囀さえずっちゃって滑こつ稽けい極きわまりなかったよ」

「この……ゲス野郎がっ！」

　サンジュは全身に炎を纏まとわせながら指を鳴らした。

「異い界かい捻ねん転てんっ！」

　その台詞せりふに同期して自然公園の風景が希き薄はく化し、様相を変へん貌ぼうさせていく。

　次の瞬しゆん間かん、サンジュと渦鴉は、魔遊庭の荒こう涼りようとした大地で対たい峙じしていた。

「ふーん、空間の捻じ曲げか。随ずい分ぶん面めん倒どう臭くさい事するね」

「テメエを全力でぶちのめす為ためだっ！」

　体内に灰が戻もどってきたせいか、今回はさとりだけ対象から外すという微び調ちよう整せいに成功した。これで周囲に気を遣つかう事なく力を行使できる。

「っらあ！」

　炎に包まれた拳こぶしを握にぎり、渦鴉に猛もう進しんしていった。

「はい、残念」

　渦鴉が発生させた防ぼう御ぎよ渦うずによって、纏った炎が『無かった時間』に戻される。ただの単純なパンチと化した拳は、容易たやすく弾はじかれた。

「そうそう何発もご祝しゆう儀ぎでくらってやるわけにはいかないからね」

「ああそうかよっ！」

　瞬間的に炎を纏わせたサンジュが努ど濤とうの連れん撃げきを繰くり出すが、渦鴉の周囲全面を覆おおうように展開された防御渦の群れは破れない。

　枷人としての力を抜ぬいた、純じゆん粋すいな身体能力は渦鴉の方が圧あつ倒とう的に勝っている以上、ただの拳撃になり下がったサンジュの攻こう撃げきが当たる道理はなかった。

「まだだね、まだまだだよ火猿っ！　大分ましになったけど、まだ本来の君には程遠いっ！」

　渦鴉は余よ裕ゆう綽しやく々しやくにサンジュの手首を摑つかみ取る。

「ぐ……お」

　その驚きよう異い的な握あく力りよくで手首を締しめ付けていく。

「放し……やがれっ！」

　サンジュは苦し紛まぎれに蹴けりを放つが、片手を拘こう束そくされている状態ではまともに力が入らない。

「はは、女の子の体でそんなに足を上げるもんじゃないよ、スカートの中が丸見えじゃないか」

「く……余裕ぶってんのがムカつくんだよっ！」

　サンジュは一いつ瞬しゆんにして赤黒二色の炎を全身に纏わせる。

「黒縄絡炎っ！」

　縄状に絡からみ合った炎は唸うなりを上げて渦鴉に襲おそいかからんとするが、

「だから無む駄だだって」

　防御渦は、その灼しやく熱ねつの炎すらも完全に消し去ってしまった。

「く……」

　歯は嚙がみするサンジュに対して、渦鴉が嘲あざけりを向ける。

「まさかまさかまさかそれで全力って訳じゃないよね。確かにこのレベルなら五百年級くらいは一ひと捻ひねりだろうけど、これで火猿を名乗ろうってんなら笑っちゃうね」

　渦鴉の防御渦は完全無欠というわけではない。事実、火猿として数百年前に一度手合わせした時は、それを突とつ破ぱした事があった。その許容限界を超こえたエネルギーを集約させればダメージを通す事は出来る。

　しかし、今現在のサンジュはその方法を持ち合わせていない。いかに祭との相あい性しようがいいといえど、万ばん全ぜんの状態の火猿には遠く及およばない。

「ねえ、こないならこっちからいっちゃうけど」

「──っ！」

　思考の間かん隙げきをついて、渦鴉の拳が眼前に迫せまっていた。咄とつ嗟さの反射で腕うでをクロスさせて防ぎ、直ちよく撃げきは避さけたものの、後方に吹ふき飛ばされる。

「く……このバカ力がっ」

　何とか着地したサンジュだったが、

「いらっしゃい」

　そこには迅じん雷らいの如ごとき速度で先回りした渦鴉が待ち構えていた。体勢を整える暇ひまさえ与あたえられずに、蹴りが放たれる。

　脇わき腹ばらに重機が衝しよう突とつしたかのような衝しよう撃げきが加えられ、サンジュはもんどりうって地面を転がっていった。

「ぐうううっ」

　ようやく回転を止めた先には、またしても渦鴉が先んじて屹きつ立りつしていた。

「こんにちは」

　顔面に向かって一直線に足が振ふり下ろされる。

「くっ」

　間かん一いつ髪ぱつで首を反らすものの、反動をつけたもう片足のつま先が、先さき程ほどと同じ脇腹に突つき刺ささった。

「お……ごえ」

　転がされた先で悶もん絶ぜつする。

「おいおいおいおいおいよしてくれよ火猿、せっかく復活させてやって、更さらに力を発揮出来るようなお膳ぜん立だてまで整えてやったのに、こんなもんなの？　ほんとにこんなもんなの？」
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　サンジュにその挑ちよう発はつに答える余裕は無く、咳せき込みをおさえて立て膝ひざの体勢になるのがやっとだった。

「く……そが」

「……がっかりだよ。君なら僕をもっともっともっとエクスタシー的な領域に誘いざなってくれると思ってたのにさ」

　渦鴉は嘆たん息そくしながら、ゆったりと歩み寄ってくる。

「まあしょうがない、だったら次にいくまでだ」

　渦鴉は軽く足を掲かかげた後、無造作に振り下ろした。

「がああああああっ！」

　めぎり、という音と共にサンジュの膝の骨が叩たたき折られる。

「アンバランスはよくないよね」

　軽快な調子で呟つぶやき、もう片方も踏ふみ抜く。

「ご……ああああああっ！」

「これで逃にげ道は塞ふさいだ、と」

　薄うすく笑う渦鴉の右の掌てのひらに変化が起こった。血管がはち切れんばかりに浮うき上がり、掌全体が脈動しながら禍まが々まがしい色合いに変化していく。

「肉体操作の一種でね。妖よう気きを一時的にここに集中させてるんだけど。あ、今いま更さら君に説明しても意味ないよね……死ぬんだし」

　妖気が集約された掌を掲げる。その血管は独立した生物が他ほかの生命を欲ほつしているかのように、不気味に蠢うごめいていた。

「くそっ……たれがっ！」

　両足を砕くだかれたサンジュは、反はん撃げきはおろか立ち上がる事さえままならない。

「いや、しかし、やっぱりなにが一番快感かっていうと、この命を握にぎり潰つぶす瞬しゆん間かんだよね」

　渦鴉が恍こう惚こつの表情を浮かべながら、サンジュの腹を踏みつける。

「く……テメエこれ以上祭こいつの体を──」

「は？　なんかいったかな？」

「ぐ……ああああっ！」

　抉えぐり、圧あつ迫ぱくを強めていく。

「やかましく囀さえずる前に行動で示しなよ。やめて欲しかったら、やめさせればいいんだよ。ま、無理だけど」

　振りかざし、貫ぬき手ての照準をサンジュの心臓に合わせる。

「あれあれ、ここまで追い詰つめても、奥の手とかなんも無いの？　酷ひどい酷い酷過ぎるよ火猿っ！」

「ぐ……あ」

「はあ……もういいや」

　渦鴉の目が殺意に彩いろどられる。

　サンジュの背筋に冷たいものが走る。

　次に放たれるのは間ま違ちがいなく致ち命めい的てきな一いち撃げきだ。だが、それを理解した所で、抗こうしうる手段が無い。

「はい、終わりっ！」

　渦鴉が大きく反動をつけて必殺の貫手を振り下ろした。

「く……ちくしょ──っ!?」

　それが心臓に達する寸前、

「──っ！」

　突とつ如じよとして両者の間に黒い影かげが割り込んできた。

「テ……テメエ、どうして」

　その少女、花村さとりは腹の中心を貫つらぬかれながら、笑った。

「へへ……なんとか……間に合った」

　そのままばたりと地面にくずおれる。

「嫌いやな……匂においがしたから……来ちゃった」

「バ、バカがっ、そんな状態で……」

　空間の捻じ曲げ自体はそこまで高度な技術では無いが、まさか満まん身しん創そう痍いのさとりが、わざわざ追ってくるなどとは考えもしなかった。

「ママ……もう死んじゃ……やだよ」

　荒あらい息で体を上下させながら顔をあげる。

「……二回も……目の前で……ママが死ぬのは……いや」

　サンジュに縋すがるような視線を向ける。

「火猿……お前はママの仇かたき……絶対に許さない……でも、今ここにいる君は……サンジュは、嫌きらいじゃない……」

　その瞳ひとみには、はち切れんばかりの憎ぞう悪おと僅わずかばかりの信しん頼らいが混在していた。

「お願い……ママを……守って」

　言い残して、瞳を緩ゆるやかに閉じた。

「おい小こ娘むすめ……ちょっと待てやテメエそれはねえだろうが！　そんな勝ち逃げみてえな──」

「ハハハハハハッ！」

　サンジュの叫さけびは渦鴉の大たい笑しようによって遮さえぎられた。

「なんだこれ、なんだこれ。面おも白しろすぎるだろ。いいよ、実にいい。人形がぬにいんぐぎるよみうを守って死ぬなんて、最高の見せ物じゃないか、実にブラボーだっ！」

「テ……テメエエエッ！」

　サンジュが激げき昂こうに言葉を荒げたその瞬間、

（な、なんだ？）

　体が勝手に動いた。拳こぶしを握りしめて、全力で地面に叩たたきつける。手の甲こうの皮がめくれ、血が滲にじむ。

（まさか、マツリ……か？）

　今現在、肉体の主導権を握っているのはサンジュで、その最中に祭の意識が表層に上って来る事は無い。しかし、サンジュの意思に反して体は勝手に動き続ける。

　サンジュの手は、慈いつくしむようにさとりの髪かみを梳すいていた。

「マ……マ？」

　微かすかに瞼まぶたを開いたさとりがうわ言のように呟つぶやく。

　サンジュの体は、眼前の渦鴉を見み据すえ、立ち上がった。いつのまにか驚きよう異い的な速度で、砕かれた膝ひざの再生が終わっている。

（こ、こいつは……）

　サンジュは驚きよう愕がくする。体の内側から湧わき上がる感情の滾たぎりに。

　怒いかり。それは純じゆん粋すいな怒り。その感情は時として火に例えられるが、溢あふれんばかりのそれは紅ぐ蓮れんの実体を伴ともなって、全身に表出した。

　祭には怒りという感情が欠落している。そう思っていた。だが、サンジュは実感する。祭は自分自身に関して無む頓とん着ちやくなだけなのだ、と。一ヶ月前の時もそうだった。祭は自分の親しい者が傷付けられた時、烈れつ火かの如ごとき嚇かく怒どを見せる。

　祭の激情に呼応して、体内から妖よう気きが無む尽じん蔵ぞうに湧き起こってくる。しかし、意識が混在した不安定なこの状態ではその制せい御ぎよもままならない。

「マツリ……テメエの気持ちは分かった。後は俺様に任せろや」

　瞬しゆん間かん的に体の強こわ張ばりがすっ、と引いて、肉体の主導権がサンジュに戻もどってきた。しかし、祭の思いは滾る炎ほのおとなって確かに残っている。

　サンジュは渦鴉に指を突つきつけ、力の限り叫びをあげた。

「テメエは……俺様とマツリでぶっ殺す！」
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「ん、なんかちょっと雰ふん囲い気き変わった感じ？」

　渦鴉の問いには答えずに、その懐ふところに一直線に踏ふみ込んでいく。

　この感覚には覚えがある。一ヶ月前、粘性機群が祭の体に入り込もうとした直後も、祭との繫つながりが飛ひ躍やく的に向上したような状態になった。あの時と同じだ。収まりきらない力が噴ふん出しゆつしてくる。

「テメエの体で知れやっ！」

　炎を纏まとった拳は、当然の如く防ぼう御ぎよ渦うずに阻はばまれたが、今までとは違ちがう確かな手て応ごたえがあった。

「オラもう一丁っ！」

　再度、阻まれる。しかし、僅かに渦がたわんだ。

「おおおおおおっ！」

　サンジュは構わずに、その拳を振ふり抜ぬいた。炎が歪ゆがみの中にめり込んでいく。

「これは……」

　渦鴉の表情が変わる。

「まだだっ！」

　三度、炎の拳を叩きつける。渦鴉の前面に展開されていた一ひと際きわ大きな渦が、炎と相そう殺さいされる形で霧む散さんした。

「く……」

　渦鴉の顔面が、がら空きになる。

「黒縄絡炎っ、くらえええええええっ！」

　赤黒の炎を纏った四度目の拳が渦鴉の頰ほおを捉とらえた。嵐あらしに晒さらされた紙かみ屑くずのような勢いで、後方に吹ふき飛んでいく。

「やっと……ぶち込んでやったぜ」

　渦鴉が故意にくらった奇き襲しゆうの時とは、明らかに違う手応えがあった。

　数十メートル先、ゆらり、と立ち上がった渦鴉は目をぎょろり、と見開いて言葉を放つ。

「……素す晴ばらしい」

「あ？」

「素晴らしい素晴らしい素晴らしいっ！」

　はしゃぐ子供のように喝かつ采さいをあげた。

「僕の顔面を直接殴なぐった奴やつなんて何百年ぶりだろうか。実に実に実にマーヴェラスッ！」

　虚きよ勢せいや強がりの類たぐいでは無く、本気で悦えつ楽らくに浸ひたるその瞳ひとみには、ある種の狂きよう気きが宿っているように見受けられた。

「この変態が……」

「はは、変態で結構。僕はね、単純に痛めつけるだけじゃ満足できない。無様に抵てい抗こうして足あ搔がいてもがく相手を最後に叩きのめすのが最高！　加か虐ぎやくと被ひ虐ぎやくが混ざり合った所にこそ真のエクスタシーがあるんだっ！」

「そうかよ、残念だったな」

　火猿はその台詞せりふを受け、不敵な笑えみを浮うかべた。

「テメエは今から一方的に殴られるだけだっ！」

　再び拳こぶしに赤黒の炎を纏まとわせ、渦鴉に向かっていった。

「クク、いいねえ、真っ向勝負大いに結構っ！」

　渦鴉も疾しつ走そうを開始した。

「おらあっ！」

「はははっ！」

　炎と渦がぶつかり合った瞬間に相殺され、両者が一いつ瞬しゆん無防備状態になった。すかさず渦鴉が驚きよう異い的な膂りよ力りよくを駆く使ししてのハイキックを放つ。

「甘えっ！」

　サンジュは顔面前に炎の防ぼう御ぎよ壁へきを出現させ、それを防ぐ。

　渦鴉は弾はじかれてたたらを踏んだ。

「ははははははっ！　ブラボーッ！　これぞ正に興奮の極きよく致ちっ！　もっとだ、もっともっともっとこい、火猿っ！」

「テメエに言われるまでもねえよっ！」

　再び両者がぶつかり合う。

「くたばれっ！」

「最高最高最高おっ！」

　それは正に一進一退の攻こう防ぼう。

　片方が攻こう撃げきし、片方が防ぐ。その一いち撃げき一撃の度たびに、魔遊庭の大気が鳴動し、地が震ふるえる。五忌獣と称しようされた者同士の戦いは、ある種の天災ともいえるような様相を呈ていしていった。




「クソが……しつけえんだよ……いい加減にくたばれや」

「クク、どうしたどうしたどうした息があがってきてるよ、火猿」

　幾いく度どにも及およぶ攻防を繰くり返した結果、両者の残り体力に明確な差が現れてきていた。

「まあ、脆ぜい弱じやくな人間の体でよくここまで頑がん張ばったと思うけどね！」

　間かん隙げきをついて渦鴉が眼前に迫せまる。

「くっ！」

　炎ほのおの壁かべを発生させてなんとか防ぐが、限界が近づいているのは確かだった。

「一撃で終わりなんて言ってないけど」

「しまっ──」

　渦鴉の拳がサンジュの腹に突つき刺ささる。

「が……あ」

　ギリギリの所で保ってきた均きん衡こうが破れた。

「ははははははっ！」

　渦鴉は再び同じ場所に拳を叩たたき込んだ。

「ぐ……が……」

　あばらが砕くだける音がして、サンジュが前のめりに倒たおれ込む。

「よかったよかったよかったよ火猿、実によかった満足満足満足っ！」

　張りつめていたものが破られると、その反動も大きい。急速に力が抜ぬけていく。

「さあさあさあ、君についてはもう十分に堪たん能のうした事だし、次にいこうか」

　渦鴉は再び意味深な台詞を発しながら、サンジュの襟えり首くびを摑つかんで無む理り矢や理り身を起こさせた。

「クク、さて最さい期ごにどんな囀さえずりを聞かせてくれるかな」

「ち……くしょうが」

　サンジュは手に炎を宿らせんと試みるが、燻くすぶったような火の粉が発生したのみで、すぐさま消え去ってしまった。

「ははは、それは美しくないなっ！」

　渦鴉は掌てのひらを掲かかげ、そこに再びおぞましい程ほどの妖よう気きを集約させた。

「さあさあさあ、楽しませてくれたお礼にどこに突き刺すか選ばせてやるよ。どこがいい？　胸か腹か、それとも脳のう髄ずいに直接叩きこんで欲しいかなっ！」

　瞳どう孔こうを散大させて、愉ゆ悦えつに顔を歪ゆがめる。

「リクエストが無いなら全部いこうか全部っ！　我ながら名あ……ん？」

「むげん……がいえん」

　その時、サンジュの口が、勝手に動いた。

（マツリ、か？）

　その手が自動的に渦鴉の胸に押し当てられる。

「え？」

　渦鴉の呟つぶやきに同期して、その胸の真ん中に、一つの炎が灯ともる。

「バカな……」

　驚きよう嘆たんの声をあげたのは渦鴉でなくサンジュだった。

　無む間げん涯がい炎えん。相手が消しよう滅めつするまで消える事の無い、正に必殺の炎。火猿が万ばん全ぜんの状態でも余よ程ほどコンディションがよくなければ使用できない大おお技わざだった。

「う、ああああ！」

　眼前の渦鴉はその炎に身を悶もだえさせていた。

　サンジュは軋きしむ体を眺ながめて、笑った。

「まったく……相変わらず祭こいつのやる事は読めねえな」

　祭との繫つながりが更さらに強まっている。混同ではなく融ゆう合ごうに近い一体感。

「な……んだこれはっ！」

　渦鴉は、必死に渦うずを発生させて炎を消去させるが、その炎は消されても消されても際限なく再生されて、渦鴉の身を焼き続ける。

「が……ああっ！」

「ま、完全ってわけじゃねえだろうがよ」

　サンジュの言葉通り、その炎は再生する毎ごとに僅わずかずつではあるが、その勢いを弱めているようだった。

「十分だ」

　炎が完全に消滅した時には、渦鴉の全身は黒く焼け爛ただれていた。呼吸は荒あらく、目は血走り、先程まで見せていた余よ裕ゆうの欠片かけらもみられない。怨えん嗟さの籠こもった視線をサンジュに向ける。

「火猿……貴様ぁ」

「クク、どうしたよ糞くそ鴉がらすちゃんよ。テメエ痛めつけられんのも好きなんじゃなかったか？」

「……黙だまれよっ！」

　声を荒げる渦鴉だが、完全に形勢が逆転した訳ではない。

「いい加減……しまいにしようぜ渦鴉」

　膝ひざに手をつきながらよろよろと立ち上がったサンジュは、渦鴉と対たい峙じする。

　一いつ瞬しゆんの間が空いた後、二人は同時に飛び出していた。

「おおおおおおおおおおっ！」

「火猿ううううううううう！」

　両者の拳こぶしが交こう錯さくする。

　僅かに早く届いたのは渦鴉のそれだった。しかし、サンジュは構わずに拳を振ふり抜く。

「「ぐっ……」」

　両者共にたたらを踏ふんで後退するが、視線が合った瞬しゆん間かん、再び互たがいに向かって突とつ進しんを開始した。

「か……は」

　結果、渦鴉の膝だけが、がくりと落ちる。

「く……なんでだ、なんでだよっ！　なんで人間なんかの体でそこまでの力が出せるんだよ！」

　渦鴉の疑問はもっともだった。疲ひ弊へいしきった両者はすでに枷人としての能力を使用するに至らず、勝負は純じゆん粋すいな殴なぐり合いの領域に突とつ入にゆうしている。

　ならば、生まれながらにして驚きよう異い的な身体能力を有している渦鴉が競せり負ける道理は無い。

「クク……何か勘かん違ちがいしてるみてえだな、渦鴉」

「……どういう事だっ！」

「やかましく囀る前に行動で示したらどうだ。教えて欲しかったら、力ずくで聞きだしゃいいんだよ。ま、無理だろうがな」

「……殺してやる」

　先程の己おのれの台詞せりふを返された渦鴉は、憤ふん怒ぬの表情を貼はり付けて立ち上がる。

　サンジュに向かって猛もう然ぜんと駆かけだした。

「うおおっ！」

「くたばる前に特別に教えてやんよ」

「火猿……死ねええええっ！」

「俺様はなあ……」

　拳が交錯する。

「祭こいつと一いつ緒しよだから強えんだよっ！」

　サンジュの拳が渦鴉の鼻先に突つき刺ささる。

「おらああああああああっ!!」

　咆ほう哮こうと共に、大地に叩たたきつけた。

「かは……あ……あ」

　渦鴉は痙けい攣れんをみせた後、白目を剝むいて完全に沈ちん黙もくした。

「終わっ……たか、畜ちく生しようめ」

　それを確かく認にんしたサンジュも放心したようにその場にがくり、と膝をついた。




「……あ」

　サンジュの意識が抜ぬけ、体の主導権を取り戻もどした祭は、すぐさまさとりの元へと駆け寄った。

「さとりちゃんっ！」

　身体中が死にそうなほどに痛むが、そんな事気にしてはいられない。

「ハハ……、凄すごいねママ、あんな化け物に勝っちゃうなんて」

　その呼吸は弱々しく、虚うつろな眼球は焦しよう点てんが合っていない。命の灯ひが消えかかっているのは明白だった。

　いつの間にか降りだした、濁にごった色の雨がその顔面を濡ぬらしていく。

「さとりちゃん……ごめんね……ごめんね、あたしをかばったから」

　祭の悲痛な表情にさとりは、明らかに無理をして笑え顔がおを形作る。

「いいんだ……私はどうせ……消える運命だったみたいだし……最さい期ごにママを守れただけラッキーだったよ」

　さとりに触ふれる。その体温は残ざん酷こくなまでに冷たかった。

「やだ……やだよ……」

　祭の瞳ひとみからは大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ち、止まらない。

「はは……ママ、これじゃどっちが子供なんだか分かんないよ」

　祭は言葉を発する事ができない。

「オイ」

　いつの間にか祭の後ろに歩み寄ってきていたサンジュが、さとりに呼びかける。

「火猿……」

「テメエが俺様にした無礼な仕打ちは到とう底てい許されねえが、体を張ってマツリを守った事だけは認めてやる……ありがとよ」

「はは……ほんとに別人みたい……でも、何で私の未来ではあんな……」

　さとりは消え入りそうに呟つぶやいた。

「わからねえ。確かにテメエの世界の火猿はマツリを殺したのかもしれねえ……でもよ」

　一いつ拍ぱく置いて、真しん摯しな言葉を放つ。

「誓ちかってやる。この俺様は死んでもマツリを裏切らねえ」

「……うん」

　さとりは満足そうに微笑ほほえんだ。

「ママを……頼たのむよ」

「ケッ、テメエに言われなくても、こんな危なっかしいやつ、ほっとける訳ねえだろうが」

　話を振ふられた祭は、溢あふれる涙をこらえて目元を拭ぬぐった。

「ママ……撫なでて」

「うん」

　祭はしゃがみ込んで彼女の髪かみに手を当てる。

「あ……」

　その髪を梳すいた矢先、祭の手から黒い色をした灰が零れ落ちた。

「さ、さとりちゃんっ」

　慌あわてて手を離はなし、悲痛な声をあげる祭とは対照的に、さとりは穏おだやかな表情で口を開く。

「ママ……将来ママが結けつ婚こんして、生まれてくるのは私とは全然違ちがう子だと思うんだ。でも……でもやっぱり、私にとってのママはママだけだから……」

　祭はさとりに触れる事も出来ずに、ただただ狼狽うろたえる事しか出来ない。

「ま、待ってよさとりちゃん……」

　しかし、触れずともさとりの灰化は進んでいた。体の末まつ端たん部分から徐じよ々じよに形を失っていく。

「多分ね、もう二度と会えないと思うけど……どうしてもバイバイって言いたくないんだ」

「うん……うん」

　祭は口をおさえて嗚お咽えつをこらえながら、首を縦に振った。

「だから……だからね」

　さとりは満面の笑みを浮うかべる。

「ママ……またね」

　がくり、と首を落とす。

　その身は瞬またたく間に黒い灰と化していった。

「あ……あ……」

　涙がとめどなく零れ落ちる。悲しさだけではない、なにかこう、言いようのない感情の奔ほん流りゆうによる落らく涙るいだった。

　暫しばらくの間、放心状態に陥おちいっていた祭だったが、雨と涙で濡れた顔面を拭い、傍かたわらのサンジュに向かってぼそり、と呟いた。

「ねえサンジュ……さとりちゃんはどこに帰ったのかな？」

「……さあな」

　さとりの人格は記き憶おくだけの存在だった。彼女が自分の世界の肉体に戻もどったのか、それとも完全に消しよう滅めつしてしまったのか、はたまた想像もつかないような顚てん末まつを辿たどるのか。その答えは誰だれにも分からない。

「顔上げろ」

「え？」

　サンジュの声が飛んでくる。

「あいつがどうなったかなんざ知らねえがよ、少なくともあの小こ娘むすめは、テメエのそんな顔なんか望んでねえだろうよ」

　サンジュの言葉をゆっくりと嚙かみしめる。

「そっか……そうだよね」

「ったりめえだバーカ。つーかテメエなんざ能天気にへらへらしてるしか取り柄えがねえんだから、いつまでも下らねえ面つらしてんじゃねえよ」

「はは、サンジュ励はげますの下手だね」

　祭が笑え顔がおを見せたその瞬しゆん間かん、




「……え？」




　いきなり下腹部でごぷり、という音が鳴った。

　祭は自らの腹を見やる。皮ひ膚ふを破って何かが突つき出ていた。

　それは指だ。何者かの貫ぬき手てが後ろから祭の腹を貫つらぬいていた。

「あ……」

　くずおれ、顔面から地面に倒たおれ伏ふす。

「ク……クククク、愉ゆ快かい滑こつ稽けい陳ちん腐ぷ茶番っ！　なんだよさっきのお粗そ末まつな劇は。恥はずかしくて見てられないってぇ！」

　渦鴉だった。完全に意識を奪うばったはずの渦鴉が狂きよう騒そう的な笑みを貼はり付けて、悠ゆう然ぜんと立っている。

「バ……バカなっ！」

　サンジュが驚きよう愕がくに目を見開かせる。

「いやね、『一定以上の損傷を負ったら、全快の状態を抽ちゆう出しゆつする』って寿じゆ命みようを対価とした禁術を体にかけといたんだっけ。あんまり昔すぎて忘れてたよ」

　得意げな渦鴉の台詞せりふはほとんど頭に入ってこない。未知の感覚だった。不思議と痛みは無く、猛もう烈れつな熱さだけが下腹部に集まっていく。

　その熱は瞬く間に脳内にも波は及きゆうし、意識が朦もう朧ろうとしてきた。

「はは……サンジュ、ごめんね。せっかく戻ってきて……くれたのに、今度はあたしが……駄だ目め……みたい」

「バ……何言ってやがるっ！　待ってろ、すぐに俺様が再生……っ！」

　サンジュは祭に乗り移ろうとするが、

「バカな……なんで入れねえっ！」

　祭はその原因を本能で察していた。

　それはつまり致ち命めい傷しよう、死に至る傷。いくらサンジュと祭が、かがりの施ほどこした術で繫つながっていようとも、すでに無くなる事が確定した命には憑ひよう依いできないのだろう。

「おいっ……ふざけんなよバカ娘むすめがっ！」

「こないだと……逆だね……はは──っ！」

　喉のどから血の塊かたまりがせり上がってきて、口から排はい出しゆつされる。その色は冗じよう談だんみたいに鮮あざやかだった。祭の脳内で死という文字が躍おどる。

「何だか──げはっ！」

　再びの吐と血けつ。それはまるで祭の命そのものであるかのように、吐はき出される量に比例して、意識が薄うすまっていく。

「おいマツリ……マツリッ!!」

　サンジュがあらんばかりの声を張り上げているが、それも遠ざかり徐じよ々じよに聞こえなくなっていった。

　祭の脳のう裏りに浮うかんだのは、死ぬ時って案外あっさりしてるな、というどこか人事の様な思考だった。あまりに急すぎて恐きよう怖ふや悲ひ哀あいの感情は湧わいて来ない。ただ一つ、心残りがあるとすれば……

　祭は真っ赤なぬいぐるみの頭にぽん、と手を置いて弱々しく微笑ほほえんだ。

「サン……ジュ……もうちょっと一いつ緒しよに……」

　その手がくたり、と地に落ちた。




「おい……噓うそだろ…………こんなの……テメエのキャラじゃねえだろっ！」

　サンジュは祭の体に飛び乗って、激しく揺ゆさぶる。

「バカ……な」

　ぴくりとも動かない。生なま温ぬるい体温が妙みようにリアルだった。

「ブラボーブラボーブラボーッ！」

　渦鴉が手を鳴らして、はしゃいだ声をあげる。

「信じねえ……俺様は……信じねえ……」

「はは、馬ば鹿か？　馬鹿なの？　君が信じないのは勝手だけど、どう見たってそれ、死んでるっての！」

　祭の上で消え入りそうな声をあげる。

「………してやる」

「え、何だって？」

「……殺して……やる」

　幽ゆう鬼きのような表情を渦鴉に向けた。

「ハハハハッ、殺す？　今いま更さら殺すだって？　いつからそんな生温い思考になったんだい、火猿よ。親しい者を殺されたら女子供だってその思考に行きつくでしょうが。昔の君だったらさっきの時点で僕の息の根を止めてたはずだ。それをしなかった君のミスだっ！」

「だ……まれ……」

　サンジュの表情が著いちじるしく歪ゆがむ。

「いや、黙だまらないね。僕をさっさと殺していればこんな事にはならなかった」

「うる……せえ」

「更さらに言ってやろうか……花村祭が死んだのは君のせいだっ！」

「うるっせえんだよおおおおおおおおおおおおおっ！」

　サンジュは悲痛な咆ほう哮こうを爆ばく発はつさせ、そのまま渦鴉に突つっ込んでいった。

「ハハハッ！　滑こつ稽けいにして無様にして無力っ！」

　ただのぬいぐるみが五忌獣に敵かなう道理がある筈はずも無い。いとも容易たやすく踏ふまれ、地面に縫ぬいつけられる。

「何でだ……テメエ……何でマツリを殺したあっ!!」

　サンジュは己おのれの体を引き千切らんばかりの勢いで暴れ回る。

「クク、これは異な事を言う。平行世界の君だって同じ事してたでしょうが」

「ふざ……けんなあああああああっ！」

「シャラップ。そう声を荒あらげるなよ、火猿。僕はただ無む抵てい抗こうの人間を殺すなんて、面おも白しろみのない事はしない。ここからだ、花村祭はここから次のステージにあがるんだっ！」

「殺す……殺す……殺す殺す殺す殺してやるっ!!」

　サンジュは渦鴉の言葉など全く耳に入っていない様子で怨えん嗟さの叫さけびを撒まき散らす。

「よくないよくない、よくないなその声は。耳みみ障ざわりだ、少し黙って──」

「ころ……す……う……おおおおおおおおおおおおおっ!!」

　めりめりと音を立ててサンジュの体が裂さけていく。腕うでと体の縫ほう合ごう部が千切れ、中の綿が剝むき出しになるが、サンジュは止まらない。

　その鬼き気き迫せまる様子に、さしもの渦鴉も表情を変える。

「へえ……ここまで君と花村祭の結びつきが強いとは思わなかった……でもね」

　一転、その顔面が愉ゆ悦えつに歪む。

「君が苦く悶もんすればするほど、僕は興奮するっ！」

　サンジュを踏みつける足に、抉えぐるような力を込めていく。

「う……がああああっ！」

「ははは、いい囀さえずりだっ、もっとだ、もっと気持ちのいい声で鳴……ん？」

　瞬しゆん間かん、それは起こった。

　後方で唐とう突とつにびくん、という異音がした。サンジュと渦鴉は反射的にそちらを振ふり返る。

「マツ……リ？」

　サンジュは渦鴉に踏みつけられたまま、驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　それは見み間ま違ちがいではなかった。完全に命が尽つきていたはずの祭の体がのそり、と立ち上がる。ぬらり、としたその挙動は、まるで骨や関節が存在していないかのような、人間として不自然なものだった。

「はは、当たりだっ！」

　呆ぼう然ぜんとするサンジュに対して、渦鴉は、まるでこの事態を予測していたかのような反応を見せていた。

　やがて祭の体表に変化が現れる。じわり、と漆しつ黒こくの染しみのようなものが湧きあがってきたかと思うと、尋じん常じようではない勢いで全身に拡ひろがって行く。数秒もしない内に、透すき通るような白しら肌はだは完全に闇やみ色に侵しん食しよくされてしまった。

　変化は色だけに留とどまらなかった。ごきょりごきょり、という生理的嫌けん悪お感かんを伴ともなう異音とともに、全身が粘ねん性せいをもったゲルのような質感に変へん貌ぼうしていく。

「ォ……オルォ……ヲルォオォオォオォオォオォォオオオオオオオオオオオッ」

　それは、獣けもののような形状に変化した口を上げ、異様な咆哮を天に向けて放った。大気の振しん動どうに同期して、纏まとった泥どろの様な漆黒がぼとり、ぼとり、と体表から地面に垂れ落ちている。

「なん……だ」

　それの放つあまりの禍まが々まがしさに、サンジュは言葉を失う。

「エクセレント！　素す晴ばらしい素晴らしい素晴らしいっ！　まさしく、まさしく僕の待ち望んだ展開だっ！」

　一方、渦鴉はサンジュを解放して、異形と化した祭に嬉き々きとして視線を向ける。

「これだ、これだよ、越界異聞に記されていた、花村祭の中に潜ひそむ何か」

「……どういう……事だ」

「クク、パラレルワールドの君に殺された花村祭は、あれと全く同じ変貌を見せていたんだ。なんせ異次元の話だから、同じ現象が起こる保証はなかったけど、上手うまい具合にいったみたいだね。あれならば僕に更なる興奮を──っ!?」

　瞬間、渦鴉の眼前に漆黒の物体が現れた。

「なっ──」

　刹せつ那な、渦鴉の顔面にそいつの拳こぶしが突き刺ささっていた。

　ゴバァ、と何かが爆はぜたような音がして、渦鴉の体が吹ふき飛ばされる。

「……ヲルォ」

　絶句するサンジュの脇わきで、そいつは小さく鳴き声のようなものを発すると、ぐっ、と溜ためを作って爆発的に加速した。視し認にんすら困難なほどの驚きよう異い的な速度で、地に伏ふす渦鴉の位置まで到とう達たつする。

　その首を摑つかんで軽々と持ち上げる。そのままノーモーションで地面に叩たたきつけた。

「が……はっ」

　大地が轟ごう音おんを放って陥かん没ぼつする。

「ヲルォ……」

　微かすかに鳴いた後、遥はるか後方に跳とび退すさり、獣さながらに四し肢しを地につける。

「ど、どうなってる……あの映像ではここまでの化け物じゃ……」

　よろめきながら立ち上がった渦鴉の表情からは、完全に余よ裕ゆうが失われていた。

「ヲルォ」

　唐突に異形の腕うでが凄すさまじいスピードで伸のびた。大気を切り裂いて瞬またたく間に渦鴉に迫せまる。

「くっ……」

　渦鴉は絶対防ぼう御ぎよの渦うずを前面に展開させる。が、

「なっ！」

　異形の腕は、それをいとも容易たやすく突つき破って渦鴉の喉のど元もとに達した。再びその首を摑み取る。

「が……は、放せっ！」

　数十メートルに伸しん長ちようした漆黒のその腕は、渦鴉を拘こう束そくしたまま、鞭むちのようにしなりながら上方に掲かかげられた。

　異形は、無言のまま無機的にそれを振り下ろす。

「う……わあああああっ！」

　渦鴉は遥か上空から地面に叩きつけられる。大地が揺ゆれ、尋常ではない量の土つち煙けむりが舞まい上がる。

　異形は再び爆ばく発はつ的な加速を見せ、土煙の中に突っ込んでいった。

「ぐ……」

　仰あお向むけで悶もだえる渦鴉に馬乗りになり、その腹に拳を振り下ろす。

「が……ごぷっ」

　べぎり、とあばらが破は砕さいする音が響ひびき、渦鴉の口からは大量の血が吐はき出された。異形は微み塵じんの躊躇ためらいも見せずに次の一いち撃げきを叩き込む。

「が……あっ……ふざ……けるなっ！」

　渦鴉は苦痛に顔を歪ゆがめながら、全力を以もつて異形を跳はねのける。四肢をついた異形は、その体表をぼとり、ぼとりと垂れ落としながら渦鴉と対たい峙じする。

「ヲルォ」

「この僕が……この僕が……」

　憎ぞう悪おを込めた視線で異形を見やるが、そいつはなんの反応も見せずに、ただそこに屹きつ立りつしていた。

「化け物……めっ！」

　渦鴉は打だ撃げきを受けた場所を手で押さえながら突とつ進しんし、渾こん身しんの力を込めた拳を放った。

　異形はよける素そ振ぶりすら見せず、渦鴉の拳はその顔面に叩きこまれた。卓たく抜ばつした膂りよ力りよくで放たれたそれは、粘性をもった体表を穿うがって、完全に頭部を貫かん通つうした。

「は、ははは、脆もろい脆い脆い！　やはり僕は虐しいたげる側の──っ!?」

　渦鴉の目が驚きよう愕がくに見開かれる。完全に破は壊かいされたはずの異形の頭部は、即そく座ざに再生を始めていた。地面に落ちた体表が収束し、体を登り、原形が失われた頭部を再構築していく。

「な、なんだよ、こいつ……」

　何事もなかったかのように再生したそいつは短く、鳴いた。

「ヲルォ」

　次の瞬しゆん間かん、その拳が渦鴉の顔面に突き刺さっていた。

「お……ごえ」

　渦鴉は後方に吹き飛ぶ事すら許されなかった。異形のもう片方の手が、後ろから後頭部を押さえこんでいたからだ。女性然としたその顔は、原形を失って陥没し、渦鴉はその場に崩くずれ落ちる。

　異形は再び渦鴉にまたがって、ありとあらゆる箇か所しよに殴おう打だを加え始めた。

　一撃毎ごとに、地面に穿たれた穴が、その範はん囲いと深度を増していく。

「お……ごえ」

　半ば意識を失っている渦鴉からは、潰つぶれたような呻うめき声しか漏もれなかった。

「ヲルォ」

　一撃を加える毎に、異形の口の端はしが吊つりあがっていく。それはまるで、他者の命を己おのれの愉ゆ悦えつの糧かてとしているかのようだった。




「な……何が起こってやがる」

　サンジュは目の前で展開される光景を、啞あ然ぜんとして眺ながめていた。

　死んだはずの祭の体から出現した何かが、五忌獣である渦鴉をまるで歯し牙がにもかけずに蹂じゆう躙りんしている。

　ぐちゃり、ぐちゃり。一撃毎に渦鴉の体が形を失っていく。

「ひ……やめ……」

　渦鴉の消え入るような声が届き、サンジュは我に返った。

「……くっ」

　反射的に異形の元へ駆かけ寄る。

「もうよせっ、マツリ！」

　後ろからのサンジュの呼びかけに、そいつはぴたりと動きを止めた。

　何がどうなっているかは分からないが、この生物は祭だ。少なくとも祭だったものだ。ならば、相手がどんな外げ道どうであろうと、命を奪うばわんとする行こう為いを見過ごすわけにはいかなかった。

「ヲルォ？」

　異形は首だけをぐにゃり、と百八十度回転させ、サンジュに視線を向ける。まともな生物ではありえない挙動。

　瀕ひん死しの渦鴉を解放した異形は、首から下も百八十度回転させ、サンジュに向き直った。

「テメエ……マツリから出て行きやがれ！」
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　その台詞せりふが的外れである事は、放ったサンジュが誰だれよりも理解していた。理性は認めないが、本能が告げている。これは何者かが祭の中に入り込んでいる訳ではなくて、祭そのものだ、と。

　異形は体表をぼとり、ぼとりと垂れ落としながらサンジュの眼前まで歩み寄ってきて、その体を摑つかみ取った。

「……マツリ、俺様だ」

　無機的な顔面を見み据すえ、奥にいるはずの祭に向かって呼びかける。

「ヲルォ？」

　微かすかに首をかしげるような動作を見せる。どうやら理性が皆かい無む、というわけではないらしい。

「テメエはお呼びじゃねえんだよ」

　異形を睨にらみつける。その敵意に反応するように、サンジュを握にぎる手に力が込められた。

「ぐ……」

　相手は渦鴉を一いつ蹴しゆうするような化け物だ。その気になったらぬいぐるみの体などひとたまりもないだろう。だが、

「俺様はマツリと話してんだ。部外者はすっこんでろ！」

　構わずにサンジュは吼ほえた。

「……ヲルォ」

　異形がぴたりと動きを止める。

「……違ちがうだろうが」

　一転、今度は消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「そうじゃねえ……テメエはそうじゃねえだろうが」

　祭は本来、闘とう争そうとは対極の位置にいる存在だ。

「巻きこんじまった俺様が言えた義理じゃねえけどよ……こんなテメエは見たくねえんだよ」

　サンジュの瞳ひとみは後こう悔かいと悲ひ哀あいに染まっていた。

「ヲ……ルォ！」

　異形は急にその身を悶もだえさせた。握られたサンジュの体が更さらに圧あつ迫ぱくされる。

「ぐ……テメエ普ふ段だんは流されまくる性格のくせに、いざって時はクソ頑がん固こで人の言う事なんか聞きゃしねえだろうが」

「ヲルォ……オ！」

　いつだってそうだった。やめろといっても、青あお臭くさい正義感をふりかざして勝手に危ない事に首を突つっ込むし、この前の事件の時も自らの身を全く顧かえりみない行動に肝きもを冷やされた。

　こうと決めた時、祭は絶対に意見を曲げない。心の真ん中に、確固たる自分が存在している。

「だったらよ……こんな化けもんの好きにさせてんじゃねえよ！」

「ヲ……ルォォォォッ！」

　異形はサンジュをとり落とし、呻くような鳴き声をあげる。

　違う、こうじゃない。こいつはもっと真っ白で陽ひの当たる場所にいるべきだ。祭は、花村祭は……

「階段から落ちたりすっ転んだりして、ぎゃあ、とかひいいっ、とか言ってりゃそれでいいんだよ！」

　異形がわなわなとその身を震ふるわせる。

「さっさと俺様んとこに戻もどってこいやバカが！」

「ヲ……ルオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　断だん末まつ魔まのような咆ほう哮こう。

「ヲ……ルォ………ヲ……」

　異形はその場にばたり、と倒たおれ込んだ。

「マツリ……」

　程ほどなくして、その体表に変化が起こる。全身を覆おおっていた漆しつ黒こくが体内に染しみ込むようにして消え去っていき、人間の肌はだの色を取り戻していく。

「やった……か？」

　数秒後、その生物はサンジュが見慣れた祭の姿に戻っていた。

「一体……なんだってんだよ」

　衣服の損傷や付着した血けつ痕こんはそのままだったが、腹に受けた致ち命めい的てきな傷は消え去っているようだった。

　それは、まるで自分の部屋のベッドであるかのように、安らかな寝ね息いきをたてる祭の様子が物語っている。

　状じよう況きようは全く以もつて不明のままだが、サンジュはとりあえずの安あん堵どの息を吐はいた。

　祭まで駆かけ寄って行き、体に飛び乗ってその顔を覗のぞき込む。

「ま、こいつはやっぱこのアホ面づらじゃねえとな」
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　程なくして時間が切れ、辺りの空気が見慣れた人間界へと戻っていく。

　サンジュはぼろ雑ぞう巾きんのような状態になった渦鴉に視線を向ける。

　あの状態でも灰化しない耐たい久きゆう力は驚きよう嘆たんに値あたいするが、さすがに当分の間は再起不能状態だろう。

「永遠にくたばってろってんだ」

　誰だれにともなく吐いた独り言だったが、

「いやまあ、随ずい分ぶんとカオスな状況になってますね」

　唐とう突とつに、サンジュの後ろで声が響ひびいた。

「あ？」

　日本人の容姿ではなかった。両りよう脇わきから長く垂らした銀の前まえ髪がみと、やたらに気だるげな雰ふん囲い気きが特とく徴ちよう的なその女は、どこか焦しよう点てんがずれたような虚うつろな目をしている。

「あ、どうも、はじめまして火猿さん。私、ミソラ・ベリーウォーカーと申します」

　いきなり名乗ったその女はサンジュの傍かたわらまで歩み寄ってくると、しゃがみ込んで、胸むな元もとから取り出した名めい刺しを差し出した。

「なんだ、テメエは？」

　サンジュは一いち瞥べつすらせずに、その名刺を投げ捨てる。ミソラは残念そうに頭を搔かいて、淡たん々たんと言葉を続けた。

「まあそう身構えないでください。私は怪あやしい者では……いや、この状況でそれを言っても説得力ないですね。怪しくなくはないかも知れませんが、あなた達と敵対する意思はありません。ほら」

　ミソラは大おお袈げ裟さに両手をあげてみせた。

「ふざけてんのかコラ」

「それもよく言われるんですよね……私は至って大おお真ま面じ目めなんですが……わかりました、それでは端たん的てきに聞きます……さっきの祭さんのアレ、なんだと思いますか？」

　サンジュの顔色が変わる。

「……見てやがったのか」

「ええまあ。そういう能力ですんで」

　その頰ほおからうじゅり、と粘ねん性せいを持った機械のようなものが湧わきあがってくる。

「妖よう気きの欠片かけらも感じねえと思ってたが、マキナリアかよ」

　無言のまま首しゆ肯こうするミソラの肩かたに、どこからともなく飛んできた鳩はとがとまった。

　おそらくは専用にしつらえたであろう超ちよう小こ型がたのシルクハットを頭に載のせている。その純白の体に時折メタリックな光こう沢たくが走る事から察するに、ミソラの能力によって生み出された存在なんだろう。

「私はとある調査で人間界に来ただけなんですが、とんだものを目もく撃げきしてしまいました。あの渦鴉さんをまるで子供扱あつかいですからね。アレ、一体なんなんでしょうか」

「……んなの俺様が聞きてえっつーの」

　サンジュは異形の姿を思い出して、表情を苦み走らせる。

「つーか、今話してんのはそんなこっちゃねえだろうが。テメエ、調査に来たって言ってたな」

　サンジュはミソラを睨にらみつける。確かに今の所、この女からは敵意の類たぐいは感じられないが、油断は出来ない。

「ああ、そうですね。ではぶっちゃけて聞きますけど火猿さん。あなたと花村祭さんは一月程前、雛野辺岬、赤井草介の両名と戦せん闘とう行こう為いをしちゃったりしてませんか」

　それは、質問というよりも既き知ちの事実を確かく認にんするかのような口調だった。しらばくれても無む駄だだと判断する。

「……あの屑くずどもか」

「あー、やっぱりあの二人、相当おいたしたみたいですね。申し訳ありません。マキナリアの内情もなかなか厄やつ介かいな事になっていまして。同種族として謝罪します」

「テメエの詫わびなんざ、一文の得にもなんねえっつーの。どうでもいいから話を進めやがれ」

「そうですか……では、本題をば。件くだんの戦闘行為中、雛野辺岬になにかおかしな事は起こりませんでしたか？」

　サンジュの脳のう裏りにある光景が浮うかぶ。雛野辺岬の中から出現した、粘性機群の本体ともいうべき存在。

「……さあな。仮になんかあったとしても、テメエにそこまで教えてやる義理はねえだろうが」

「まあ、それはそうですよねえ」

　ミソラは肩に乗った鳩の頭を撫なでながら、至し極ごく当然とばかりに頷うなずいた。やる気の欠片も感じられない女だ。

　サンジュはそこでふと、思い出す。戦せん闘とうの終しゆう盤ばん、祭に寄生しようとした粘性機群が、何かに怯おびえたように飛び出してきた事を。

　あの時は深く考えなかったが、もしかしたら祭の中に潜ひそんでいた、先さき程ほどの化け物が関係しているのだろうか。

「どうかしました？」

　サンジュの沈ちん黙もくに、ミソラが怪け訝げんそうな表情を向ける。

「なんでもねえよ、そんな下らねえ話しかねえんならさっさと消えろ。気にいらねえんだよ。陰かげでこそこそ観察して最後に情報だけかっさらっていくようなやり方はよ」

「すみません、当方、非戦闘員なものですから……でも観察に関してはさらに上手がいるようですよ」

　ミソラは相変わらずの胡う乱ろんな目つきで上方をみやる。サンジュもそれにつられるが、そこには何の変へん哲てつもない夜空が広がっているだけだ。

「あ？　何言ってやがる」

「いえ、多分私の勘かん違ちがいでしょう」

　ミソラは視線を下へと戻もどし、堆うずたかく積まれた灰へと向ける。

「あれ……さとりさんですよね」

「ああ……」

　魔遊庭の雨にさらされ、大分変質してしまっているが、それは確かにさとりの体だったものの残ざん滓しだ。

「火猿さん。彼女の世界においては、あなたが花村祭を殺害している、という事実をどう思いますか？」

　確かにそれは今回の件において、一番解げせない部分だ。

「拝見したあなたと祭さんの関係性を鑑かんがみるに、この世界の結末がそこに向かう可能性は、限りなく低いように思われます。さとりさんの語った事実はパラレルワールド故ゆえの展開だと、私も思っていました。しかし──」

　ミソラはそこで一いつ拍ぱく置いてから、淡たん々たんとした語調を僅わずかに崩くずして、告げる。

「さっきのアレを目まの当たりにして、絶対に無い、と言いきれますか？」

「……何が言いてえんだ」

「私は職しよく業ぎよう柄がら、マキナリア、枷人両りよう陣じん営えいの膨ぼう大だいなデータを把は握あくしていますが、あんな天災が具現化したような、異様な存在は脳内のどこを検けん索さくしても引っ掛かかりません……火猿さん、パラレルワールドのあなたは、あれを表に出さないようにする為に、やむを得ず祭さんを殺害したのだとは考えられませんか？」

「……」

　サンジュの沈黙は肯こう定ていを示していた。自分でも思い至っていた可能性だけに、否定のしようがない。

　ミソラは抑よく揚ようのない調子で話を続けた。

「更さらに残ざん酷こくな仮説も成り立ちます。渦鴉さんとの会話から推察するに、彼女の意識は花村祭が火猿にその身を焼かれ、絶ぜつ叫きようした所で終わっています……まあこれは感情が昂たかぶりすぎて気を失ったと考えれば不自然ではありません。問題は、その後の記き憶おくが一いつ切さい存在しない、という事です」

　サンジュの頭の片かた隅すみに最悪の想像が浮かぶ。

「まさか……テメエの言いてえのは……」

　ミソラは淡々と告げる。

「ええ。消し炭になった祭さんは、はたしてそのまま死んだのでしょうか？」

　その一言はサンジュの脳天に突つき刺ささる。

「さっき得体の知れない何かは、祭さんが致ち命めい傷しようを負った時に現れました。渦鴉さんはその出現を意図的に誘ゆう発はつしていたような節さえありました。加えて彼の物言いから察して、パラレルワールドにおいても、あれと同じものが現れた可能性が高い……そしてその場にはさとりさんも存在した」

　予感が、ドス黒い感情を伴ともなって確信に変わっていく。

「もう一度言いますが、彼女の記憶はそこで途と切ぎれていて、それ以降は一切存在しない。これの意味する所はつまり──」

「やめろ、それ以上は言うんじゃねえっ！」

　サンジュはあらん限りの声を張り上げ、ミソラの言葉を遮さえぎった。

「ふざけんじゃねえぞ……小こ娘むすめはあんなにマツリにべったりだったんだぞ。そんなの……救いが無さすぎんだろうが」

「失礼……これをあなたに告げるのは少々配はい慮りよが足りませんでしたね。思考をすぐに言語化してしまうのは私の悪い癖くせです。しかし、そういった事実の可能性がある限り、そこから目を逸そらす事は許されません。情報は力です。そこに善悪は存在しない、ただ情報というたった一つの事実が存在するだけ。私はそれを知りたいだけです」

　ミソラはそこで一息ついてから、サンジュを見み据すえてばつが悪そうに頭を搔かいた。

「さて、なんだか後味を悪くしてしまって申し訳ありません。私は退たい却きやくする事にします」

「待てや」

　サンジュがミソラを呼びとめる。

「ん、なんでしょう？」

「さっきは消えろっつったがよ、テメエはどうも色々と知りすぎてんな。このままマキナガーデンに帰すのはちと具合が悪い」

「はあ、では私はどうすればいいんでしょうか？」

「簡単だろうが、テメエがここでくたばればいいんだよ」

「……その可愛かわいらしい体でそれを言っちゃいますか？」

「……ちっ」

　サンジュは自らのもこもこした腕うでを確かく認にんして、忌いま々いましげに歯は嚙がみする。

「まあ物理的に可能かどうかはあまり関係がないと思いますが。あなたがたとえ火猿の状態だったとしても、情報隠いん蔽ぺいの為の抹まつ殺さつなんてするとは思えません」

「ったく、どいつもこいつも……俺様はそんな甘ちゃんじゃねえっつーの」

「そう思っているのはあなただけだと思いますが。第一、本当にその気になれば、寝ねている状態の祭さんにでも憑ひよう依い出来るんじゃないですか」

「……ちっ」

　サンジュは歯嚙みを繰くり返す。

「ご心配なく。意外に思われるかも知れませんが、私はそんなに仕事熱心な方ではありません」

　突っ込み待ちかとも思ったが、どうやら本気で言っているらしい。

「上司には全くきれいさっぱり清すが々すがしい程ほどになにもありませんでした、と報告して、個人的に情報を解かい析せきします」

「それを信用しろってのか」

「私、あなた方の事、嫌きらいじゃありませんので」

　あくまで淡々と言いきった。

「それでは失礼します」

　踵きびすを返したミソラだったが、数歩進んだ所で、何かを思い出したかのように立ち止まり、サンジュに背を向けたまま、言葉を発した。

「あ、言い忘れましたが、あなたが救いがなさすぎるといった先程の仮説。私はあれが事実だと思っている訳じゃありませんよ」

「あ？　どういうこった」

「その場に天使がいきなり乱入して、焼け爛ただれた祭さんを完全に再生、火猿とも和解して、さとりさん共々仲良く暮らしました。というのも有りです」

「テメエ……ふざけてんのか？」

「いいえ、大おお真ま面じ目めです。どんなに可能性が高かろうがあくまで仮説は仮説であって、私が直接確認したわけじゃありません」

　振ふり返り、僅わずかに口の端はしを上げる。

「確定していない情報は、無限の可能性を秘ひめていますから」

　それは、ミソラが初めて見せた笑え顔がおだった。

「……ケッ」

「それでは、ご縁えんがあればまたお会いしましょう。この世界のあなた方の息災を祈いのっています」

　ミソラは再び淡たん々たんとした表情に戻もどって、鳩はとを肩かたに乗せたまま、どこへともなく歩み去っていった。

　一人残されたサンジュは誰だれにともなく呟つぶやいた。

「テメエに言われるまでもねえ」

　すやすやと寝ね息いきを立てる祭に目線を移す。

「こいつの辿たどり着く未来は、俺様が必ずハッピーエンドにしてやるよ」




「う……うん？」

　祭は目を覚ました。

「うわっ！」

　自らの衣服に付着した大量の血液に気付き、驚おどろきの声をあげる。

「な、何これ……」

　まだ完全には乾かわききっていない血液が、手に付着する。

「覚えてねえのか。テメエ渦鴉の野や郎ろうに腹刺さされてくたばりかけてただろうが」

　すぐ脇わきで胡坐あぐらをかいていたサンジュに言われてようやく、頭が回り始める。

「あ……そうだ、あれ？　でもなんであたし生きてるの？　なんかもう駄だ目めだと思ったんだけど……」

　自分は確かに渦鴉に腹を貫つらぬかれて、致ち命めい傷しようを負ったはずだった。

「俺様がとっさに憑ついて、渦鴉の野郎はぶちのめした」

「そ、そうなの？　ありがと、サンジュ」

　記き憶おくも曖あい昧まいでいまいち状じよう況きようが把は握あくできないが、とりあえずサンジュに笑顔を向ける。

「テメエ、体はなんともねえのか？」

「へ？　あ、うん、なんともないみたい……」

　自分の体をぺたぺたと触さわって確認する。出血はおろか、かすり傷一つ見当たらない。いくらサンジュの肉体再生能力が強いと言っても、あれだけ派手に開いた穴がこんなに短時間で修復されるもんだろうか。さすがの祭も疑問に思わずにはいられなかった。

「ならいい、とっとと忘れろや。どうせテメエの頭で考えてもどうにもなんねえからよ」

「あ、なんかあたしの事馬ば鹿かにしてるでしょ」

「バカにしてんじゃなくて、テメエは正しよう真しん正しよう銘めいのバカなんだよ、バーカ」

「あ、ひどいっ！」

「うっせえな。ギャーギャー喚わめくんじゃねえよ」

　サンジュは祭を軽くあしらった後、ぼそりと何事かを呟いた。

「安心しろ……テメエは俺様が必ず守ってやる」

「え、なに？」

「なんでもねえよ、バーカ」

「？　っていうかサンジュ、腕うで取れかかってるけど、だいじょぶなのそれ」

「……こんなの唾つばつけときゃ治るっつーの」

　サンジュはどこか沈ちん痛つうな面おも持もちだった。

「……なんかあったの？」

　不ふ穏おんな空気を感じ取った祭は周囲に視線を向ける。離はなれた所で、虫の息状態になっている渦鴉が目に入った。酷ひどい有様だ。サンジュがあそこまでやるとは思えない。

「なんもねえっつーの。テメエは細かい事考えなくていいんだよ」

「でも──っ！」

　追つい及きゆうしようとした所で、冗じよう談だんみたいな大きさで祭の腹が鳴った。

「……く……ははははっ！」

　サンジュは辺り一帯に響ひびくような声で大たい笑しようする。

「そ、そんなに笑わなくても……」

　サンジュは顔を赤くする祭を無視してその体に飛び乗ると、胸ポケットに潜もぐり込んだ。

「さ、帰んぞ」

　その表情から、先さき程ほどまでの翳かげりは消え去っていた。

「うん、そうしよっか」

　立ち上がり、歩き始めた祭だったが、少し進んだ所でその動きを止め、振り返る。

　その視線の先には、さとりと名乗っていた少女の遺灰が堆うずたかく積まれていた。

「……回収はしねえぞ。本来なら遺灰の保管なんざ、命に対する冒ぼう瀆とくだからな」

「うん、そういう事じゃないからだいじょぶ」

　祭は首を戻もどして、微笑ほほえんだ。

「さとりちゃん、またね」
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「はは、なんやこの展開、おもろすぎるやろ」

「どこがだ」

「どこがって、めっちゃ熱い展開やん」

「理解し難がたい思考だ」

「なんでやー、こんだけのもん見せられたら滾たぎるやろ」

「その調子でこの前の一件、勝手に介かい入にゆうした訳か」

「うわ、やっぱバレとる？」

「当たり前だ。下位の存在に妄みだりに干かん渉しようするなど、神経の接続どころか存在を疑いたくなるような愚ぐ行こうだ」

「アンタ、相変わらず口悪いな……しかしこのお姉ちゃん、なんかあるとは思ってたけど、予想外にえげつないもん飼っとったな」

「そこには同意する。花村祭については精査の必要があるな」

「そやろそやろ、このお姉ちゃんええやろ、たまらんやろっ！」

「騒さわぐな。貴様、自分の役割を理解しているのだろうな」

「へいへい、わーっとりますよ……てか、おセンチな感じで去ったはええけど、死にかけのカラス坊や放置されとるやん。フフ、回収して遊んだろか」

「ふざけるな。そのような軽挙妄動を認める訳にはいかん」

「いけずー、そんくらいえーやんえーやん」

「貴様……前々から説諭しているだろうが。いい加減にその軽薄な語り口をどうにかしろ。我々は高貴にして至高なる存在だ。常に完全なる品性が求められる」

「うわさぶっ！　見てみいこれ、サブイボたっとるで！　アンタそんな恥はずかしい台詞せりふ、真顔でよく吐はけるな。きょう日の中学二年生でも、そんな事そうそう言わへんで」

「意味が分からん」

「あー、まあアンタが分かったら、それはそれでなんか違ちがう気がするけどな」

「それよりあのマキナリア、我々の存在をおぼろげながらに感知していたようだが」

「あーあのアンニュイな感じのお姉ちゃんか。確かにえげつない察知能力もっとるわ。でもま、気付いた所でワイらをどうこう出来るわけやなし、ほっといてええやろ。ワイがキョーミ津しん々しんなんはやっぱこの花村のお姉ちゃんや」

「貴様……高位存在としての自覚が存在しないのか」

「おー、怖こわっ、そんな目で睨にらむなや。安心しいや、手え出さんよ」

「当然だ」

「今はまだ、な」

「何だと？」

「くくっ……こんなおもろいもん、そう簡単に潰つぶしてたまるかい」
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「くああ……」

　月曜日の朝、窓から差し込む心地ここちよい陽光に、祭の意識は覚かく醒せいする。

「むにゅ……ん？」

　ぼさぼさに乱れた髪かみに手て櫛ぐしをあてようとした所で、盛大に腹の虫が鳴った。

　自らの下腹部に手をやる。渦鴉によって、確かにそこには致ち命めい的てきな傷が穿うがたれたはずだ。

「……どうなってんのかな？」

　考えれば考える程に不可解だった。しかし、祭の脳は──サンジュの言葉どおりでなんだか悔くやしいが──治っているものはしょうがない、考えても無む駄だだよね、という適当すぎる結論に辿たどり着く。

「朝から一人でぶつぶつうっせえんだよ」

「あれサンジュ、なんか眠ねむそうだね？」

　サンジュは机の上で目を擦こすっていた。

「ああ……ちっと蕩子のとこ行ってたからな」

　そう言えば昨日の日曜もずっと胡乱堂に入り浸びたっていたらしい。その表情が暗いのは寝ね不ぶ足そくのせいだろうか。

「まあいいや、遅ち刻こくしちゃうからあたしごはん食べてくるね」

　サンジュに一言残して階下へと向かう。朝食の香かおり漂ただようリビングに足を踏ふみ入れ、軽快な挨あい拶さつを飛ばす。

「おはよっ」

「おっす」

　母親の光が、いつも通りのそっけない声を返してくる。

　女らしさがない性格に反して、光の料理の腕うでは相当なものだ。洗せん濯たくや掃そう除じもそつなくこなすし、いままで意識した事もなかったが何気に母親としてのスキルは高いのかもしれない。

　席について食事を開始した祭は、昨日は我が慢まんしていた事を聞いてみる事にした。

「ねえお母さん」

「んー？」

　光は新聞から顔をあげずに、気の無い調子で声を返す。

「お母さんにとって、あたしって何？」

　光は新聞を降ろして、ぎょっとした表情を見せる。

「いきなりなに言ってんの……キモいんだけど」

　この質問でその反応では先が思いやられるが、仕方ない。

「もし……もしだよ、お母さんが高校生だった時代に、今のあたしがタイムスリップして目の前に現れたら、どうする？」

　光は即そく座ざに祭の額に手を置いた。

「ふむ……熱は無い。昔から体だけは無駄に丈じよう夫ぶな子だったけど……ついにこっちがやられたか」

　光は憐あわれみを込めた視線を向ける。まあ信じてもらえるとは思っていないが、いきなりそのリアクションはひどすぎるんじゃないだろうか。

「あの……例えだよ、例え」

「まあ分かってるけど。また漫まん画がにでも影えい響きようされたん？」

「はは、まあそんなとこかな。で、もしそうなったらどう？」

「殺されるね、あんた」

「はい？」

　光の返答には一いつ切さいのタイムラグが無かった。祭は訳が分からず、間ま抜ぬけな声を返す。

「私の通ってたのは、典型的なお嬢じよう様女子高でね。男っ気が全く無い分、間ま違ちがった方向に進んじゃう子らが沢たく山さんいた訳さ」

「間違った？」

　光の言わんとする事がよく分からない。

「つまりさ、本来男子に向けるべき憧あこがれを、それと似た性質をもった同性に求めるっていう倒とう錯さくした事態が発生するんだよ」

「もしかして……『お姉さま』な感じ？」

　光はうんざりしたような表情で頷うなずいた。元から中性的な容姿をしている上に、この性格だ。

　女ばかりの世界に迷い込んだ王子様のような扱あつかいを受けている様が、ありありと想像出来る。

「思い出したくもないけど、なんか親衛隊っぽいのが出来てて、友達は別としても、それ以外の子は私に話しかけるにも隊員同士の承しよう認にんがいるっていう、わけわかんない状態だった」

　光の口調にはいやに実感が籠こもっている。そんな花はな園ぞの世界は創作上だけの産物だと思っていたが……

「あんたさ、そういう空気まったく読まないで、馴なれ馴れしくしてきそうじゃない？　一発で体育館裏に呼び出されてコレだね」

　光は腰こしかけたまま、中空に向かってやたらにキレのあるアッパーを放った。俗ぞくに言う腹パンというやつだろう。

「はは……」

「まあ、一部の奴やつらがあんまりエスカレートしてるみたいだったから、一回シメてやったら大人しくなったけど」

　しかしその後、武勇伝が広がって、結果的に信者が増大する結果になったらしい。

「それはそれで凄すごい話だけどさ、聞きたかったのは、そういう事じゃないんだけどなあ……」

　おかわり分の茶ちや碗わんを受け取りながら、苦笑いを浮うかべる。

「じゃあ何さ？」

「いやね、母親って何かな、って」

「ふーん、またえらく抽ちゆう象しよう的てきな」

「……そうだよね、あたしも何が聞きたいのかよく分かってないんだけど……そうだなあ、お母さんはいつ自分が母親なんだな、って自覚したの？　やっぱりあたしを産んだ時？」

「あんた……ついにヤった？」

「ぶふうっ！」

　祭は口に含ふくんだ味み噌そ汁しるを噴ふき出した。

「うわ、汚きたなっ！」

「お、お母さんが変な事言うからだよっ！」

「冗じよう談だんに決まってんじゃない。あんたを襲おそうようなもの好きもいないだろうし」

「うう、真しん剣けんに聞いてるのに」

　祭は恨うらみがましい視線を光に向けた。

「分かった分かった、真ま面じ目めに答えりゃいいんでしょ……あくまで私の持論だけど、女ってのは別に赤ん坊ぼう産んだら、その瞬しゆん間かんに母親になるって訳じゃ無いんだよ」

「どういう事？」

　その問いには直接答えずに、光は遠いところを見るような目つきで、語り出した。

「あんたってさ、その辺の犬を親と勘かん違ちがいしてついて行きそうになったり、おもちゃを手当たり次し第だいに食べようとしたり、なぜか滑すべり台で顔面全部擦すりむいたり、家の階段から落ちたり、クソ高い制服無くして夜中に帰ってきたり、例をあげればきりが無いぐらいに手のかかる子だったわけさ」

「……そうなんだ」

　自分は赤ん坊のころからそういう風だった、という事を親の口から聞かされ、月曜の朝から暗あん澹たんとした気分になった。ごく最近の事こと柄がらも含まれているような気がするが、そこは触ふれない方がいいんだろう。

「私は、そういうあんたを見ながら、いつのまにか母親になってたって感じかな」

　そう語る光の目は、珍めずらしく真剣な色を宿していた。

「でもさ、あえて一個だけこれだっ、て瞬間をあげるとすればやっぱり……あんたが初めてママ、って呼んでくれた時は嬉うれしかったな」

「ママ……」

　あどけない少女の笑え顔がおが脳のう裏りに浮かんだ。

「まあなんとなく恥はずかしくなっちゃって、無む理り矢や理りお母さん、に矯きよう正せいさせたけど……ってこの話自体が恥ずかしいわ！」

　光は一人で勝手にオチをつけていたが、すぐさまいつものそっけない感じに戻もどって祭に問いかける。

「……まあこんな感じだけど、なんかの参考になった？」

「うん、お母さんありがとね」

　祭はどこか晴れ晴れとした表情で、卵焼きに手を伸のばした。




「おはよっ」

　教室に入った祭は、クラスメイト達と軽快な挨あい拶さつを交かわす。

　席についた所で、友人の一人が声をかけて来た。

「ねえねえ、祭、今日はあの子、来ないの？」

「あの子？」

「ほらほら、この前いきなり乱入してきて祭の事ママ、とか呼んでた」

「ああ、さとりちゃんね」

「そうそう、さとりちゃんだ」

「はは、多分もう……来ないんじゃないかな」

　祭は締しめ付けられるような思いを隠かくして、言葉を濁にごした。

「なーんだ、なんか刺し激げき的な感じの子だったから、ちょっと話してみたかったのにな」

　友人は口を尖とがらせて、少し間を置いた後、再び祭に問いかけてきた。

「でもさ、結局あの子、一体何者だったの？」

　その問いに端たん的てきに答える事は難しい。

　それでも……それでも、笑顔の似会うあの子は、自分の事をママと呼んでくれたから。

　祭は満面の笑みで言いきった。

「あたしの娘むすめだよ」







　　　　エピローグ







　一枚の写真がある。

　そこには快活そうな印象の少女を中心に、四人の人物が写し出されている。

　少女の傍らには、微笑みを携えた長い黒髪の女性が写っていた。

　その若々しい容姿からは想像できないが、彼女が少女に向けている慈愛に満ちた視線は、間違いなく母親のそれだった。女性の肩に手を置いている、気き性しようの穏やかそうな男性はおそらくその夫なのだろう。

　写真にはもう一人の人物が写っている。

　上半身が裸で腰に黒い布を巻いている赤毛の青年だ。野性味を感じさせる顔立ちではあるが　少女に頰ほおを引っ張られて憤りを見せている様は、どこか愛嬌さえ感じさせる。

　写真の右下には少女のものと思われる筆致で、こう記されていた。

　ママ、パパ、火猿と。

　両親が健在で、火猿との関係も良好。花村さとりと名乗っていた少女にとって、理想的な未来世界。

　それは決してｉｆの話ではない。人が営みを続ける以上、その可能性は無限に広がっているのだから。




　越界異聞に映し出された写真に目を落としていたその人物は、満足そうに笑えみを浮かべる。その中心にいる少女の表情が、私は幸せだ、と雄弁に物語っていたから。

　そして、誰だれかに言い聞かせるかのように、そっと呟いた。

「願わくば、全すべての人にとって、今いる世界が最良のものでありますように」







　あとがき







　先日、何気なく自分の処女作を見直す機会がありました。

　その内容はというと──冒ぼう頭とうで異能の力を持つ敵に襲おそわれた主人公（男）が、ホモに助けられ、別の意味で襲われそうになる、というものでした。

　……大学三年生の僕は、一体何を考えていたんでしょうか。




　またお会いしてしまいましたね、春日部タケルです。

　一巻のこのスペースにおいて、作者が高校時代にそっち系の方に襲われそうになったエピソードを披ひ露ろうしましたが、その体験は予想以上のトラウマとなって、脳のう裏りにこびりついていたようです。

　げに恐おそろしきは、その作品が「もしかしたら受賞するかも」などと、本気で考えていた当時の自分の思考回路です。

　選考委員の方、野や郎ろうがお姫ひめ様さま抱だっこされながら発する「らめえっ」という台詞せりふで、お目め汚よごししてしまった事を、この場を借りて深くお詫わび申し上げます（当然の如ごとく一次で落ちました）。

　※『ヒマツリ』は女子高生が主人公の健全な作品です。安心してお買い求めください。




　黒歴史ついでにタイトルの話なども少し。

　僕は『ザ・スニーカー賞』という賞を頂き、デビューと相成った訳ですが、応おう募ぼ時のタイトルは『ヒマツリ』ではなく『バトルカーニバル・オブ・猿』でした。

　……社会人二年生の僕は、一体何を考えていたんでしょうか。

　受賞して半年後くらいに、他の作家さんとの交流会がありました。

　同期受賞のメンバー三名と共に、編集長の後にくっついていき、先せん輩ぱい作家さんに挨あい拶さつするんですが、僕は大体四番目の紹しよう介かいで「バトルカーニバル・オブ・猿（笑）の春日部さんです」って、なんかもうオチみたいになってるんですよ。

　もしこの本の読者で、なにがしかの文学賞に応募しようと考えている方がいたら、タイトルは熟考してください、と強く強く忠告しておきます。




　キャラクター設定について。

　応募、という事でふと思い出したんですが、この作品のキャラクター達は、受賞後の改かい稿こうで大分設定が変わっています。

　ちょっと列挙してみましょう。





大鳥大吾　性格が百八十度変わっています。応募時は「……む」「……ぬ」とか言ってる、寡か黙もくな人でした。

本城悠季　性別が百八十度変わっています。つまり……最初は野郎でした。

サンジュ　全身真っ黒で、顔と尻しりだけ赤いというカラーリングでした。

花村祭　　なんも変わってません。



　うん、主人公の性別が変わったりしなくて良かったです。まあ野郎のドジっ子なんてどこにも需じゆ要よう無いでしょうが。




　あ、そうそう、一巻発売後、人生初のファンレターを頂きました。しかも「少女」と呼べる年ねん齢れいの子からです！　作者はその場で小こ躍おどりして喜びました。

　ちなみに現在、「幼女」と「熟女」からのファンレターも絶賛受付中であります。




　ここからは謝辞を。

　担当Ｙ女史を始めとするスニーカー編集部の皆みな様さま。並びに校正、印刷、出版の過程においてご尽じん力りよく頂いた全すべての方々に感謝を捧ささげます。

　イラストレーターの『も』さん。一巻の表紙において『春日部タケル　イラスト／も』の記述があった為ため、「へー、イラストも一いつ緒しよに描かいてるんだ」と数人に言われましたが、当方絵心絶無につき、棒人間しか描けません。

『ヒマツリ』のイラストレーターは『も』さん、『も』さんですよ。今回も、拙せつ作さくを心躍るイラストで彩いろどって頂き、感謝、感謝です。

　続いて、兼けん業ぎようとして執しつ筆ぴつ活動を行う事に理解を示して頂いた、昼の職場の皆様へ感謝を。温かく、そして人によっては生温く見守って頂き、本当にありがとうございます。

　そして、高校時代からの腐くされ縁えんである、ぶつお。本当は一巻にも名前を載のせるつもりでしたが、本編との兼かね合あいであとがきが二ページしかなかったので、何の迷いもなく君の所をカットしました。

　何の生産性もない君との膨ぼう大だいなダベりの中から、この『ヒマツリ』という作品を生み出す土ど壌じようの一部が、僕の脳内で培つちかわれたのは確かであり、そこにちょっとした矛む盾じゆんを感じてみたり。

　最後に、一巻、並びに今巻を手にとってくださった読者の皆様に、一番の感謝を。




　締しめとして、次の本のお話をば。

　何やら新シリーズの予感が。『ヒマツリ』と比べると、大分ふざけた話になる予定です。なるべく間をあけずにお届けできれば、と思っていますので、お付き合い願えれば幸いです。

　それではまた、次の本でお会いしましょう。


二〇一一年二月　春日部タケル　　


















カバー・口絵・本文イラスト／も

カバー・口絵・本文デザイン／伸童舎
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